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同志社創立150周年記念
同志社大学能楽部創部100周年記念

新作能「庭上梅」　－未来に繋ぐ新島襄の志－
2025年4月19日（土）、「栄光館」にて開催されました。約450名の一般観客と100

名の同志社大学生の来場があり、新島の意志を継承した建学の精神を能という日本
の伝統芸能によって深く感じる一日となりました。

能の最後（キリ）の部分では、客席の学生、卒部者も共に謡に参加しての大連吟と
なりました。同志社の校舎名（栄光館、有終館、彰栄館など）を織り成す詞章に続き、

「良心我らに充ち充ちて、いざ立て輝け自由と正義を学び伝ふる、同志社の、学び
伝ふる我らが同志社の、新島精神ハ永久ならん」と謡って締めくくり、同志社が
200年先、300年先延々にと輝かしい発展を遂げていることを祈念し、満場の拍手
のもと当催しを終えました。



逝去者追悼礼拝

2005年に発生したJR福知山線脱線事故および福島県でのバス事故において犠牲
となった本学学生を覚え、毎年４月に追悼礼拝を行ってきた。これらの礼拝には、
遺族や友人をはじめ多くの方々が出席され、故人を偲ぶ大切な機会として長く継承
されてきた。こうした経緯を踏まえつつ、現在では、直近１年間に志半ばにして在
学中に亡くなった学生や、在職中に亡くなった教職員を偲び、その生涯と功績に感
謝を捧げ、共に深く祈りを捧げる機会として「逝去者追悼礼拝」を開催している。

今年度は、2025年４月25日（金）、今出川校地の同志社礼拝堂および京田辺校地
の同志社京田辺会堂 言館（KOTOBA-KAN）礼拝堂にて開催した。当日は、今出川
校地に約200名、京田辺校地に約70名が参列し、学生、教職員、卒業生、遺族らが
それぞれの思いを胸に祈りを捧げた。

礼拝では、オルガンの前奏とともに厳粛な雰囲気の中で礼拝が始まり、聖書朗読
と祈祷に続いて、今出川校地では木原活信副学長が「死ぬ日まで天を仰ぎ」と題し
て、京田辺校地では玉井史絵副学長が「Present――『今、ここに』あるというこ
と」と題して奨励を担当された。終盤には、賛美歌の斉唱と黙祷が行われ、参列者
一人ひとりが静かに故人への感謝と敬意を表した。
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創立150周年記念事業
同志社女子大学図書館（今出川キャンパス）改修へ

創立150周年記念事業の一環として、同志社女子大学図書館（今出川キャンパス）
の改修を実施いたします。

この改修は「開かれた図書館、人が集う図書館」を基本理念とし、今出川キャン
パスの歴史ある景観を大切にしながら、現代の学修環境にふさわしい機能性と快適
性を備えた新しい図書館空間を創出することを目的としています。今出川図書館は、
図書館建築のパイオニアである鬼頭梓氏によって設計され、1977年に開館以降、
全国でも珍しい地下式図書館として、栄光館、ジェームズ館とともにキャンパスの
象徴的な景観を形成してきました。

今回の改修では、建物構造や外観の持つ歴史的価値を尊重しつつ、3つの軸での
改修を行います。まずは「歴史と調和したキャンパス景観の再構築」として、建築
遺産を大切に、前庭やアプローチの整備を通して「同志社女子大学らしい」景観を
創出し、記憶に残る場所として生まれ変わります。また、「快適で開かれた内部空間
の実現」として、正門や栄光館などからのアクセスを向上させ、訪れやすい動線へ
と再構築します。地下空間でありながら、明るく居心地の良い環境で学びを促進し
ます。そして「未来を見据えた機能強化」として、設備や建具、内外装を全面的に
更新し、快適性・安全性を向上させます。集密書架の導入により収容能力の向上、
蔵書スペースの効率化も図ります。

創立150周年を機に、新しい時代の同志社女子大学を象徴する「知の拠点」として
図書館は生まれ変わります。全体使用の開始は2026年10月からの予定です。
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同志社中高同窓会主催
「ミライへ繋ごう La,La,La Doshisha」

2025年6月21日

2025年6月21日、同志社中高同窓会主催に
て、同志社創立150周年記念事業として「ミラ
イへ繋ごう La,La,La Doshisha」を開催いたし
ました。

同窓会と学校との交流が少なく、在校生が同
窓会の存在を意識する機会が無いこと、また同
窓生も現在の学校の様子に疎くなっているとい
うことを鑑み、同窓生と在校生の交流を主な目
的とした事業を行いました。

当日は、同志社中学校・高等学校校長である中澤先生と、同志社中高同窓会森田
会長との間にて、学校と同窓会が今後手を携えて事業を行っていく旨の事業締結式
を行いました。

続いて、同窓生である4人のパネリストによるパネルディスカッションを開催し、
在校生から質問を募るなど、中学生・高校生に向けてのトークを行い、結びには在
校生へのメッセージもいただきました。パネリストには、S44年度卒の能楽師であ
り人間国宝保持者の金剛永謹様、S51年度卒の株式会社モリタ代表取締役社長であ
り同窓会長でもある森田晴夫様、H10年度卒でびわこ成蹊スポーツ大学教員、在校
時にラクロス部を創設した亀本真朱様、H13年度卒の脚本家・作詞家でありラパン
トラック代表、「映画ドラえもん　のび太の地球交響楽」などを手掛ける内海照子様、
と年齢層や職業など幅広い方々をお迎えしました。

その後中学高校それぞれの生徒会による学校案内を行い、同窓生は生徒の皆さん
と会話をしながら、校内各所の見学を楽しみました。

182名の参加、うち74名は中高生ということで、大勢の方々が話す機会を持てま
した。また事業そのものもですが、当日のスタッフにも生徒会の皆さまに入ってい
ただき、昼食を共にとるなどを通じ、交流を深められたかと思います。今後この交
流を目的とした事業が、形を変えながらも続いていきますことを願っております。
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パネルディスカッション 高校生徒会による学校案内



中学・高校　体育祭
5月8日（木）に高校体育祭が、5月9日（金）には中学体育祭が、本校第1グラウンド

でそれぞれ開催されました。
高校体育祭は晴れ渡る青空の下行われ、最初の種目である「宅配便リレー」から

最後の「クラス対抗リレー」まで、生徒たちは一つひとつの競技に全力で取り組み、
会場には途切れることのない声援と、生き生きとした笑顔があふれていました。

中学体育祭は午後から小雨の予報で天候が不安な中、雨天にも対応できるようプ
ログラム順を変更して開催されました。選手入場、開会式に始まり、中2学年競技

「台風の目」から最後の種目「クラブ対抗リレー」まで、予定していたすべての競技
を実施することができました。天候には恵まれませんでしたが、全力で競技を楽し
む生徒たちの笑顔と、1位の選手だけでなく遅れを取った選手にも声援や拍手を送
る優しい姿が印象的でした。

両日とも平日にもかかわらず多くの保護者が来場され、中学生徒会・高校生徒自
治会の尽力もあり、成功裡に終えることができました。
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「芸術鑑賞」
６月11日（水）高校生対象、６月19日（木）中学生対象で芸術鑑賞を行いました。

今年度は、大阪四季劇場での四季ミュージカル「ウィキッド」。L・フランク・ボー
ムの「オズの魔法使い」を、二人の魔女の視点から描いた作品で、ものごとは一面
からだけでなく、別の角度から見ること、そしてそれを尊重すること、そのことに
よって人は心を通わせることが出来る。現代を生きる私たちの心に響くあたたかい
メッセージが込められていました。生徒たちは装置や華やかな衣装、劇団員の歌や
ダンスの素晴らしさに驚きながらも、大切なメッセージを受け取り、帰途につきま
した。
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座席から

パネル
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5月 WWL（World Wide Learning）クラスの授業風景
WWLの授業では、バラエティー豊かな教員がティームティーチングで担当し、帰国生徒

と国内一般生徒が生活の経験を共有しながら、SDGsに関わる環境問題や、日本や海外のまち
づくりについて学びます。大学の先生の講義や文献調査、海外高校生との交流、ドイツやデ
ンマークでのフィールドワークなどを通じて、実践的な学びを深めます。学んだことはレポ
ートやプレゼンで発表し、高校生フォーラムや京田辺市への提案を通じて、社会に向けた提
言を行っています。

現在、高校1年生は、自分たちの住んでいる（いた）まちを紹介し合うために、スライドの作
成方法を学んだり、まちづくりの専門家の先生をお招きして学びを深めています。高校2年生
は、専門書を読み解き、要点をまとめて発表を行っています。高校3年生は、これまでの研究
を卒業までにリサーチブックとして論文にまとめる予定です。

2025年3月 
Nueva School 

交換プログラム　訪問
３月25日～30日の間、Nueva School

へ訪問しました。滞在中、学生たちはバデ
ィと一緒に授業に参加し、さまざまなアク
ティビティを体験しました。英語による学
校紹介のプレゼンテーションでは、互いの
文化を共有する良い機会となりました。今
後もこのつながりを大切にし、継続的な交
流を通じて互いの理解をさらに深めていく
予定です。

2025年5月 
Nueva School 

交換プログラム　受入
５月10日～17日の間、Nueva Schoolの交

換留学生を迎え、日本文化に触れてもらう特別
授業を行いました。留学生たちは書道に挑戦し、
日本や京都にまつわる単語を悪戦苦闘しながら
も、最後まで書き上げることができました。ま
た、茶道体験では浴衣を着て参加し、凛とした
雰囲気の中で礼儀作法を学びました。伝統的な
服装と所作を通して、日本文化の繊細さや美し
さを体感している様子が印象的でした。
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初等部：『京都府私立小学校連合会合同音楽会』
2025年6月7日(土)

毎年6月に開催されている合同音楽会に、DIAでは初等部4年生とDIA有志アンサ
ンブル(初等部・国際部有志による室内楽団)が出演しました。音楽を通して、京都で
学ぶ様々な学校の子どもた
ちと交流する良い機会とな
りました。初等部4年生は
《Walk Through Life》
(PINKAEBRA　作詞/作
曲・山内美奈　編曲)、有
志アンサンブルは《カルメ
ン『前奏曲』》(ビゼー 作
曲/藤盛祐輔 編曲)を演奏
しました。

国際部：『The DISK Model United Nations』
The DISK Model United Nations Club was preparing throughout the 

autumn and winter for a conference in Kobe in February. There, our 
students were able to practice and develop their communication and 
collaboration skills by representing countries and debating global issues 
with students from international schools from all over Japan. The topics 
were e-waste, child trafficking, affordable housing, and weaponization of 
artificial intelligence. The students were first deliberating the topics in 
committees, drafted resolutions, and then debated them in the General 
Assembly. We had a great time and learned a lot from the experience!

DIAアンサンブル

DIA4年生



「花の日礼拝」
花の日礼拝が行われました。子どもたちがそれぞれ持ってきた花を捧げ、アリー

ナ前方の献花台は華やかに彩られました。宗教科の先生から讃美歌「このはなのよ
うに」の歌詞についてのお話があり、歌詞の意味を考えながら、小さなことにもそ
っと感謝を表せますようにとお祈りしました。礼拝後には、児童から日頃お世話に
なっている方々に花束とメッセージカードをプレゼントしました。日頃の感謝を伝
えることができ、みんなが温かい気持ちになれる素敵な花の日となりました。
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「花の日礼拝」
６月10日（火）、園内のリチャーズホールにて花の日礼拝をおこないました。子

どもたちは雨の中、花を大切そうに抱えて登園してきました。そして、それぞれが
持ってきた花を捧げ、園児全員で合同礼拝の時間を持ちました。

また、当日は、堂腰元園長先生にもお越しいただき、花の日礼拝の由来や季節の
歌を教えていただいたりしながら、日ごろお世話になっている人たちに感謝の気持
ちをもつことができました。

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten
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インタビューの２人
西村あさひ法律事務所・外国法共同事業　弁護士
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私の
志

スポーツ選手の権利を守り、日本のスポーツ界の健全化と拡大を目指して、ス
ポーツエコシステム推進協議会を立ち上げて活動しています。理不尽な現状を
変えたいという強い思いが、私の原動力です。

1984 年、大阪市生まれ。2007 年、
同志社大学法学部卒業。09 年、京
都大学法科大学院修了。10 年、弁
護士登録。17 年、南カリフォルニ
ア大学ロースクール卒業。同年〜
18 年、Sheppard, Mullin, Richter 
& Hampton LLP 勤務。18 〜 20 年、
パシフィックリーグマーケティング
株式会社出向。21 年〜、経済産業省・
スポーツ庁「スポーツコンテンツ・
データビジネスの拡大に向けた権利
の在り方研究会」委員。22 年、ス
ポーツエコシステム推進協議会事務
局長。23 年、スポーツ庁・経済産業省「第２期スポーツ未来開拓会議」委員、一般財団法人ス
ポーツエコシステム推進協議会代表理事。24 年、MLB 選手会公認代理人資格取得、スポーツ
基本法改正検討委員会委員。編著に『DX 時代のスポーツビジネス・ロー入門』（中央経済社）。



Interview

インタビューの２人
陶芸家

S
し ょ う こ

HOWKO さん

私の
志

京都市生まれ。2001 年、同志社女
子大学 短期大学部日本語日本文学科
卒業。京都府立陶工高等技術専門校、
京都市産業技術研究所で技術を学
び、佐賀県で修行した後、創作活動
に入る。国内で出展をするとともに、
ミラノサローネには 2011 年より３
年連続で出展するなど海外にも展開
する。その後、「読む器」をコンセプ
トにした陶磁器ブランド「SIONE（シ
オネ）」を主宰し、2016 年に銀閣寺
界隈に直営店をオープン。2025 年

には直営店の中に、「感性のひらく宿」として「うたひ」を開業した。
メディア出演・掲載多数。著書には『感性のある人が習慣にしていること』15 版 55,000 部

（クロスメディア・パブリッシング）など多数。

「読む器」というブランドを展開中です。私の書いた物語を絵柄にした器のシリーズ
です。言葉には豊かな余白がありますね。器も物を乗せて初めて完成すると考えれば、
それも余白。余白をどう扱うかというところで、言葉と工芸は繋がっているんです。
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。
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て
く
だ
さ
い
。

稲
垣 

ス
ポ
ー
ツ
の
Ｄ
Ｘ
推
進
を
図
る
大
手
企
業
が
集
ま
っ
て
２
０

２
２
年
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
す
。
目
的
は
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ

ネ
ス
の
振
興
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
起
点
と
し
た
持
続
可
能
な
経
済
圏
の

確
立
で
、
23
年
に
は
一
般
財
団
法
人
化
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
で
は
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
が
急
拡
大
し
て
お
り
、

日
本
で
も
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
そ
れ
に
伴
う
課
題
の
検
討
が
不
可
欠
で
す
。

協
議
会
の
調
査
に
よ
り
、
諸
外
国
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
ベ
ッ
テ
ィ
ン

グ
の
市
場
が
急
速
に
拡
大
す
る
中
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
が
世
界
か
ら

賭
け
対
象
と
な
り
、
ま
た
、
日
本
居
住
者
が
違
法
サ
イ
ト
を
利
用
す

る
こ
と
で
約
６
・
５
兆
円
規
模
の
違
法
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
世
界
で
も
同
様
に
違
法
市
場
が
拡
大

し
、
そ
の
背
後
で
は
選
手
を
不
正
に
操
作
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
存

在
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
、
各
国
は
マ
コ
リ
ン
条
約
の
下

で
連
携
を
進
め
て
お
り
、
現
在
43
カ
国
が
署
名
し
て
い
ま
す
が
、
日

本
は
ま
だ
署
名
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
も
日
本
が
こ
の
条
約
に
署
名
し
、

違
法
ス
ポ
ー
ツ
賭
博
対
策
に
つ
い
て
世
界
と
連
携
で
き
る
よ
う
政
府

や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

—
—

違
法
ス
ポ
ー
ツ
賭
博
と
聞
く
と
、
大
谷
翔
平
選
手
の
通
訳
の
事

件
が
記
憶
に
新
し
い
で
す
。

稲
垣 

あ
の
よ
う
な
事
件
を
起
こ
す
人
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
、
違

法
ス
ポ
ー
ツ
賭
博
に
巻
き
込
ま
れ
る
選
手
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち

は
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
諸
外
国
で
は
、
①
違
法
性
の
明
示
・
周

知
、
②
サ
イ
ト
等
の
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
、
③
規
制
市
場
の
創
出
・
拡
大

と
い
う
三
段
階
の
ス
テ
ッ
プ
で
違
法
ス
ポ
ー
ツ
賭
博
対
策
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お

り
、
日
本
で
は
約
６
・
５
兆
円
規
模
の
違
法
市
場
が
存
在
す
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
感
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の

は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
今
後
は
、
官
民
が
一
体
と
な
り
、
海
外
の

事
例
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
収
集
し
つ
つ
、
選
手
・
ス
ポ
ー
ツ
団

体
・
関
係
省
庁
・
企
業
と
い
っ
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
間
で
情
報

を
共
有
し
、
正
面
か
ら
対
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

—
—

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
日
本
特
有
の
課
題
と
し
て
、
他

に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

稲
垣 

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
日
本

居
住
者
だ
け
で
な
く
世
界
中
の
人
か
ら
も
賭
け
の
対
象
に
な
っ
て
い

ま
す
。
プ
ロ
野
球
、
Ｊ
リ
ー
グ
、
大
相
撲
、
高
校
野
球
な
ど
に
、
約

５
兆
円
も
の
賭
け
金
が
動
い
て
い
ま
す
。
試
合
結
果
や
試
合
経
過
と

「スポーツ競技の不正操作に関する
条約（マコリン条約）」の日本批准
を目指し、欧州評議会の会議に参加
（中央が稲垣さん）
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Interview
い
っ
た
「
賭
け
の
素
材
」
と
な
る
デ
ー
タ
が
、
ス
タ
ジ
ア
ム
や
ア
リ

ー
ナ
で
無
断
取
得
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

タ
の
権
利
性
が
明
確
で
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
に
対

抗
す
る
法
的
手
段
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
「
守
り
」
の
観

点
に
加
え
、「
攻
め
」
の
観
点
か
ら
も
権
利
の
明
確
化
は
不
可
欠
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
本
来
、
放
映
権
、
肖
像
権
・
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
権
、
デ
ー

タ
に
関
す
る
権
利
な
ど
、
多
様
な
権
利
を
扱
う
「
権
利
ビ
ジ
ネ
ス
」

で
す
が
、
日
本
で
は
そ
れ
ら
が
法
律
で
明
文
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
企

業
や
団
体
は
十
分
に
活
用
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
権
利
を
活
用
し
て
マ

ネ
タ
イ
ズ
す
る
発
想
が
希
薄
だ
っ
た
こ
と
が
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
拡

大
を
鈍
化
さ
せ
て
き
た
要
因
と
い
え
ま
す
。
今
年
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
が
改
正
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
拡
大
と
い
う
視
点
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
権
利
の
明
確
化
を
目
的

と
し
た
立
法
等
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、
日
本
の

ス
ポ
ー
ツ
界
に
は
企
業
法
務
に
強
い
弁
護
士
が
少
な
い
こ
と
も
課
題

で
す
。
権
利
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
す
る
に
は
リ
ー
ガ
ル
の
専
門
人
材
が

不
可
欠
で
す
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
優
秀
な
人
材
を
十
分

な
報
酬
で
雇
う
た
め
の

資
金
も
不
足
し
て
い
ま

す
。
資
金
の
循
環
を
生

み
出
し
、
良
い
人
材
を

確
保
・
活
用
す
る
好
循

環
を
構
築
で
き
な
け
れ

ば
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の

持
続
的
な
拡
大
は
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

選
手
を
支
え
る
「
志
」
と
未
来
へ
の
展
望

—
—

24
年
に
は
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
（
以
下
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
）
選
手
会
公

認
代
理
人
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
動
機
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

稲
垣 

弁
護
士
６
年
目
に
ア
メ
リ
カ
留
学
の
機
会
を
得
た
こ
と
を
機

に
、事
務
所
に
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
）

と
い
う
新
し
い
分
野
を
確
立
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
当
時
注
目
し
た

の
が
、
海
外
に
移
籍
す
る
日
本
人
選
手
を
対
象
と
し
た
代
理
人
ビ
ジ

ネ
ス
で
す
。
Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
は
代
理
人
が
非
常
に
大
き
な
存
在
で
、
球
団
と

の
契
約
交
渉
だ
け
で
な
く
、
選
手
の
生
活
全
般
に
ま
で
関
与
し
て
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
日
本
人
選
手
が
海
外
に
移
籍
す
る
際
に

は
詐
欺
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
、
大
金
を
失
っ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、

弁
護
士
が
防
波
堤
と
な
り
、
海
外
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
会
社
と
連
携
し
な

が
ら
選
手
を
守
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
会
公
認
代

理
人
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
ア
メ
リ
カ

の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
会
社
と
の
関
係
構
築
に
奔
走
し
、
日
本
で
も
選
手
と

の
つ
な
が
り
を
模
索
し
ま
し
た
。
ご
縁
が
あ
り
、
あ
る
選
手
か
ら
メ
ジ

ャ
ー
移
籍
の
希
望
を
聞
き
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
移
籍
に
当
た
っ
て
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
弁
護
士
が
代
理
人
と
し
て

果
た
せ
る
役
割
の
大
き
さ
を
実
感
し
、
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
本

格
的
に
事
務
所
の
中
に
根
付
か
せ
て
い
く
強
い
動
機
と
な
り
ま
し
た
。

—
—

Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
代
理
人
資
格
は
ど
う
す
れ
ば
取
得
で
き
る
の
で
す
か
。

稲
垣 

米
国
の
弁
護
士
資
格
を
持
っ
て
い
て
も
取
得
す
る
こ
と
は
で
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き
ま
せ
ん
。
Ｍ
Ｌ
Ｂ
選
手
会
が
実
施
す
る
試
験
に
合
格
し
、
さ
ら
に

３
年
以
内
に
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
登
録
選
手
と
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
契
約
を
結
ぶ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
私
は
留
学
を
機
に
資
格
取
得
を
目
指
し
、
実
際
に

取
得
で
き
る
ま
で
お
よ
そ
８
年
を
要
し
ま
し
た
。

—
—

原
動
力
は
何
で
す
か
。

稲
垣 

私
の
役
割
は
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
理

不
尽
な
状
況
か
ら
守
る
こ
と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
界
は
人
気
の
高
さ
に

比
べ
て
選
手
の
給
与
が
低
か
っ
た
り
、
不
正
操
作
を
防
ぐ
た
め
の
法

整
備
が
遅
れ
て
い
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
不
尽
を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
変
え
た
い
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
強
い
思

い
こ
そ
が
、
私
の
原
動
力
で
す
。

—
—

現
在
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

稲
垣 

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
が
違
法
ス
ポ
ー
ツ
賭
博
対
策
に
関
す
る

国
際
協
調
の
枠
組
み
に
し
っ
か
り
入
っ
て
い
く
こ
と
が
、
当
面
の
大

き
な
課
題
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
中
長
期
的
に

は
、
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
法
制
度
が

整
い
、
権
利
が
明

確
化
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
界
こ
そ

「
法
の
支
配
」
が

求
め
ら
れ
る
分
野
で
す

し
、
ス
ポ
ー
ツ
法
務
に

携
わ
る
法
律
家
を
増
や

し
た
い
と
い
う
思
い
も

強
く
持
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
本
の
優
秀

な
人
材
を
海
外
に
送
り

出
し
て
経
験
を
重
ね
、

そ
の
知
見
を
日
本
に
還

元
す
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
た
い
。

そ
う
い
う
循
環
を
作
る
こ
と
が
、
私
の
目
標
で
す
。

—
—

ど
ん
な
と
き
に
大
き
な
喜
び
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
。

稲
垣 

や
は
り
、
人
か
ら
感
謝
さ
れ
た
と
き
で
す
ね
。
ス
ポ
ー
ツ
エ

コ
シ
ス
テ
ム
推
進
協
議
会
の
活
動
は
、
関
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

が
非
常
に
多
く
、
ま
た
違
法
ス
ポ
ー
ツ
賭
博
対
策
は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

な
テ
ー
マ
で
す
の
で
、
１
社
１
社
、
一
人
一
人
の
方
向
性
を
丁
寧
に

揃
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
私
の
草
の
根

の
取
り
組
み
に
理
解
を
示
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

け
た
瞬
間
に
、
と
て
も
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

—
—

読
者
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

稲
垣 
「
諦
め
な
け
れ
ば
失
敗
は
し
な
い
」
と
お
伝
え
し
た
い
で
す
。

私
自
身
、
多
く
の
困
難
に
直
面
し
て
き
ま
し
た
が
、
決
し
て
諦
め
な

か
っ
た
こ
と
が
、
今
の
自
分
を
支
え
る
土
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
５
年
６
月
30
日
、
東
京
に
て
）

南カリフォルニア大学ロースクール
での留学時代
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
Ｓし

ょ

う

こ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
（
陶
芸
家
）

３
３
０
年
続
く
窯
元
に
生
ま
れ
、
新
た
な
形
で
日
本
文
化
の
継
承
と
革
新
に
情

熱
を
注
ぐ
卒
業
生
が
い
ま
す
。
器
に
物
語
を
紡
ぐ
「
読
む
器
」
や
工
芸
家
の
哲

学
を
伝
え
る
リ
ト
リ
ー
ト
宿
の
構
想
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
と
、
そ
れ
を

支
え
る
志
を
伺
い
ま
し
た
。

伝
統
工
芸
の
継
承
と
新
た
な
価
値
の
創
造

日
本
の
心
を
器
と
哲
学
に
込
め
て 

工
芸
の
未
来
に
挑
戦
し
続
け
る

日
本
文
化
の
継
承
と
革
新
が
志
の
原
点

—
—

ご
実
家
は
歴
史
あ
る
窯
元
で
す
ね
。

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｋ
Ｏ 

茶
道
と
非
常
に
縁
の
深
い
、
約
３
３
０
年
続
く
真

葛
焼
の
窯
元
で
す
。
茶
道
も
焼
き
物
も
日
本
が
誇
る
べ
き
文
化
。
20

代
の
頃
は
こ
れ
ら
の
文
化
が
ど
う
守
ら
れ
、
ま
た
革
新
し
て
い
け
る
の

か
に
興
味
が
あ
り
、
現
在
の
活
動
の
原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。
真
葛
焼

は
兄
が
継
ぐ
と
決
ま
っ
て
い
て
、
私
は
逆
に
親
か
ら
「
焼
き
物
を
す
る

な
」
と
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
大
学
時
代
に
、
と
あ
る
方
か
ら
「
実

家
が
窯
元
な
の
に
、
な
ぜ
焼
き
物
を
や
ら
な
い
の
か
」
と
言
わ
れ
、
考

え
が
変
化
し
ま
し
た
。
手
に
職
を
つ
け
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
大

学
卒
業
後
は
父
に
頼
み
込
ん
で
焼
き
物
の
学
校
に
進
み
ま
し
た
。

私の
志
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Interview
—
—

他
に
背
中
を
押
し
た
も
の
は
あ
り
ま
し
た
か
。

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｋ
Ｏ 

先
祖
に
初
代 

宮
川
香
山
と
い
う
、
明
治
時
代
に

活
躍
し
た
陶
工
が
い
ま
す
。
彼
は
優
れ
た
技
術
を
認
め
ら
れ
、
横
浜

に
招
へ
い
さ
れ
て
窯
を
築
き
、
日
本
の
国
力
を
示
す
た
め
に
輸
出
向

け
の
陶
磁
器
を
作
り
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
を
は
じ
め
、
数
々

の
万
博
に
素
晴
ら
し
い
作
品
を
出
品
し
ま
し
た
。
海
外
で
高
く
評
価

さ
れ
た
た
め
に
日
本
に
は
作
品
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
２
０
０
０
年
頃
に
再
評
価
さ
れ
、
国
内
で
大
き
な
展
覧
会

が
開
か
れ
た
ん
で
す
。
そ
こ
に
行
き
、
強
く
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
ま

し
た
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
も
の
が
作
れ
た
の
に
技
術
が
途
絶
え
て

し
ま
う
と
作
れ
な
い
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
焼
き
物
の

学
校
に
入
っ
た
ば
か
り
の
頃
で
、
ど
の
よ
う
に
技
術
や
時
代
を
継
い

で
い
く
の
か
を
真
剣
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

—
—

そ
の
後
、
ご
自
身
の
制
作
活
動
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
工
芸
品

の
価
値
の
向
上
に
も
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｋ
Ｏ 
プ
ロ
ダ

ク
ト
の
背
後
に
は
必
ず
職

人
が
い
て
、
そ
の
職
人
の

仕
事
に
光
が
当
た
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
気
持
ち
が
ず

っ
と
あ
り
ま
す
。
伝
統
工

芸
の
世
界
は
長
ら
く
斜
陽

産
業
と
言
わ
れ
、
継
承
者
も
減
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
多

様
な
職
人
さ
ん
や
文
化
が
残
っ
て
い
る
国
は
、
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん
。
近
代
化
の
時
代
も
手
仕
事
の
価
値
は
認
め
ら
れ
、
こ
う
し
て
残

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
支
え
て
き
た
職
人
の
営
み
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
ほ
し
い
の
で
す
。

—
—

波
佐
見
焼
や
有
田
焼
の
職
人
さ
ん
の
仕
事
に
京
都
の
技
術
を
合

わ
せ
て
、
新
し
い
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
を
創
出
す
る
活
動
も
し
て

お
ら
れ
ま
す
ね
。

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｋ
Ｏ 

昔
、
焼
き
物
は
産
地
で
区
切
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
新
し
い
も
の
が
多
様
な
土
地
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
良
さ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
ま
た
新
し
い
も
の
が
作
れ
る
は

ず
。
佐
賀
県
で
修
行
し
て
い
た
頃
、
50
年
か
か
っ
て
も
追
い
つ
け
な

い
よ
う
な
職
人
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
て
、
自
分
一
人
で
作
る
よ
り
も

彼
ら
と
一
緒
に
作
っ
た
方
が
、
絶
対
に
良
い
も
の
が
で
き
る
と
感
じ

ま
し
た
。
私
自
身
は
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
う
が
得
意
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
立
場
で
世
の
中
に
貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
、
新
し
い
陶
磁
器
ブ

ラ
ン
ド
を
つ
く
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

言
葉
と
焼
き
物
が
繋
が
る
「
読
む
器
」
を
入
口
に 

工
芸
家
の
哲
学
を
伝
え
て
い
き
た
い

—
—

現
在
は
「
読
む
器
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
中
で
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｋ
Ｏ 
私
が
物
語
を
執
筆
し
、
そ
の
一
節
一
節
が
絵
柄
に

9



　　　　　　　　　　私の志

Interview
な
っ
て
い
て
、
読
み
進
め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
器
の
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

茶
道
で
お
道
具
や
お
菓
子
の
銘
を
知
り
、
す
べ
て
の
取
り
合
わ
せ
の

中
で
ホ
ス
ト
の
気
持
ち
を
想
像
す
る
よ
う
に
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
に

も
物
語
が
つ
い
て
い
た
ら
、
も
っ
と
豊
か
な
時
間
が
過
ご
せ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
入
口
は「
か
わ
い
い
」「
素

敵
」
と
い
う
気
持
ち
で
買
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
に
「
こ
れ
っ
て

伝
統
工
芸
な
ん
だ
」「
ど
ん
な
技
術
で
作
る
ん
だ
ろ
う
」
と
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

—
—

そ
の
よ
う
な
発
想
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
で
す
か
。

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｋ
Ｏ 

多
感
だ
っ
た
中
学
時
代
、
日
記
や
詩
を
書
く
こ
と

で
、
言
葉
に
な
ら
な
い
感
情
を
自
分
の
中
で
消
化
し
て
い
ま
し
た
。

焼
き
物
よ
り
、
言
葉
に
よ
る
表
現
の
方
が
先
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ

れ
で
文
学
に
興
味
を
持
ち
、
大
学
は
日
本
語
日
本
文
学
科
で
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
大
人
に
な
っ
て
か
ら
焼
き
物
と
文
学
が
繋
が
っ
た
ん

で
す
。
今
で
は
言
葉
を
書
く
仕
事
も
い
た
だ
い
て
い
て
、
４
冊
目
の

本
を
執
筆
中
で
す
。
す
べ
て
が
繋
が
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

—
—

陶
芸
を
通
し
て
広
く
伝
え
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｋ
Ｏ 

今
一
番
興
味
が
あ
る
の
は
「
ク
ラ
フ
ト
×
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
す
。
職
人
が
物
を
作
る
際
に
何
を

考
え
て
い
る
の
か
、
工
芸
家
が
日
々
を
ど
う
過
ご
し
、
世
界
を
ど
ん

な
目
線
で
見
て
い
る
の
か
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
来
ら
れ
る
方
も
、

成
果
物
だ
け
を
求
め
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
制
作
中
の

没
入
感
や
、
精
神
的
に
平
和

な
空
間
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
工
芸
家
の
新
し
い
価

値
だ
と
思
う
ん
で
す
。
物
を

長
く
大
切
に
使
う
豊
か
さ
に

価
値
が
見
出
さ
れ
る
時
代
な

の
で
、
工
芸
家
の
哲
学
を
伝

え
る
こ
と
が
、
工
芸
の
存
続

に
と
っ
て
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
一
つ
に
は
仏
教
で
す
。
私
は
去
年
得
度
し
て
僧
侶
で
も
あ

る
の
で
す
が
、
仏
教
と
は
生
き
方
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
工
芸
家
の

哲
学
に
は
、
す
べ
て
の
自
然
物
に
神
が
宿
る
と
い
う
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的

な
神
道
の
考
え
方
も
入
っ
て
い
ま
す
。
土
を
使
う
焼
き
物
や
、
木
を

削
っ
て
仏
を
生
み
出
す
木
工
な
ど
、
信
仰
な
く
し
て
は
作
れ
な
い
も

の
ば
か
り
で
す
。

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
奥
で
リ
ト
リ
ー
ト
の
宿
を
ス
タ
ー
ト

「
自
分
を
開
く
場
所
」
に
な
れ
ば

—
—

今
一
番
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｋ
Ｏ 

今
年
の
６
月
か
ら
宿
事
業
を
始
め
ま
す
。
以
前
書

い
た
『
感
性
の
あ
る
人
が
習
慣
に
し
て
い
る
こ
と
』
と
い
う
本
が
ロ

2025年に開業したばかりの宿「うたひ」
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　　　　　　　　　　私の志

Interview
ン
グ
セ
ラ
ー
に
な
り
、
多
く
の
方
が
「
答
え
の
な
い
時
代
だ
か
ら
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
工
芸
家
の
生
き
方
や
考
え
方
が
、
誰
か
の
役
に
立

つ
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
参
加

者
が
自
己
開
示
を
す
る
よ
う
な
体
験
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
、
そ
う
し
た
時
間
を
長
く
提
供
で
き
れ
ば
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
元
は
旅
館
だ
っ
た
こ
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
奥
と
下
の
部
屋

を
改
装
し
た
客
室
と
、
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
も
あ
り
ま
す
。
一
日
一
組

限
定
の
宿
で
す
。

—
—

大
き
な
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
。

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｋ
Ｏ 

こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
が
、
感
度
が
す
ご
く

高
く
な
っ
て
扉
を
出
て
い
か
れ
る
と
き
で
す
ね
。
悩
ん
で
お
ら
れ
る

方
、
コ
ス
パ
・
タ
イ
パ
と
い
う
考
え
方
に
疲
れ
て
い
る
方
な
ど
が
、

何
か
し
ら
得
て
帰
ら
れ
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

—
—

夢
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｋ
Ｏ 

日
本
の
工
芸
の
哲
学
が
世
界
中
に
広
が
り
、
争
い

や
、
自
分
の
欲
の
た
め
に
動
く
人
た
ち
が
少
し
で
も
減
れ
ば
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

—
—

大
学
時
代
の
印
象
深
い
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
。

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｋ
Ｏ 

大
親
友
の
女
の
子
が
い
ま
し
た
。
卒
業
し
て
私
は

修
行
で
佐
賀
へ
、
彼
女
は
東
京

に
戻
る
こ
と
に
な
り
、「
私
た

ち
は
『
明
け
ぐ
れ
の
時
代
』
だ

ね
」
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
源

氏
物
語
に
登
場
す
る
、
日
が
昇

る
直
前
の
、
一
度
闇
が
濃
く
な

る
時
間
の
こ
と
で
す
。
今
は
見

え
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
絶

対
に
日
は
昇
っ
て
い
く
か
ら
、

数
年
間
は
自
分
の
こ
と
に
集
中

し
よ
う
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

私
は
そ
の
日
か
ら
「
明
け
ぐ
れ
ノ
ー
ト
」
と
名
付
け
た
ノ
ー
ト
を
毎

日
持
ち
歩
き
、
今
で
は
何
十
冊
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
言
葉
を
綴
っ

た
り
、
打
ち
合
わ
せ
内
容
を
メ
モ
し
た
り
、
器
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を

し
た
り
と
、
ず
っ
と
使
い
続
け
て
い
ま
す
。

—
—

読
者
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｋ
Ｏ 

若
い
方
に
は
、
経
験
の
す
べ
て
が
肥
や
し
に
な
っ

て
い
く
か
ら
、
好
奇
心
旺
盛
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。
興
味
を
抱
い
た

事
は
「
い
つ
か
や
る
」
で
は
な
く
、
す
ぐ
に
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

そ
う
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
や
っ
た
自
分
が
未
来
を
生
き
て
い
け
る
か
ら

で
す
。

（
２
０
２
５
年
６
月
26
日
、
京
都
市
に
て
）

20年以上書き続けている「明けぐれノート」
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座談会座談会  教育の DX

同
志
社
大
学 

免
許
資
格
課
程
セ
ン
タ
ー 

准
教
授

奥お
く

野の

浩ひ
ろ

之ゆ
き

同
志
社
女
子
大
学 

教
職
課
程
セ
ン
タ
ー 

特
任
教
授

佐さ

藤と
う

光み
つ

友と
も

同
志
社
国
際
学
院 

初
等
部 

教
頭

風か
ざ

間ま

寛ひ
ろ
し

同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校 

情
報
科 

教
諭

松ま
つ

野の

翔し
ょ
う

太た

◆特◆集

教育のデジタル変革と可能性
〜同志社教育の未来を探る

コロナ禍を機に日本の教育機関では、オンライン授業やICTの導入が加速し
ました。ただ教育現場では、さまざまな課題も生まれています。今回は異なる
教育課程の教員が集い、ICTを活用した教育を「教育DX」として取り組み事
例や意見を交換しながら、今後の教育におけるデジタルツールの役割と、人が
育つ場としての教育の本質に迫りました。
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特
集

各
校
に
お
け
る
教
育
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み

奥
野
●
教
育
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、

す
な
わ
ち
教
育
Ｄ
Ｘ
と
は
、
一
般
的
に
デ
ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
学
習
の
あ
り
方
や
教
育
手
法
、
教

職
員
の
業
務
な
ど
、
学
校
教
育
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
変
革
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
座
談
会
で
は
変
革
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
異
な
る
教
育
課
程
の
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

や
考
え
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
互
い
の
実
践
か

ら
学
び
、
今
後
の
教
育
・
研
究
の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
ま
ず
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
私
は
同
志
社
大
学
免

許
資
格
課
程
セ
ン
タ
ー
で
教
職
科
目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
●
同
志
社
女
子
大
学
の
教
職
課
程
セ
ン
タ
ー
で
、
同
じ
く
教
職

科
目
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

風
間
●
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
で
教
頭
を
務
め
て
い
ま
す
。
４
年

前
ま
で
は
学
級
担
任
を
し
て
い
ま
し
た
。

松
野
●
同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
で
、
情
報
科
の
教
員
を
し

て
い
ま
す
。

奥
野
●
先
生
方
の
ご
担
当
授
業
で
の
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
状
況
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。
ま
ず
同
志
社
大
学
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
あ
ま
り

進
ん
で
お
ら
ず
、
例
え
ば
電
子
黒
板
も
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
活

用
し
き
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
学
生
が
教
育
実
習
に
行
く
に

あ
た
り
、
模
擬
授
業
で
の
活
用
を
目
的
に
導
入
し
た
の
で
す
が
、
実

習
先
の
母
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
学
生
も
あ

ま
り
活
用
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
私
自
身
の
授
業
で
はPow

erPoint

の
利
用
が
主
で
す
。
ま
た
、
同
志
社
大
学
で
は
第
１
回
目
と
第
15
回

目
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド

授
業
を
反
転
学
習
の
形
で
活
用
し
て
い
ま
す
。
学
生
に
は
事
前
に
動

画
を
視
聴
し
て
も
ら
い
、
対
面
授
業
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
討
論
す

る
と
い
う
形
式
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
が
非
常
に

一
般
的
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
現
在
も
感
染

症
な
ど
で
休
む
学
生
に

はZoom

で
授
業
に

参
加
し
て
も
ら
う
な
ど

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

奥野 浩之 
同志社大学 免許資格課程センター
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禍
を
機
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
授
業
に
う
ま
く
取
り
入
れ
よ
う
と
努
め
て
い

る
段
階
で
す
。

佐
藤
●
同
志
社
女
子
大
学
で
は
２
０
２
５
年
度
秋
学
期
か
ら
、
学
内

の
教
務
関
係
シ
ス
テ
ム
をU

ユ

ニ

バ

ー

サ

ル

パ

ス

ポ

ー

ト

N
IV

ERSA
L PA

SSPO
RT

と
い
う

新
シ
ス
テ
ム
に
統
合
す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
大
学
で
利
用
さ
れ
て

い
る
大
手
の
シ
ス
テ
ム
で
、
従
来
い
ろ
い
ろ
な
シ
ス
テ
ム
が
混
在
し

て
い
た
状
況
を
整
理
し
、
運
用
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
が
導
入
の

目
的
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
学
生
は
情
報
に
一
元
的
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
学
習
や
大
学
生
活
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
教
員
に
と
っ
て
も
、
毎
年
の
授
業
資
料
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、
学
生
と
の
や
り
取
り
な
ど
が
シ
ス
テ
ム
内
に
集
積
さ

れ
る
こ
と
で
、
授
業
の
振
り
返
り
や
改
善
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
移
行
段
階
で
す
が
、
今
後
の
効
果
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

風
間
●
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
は
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
Ｉ
Ｂ
）
認

定
校
で
、
教
科
横
断
型
の
探
究
学
習
が
教
育
課
程
の
メ
イ
ン
で
す
。

同
時
に
学
校
教
育
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
一
条
校
で
も
あ
り
、
か
つ

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
校
と
い
う
特
色
が
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｂ
の
教
育
内
容
を

取
り
入
れ
る
に
あ
た
り
、
Ｉ
Ｂ
自
体
が
デ
ジ
タ
ル
を
推
奨
し
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
１
年
生
か
ら
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

を
使
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
具
体
的
に
はiPad

を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
自
ら
問
い
を
立
て
て
探
究
し
て
い
く
学
習
な
の
で
、

調
べ
も
の
ツ
ー
ル
と
し
てiPad

を
使
い
、
調
べ
た
内
容
を
児
童
同

士
や
ク
ラ
ス
内
で
共
有
し
た
り
、
課
題
提
出
や
討
論
の
ツ
ー
ル
と
し

て
使
っ
た
り
し
ま
す
。
最
終
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

iPad

の
画
面
機
能
を
使
い
、
日
本
人
の
教
員
に
は
日
本
語
の
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
に
は
英
訳
し
た
資
料
を
提
出
さ
せ
て
い
ま
す
。
児

童
はiPad

を
毎
日
持
ち
帰
っ
て
充
電
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
庭
学

習
や
、
例
え
ば
リ
コ
ー
ダ
ー
練
習
の
動
画
を
撮
っ
て
提
出
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

松
野
●
私
は
情
報
科
教
員
と
し
て
情
報
教
室
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
）
を

ベ
ー
ス
に
し
て
い
ま
す
。
授
業
で
はExcel

やPow
erPoint

を
使
い
、

W
ord

に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
日
常
的
に
行
う
な
ど
、M

icrosoft

系
を
多
用
し
て
い
ま
す
。
た
だ
国
際
中
・
高
は
、M

icrosoft 365

とG
oogle W

orkspace

の
両
方
が
使
え
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
休
校
に
な
っ
た
際
、
学
校
全
体
でG

oogle C
lassroom

の
シ
ェ
ア
が
一
気
に
高
ま
っ
た
関
係
で
、
情
報
科
と
少
数
の
科
目
以
外

はG
oogle C

lassroom

を
活
用
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ハ
ー

ド
面
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
導
入
さ
れ
た
電
子
黒
板
機
能
付
き
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
活
用
度
は
教
員
に
よ
り
ま
す
。
ま
た
生
徒

14



特
集

に
は
、
全
員
にM

icrosoft

とG
oogle

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
配
布
し
、

情
報
科
で
は
両
方
使
え
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
初
回
授
業
で

はTeam
s

とC
lassroom

の
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
も
行
っ
て
い
ま
す
。

G
oogle

フ
ォ
ー
ム
の
利
用
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
手
段
と
し
て
非
常

に
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
感
染
に
よ
る
欠
席
者
へ
の
ケ

ア
と
し
て
授
業
の
録
画
映
像
をG

oogle C
lassroom

に
掲
載
し
て

い
ま
し
た
。
現
在
も
欠
席
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
や
復
習
用
途
に
授
業
録
画

を
継
続
し
て
い
る
教
員
も
い
ま
す
。
さ
ら
に
本
校
は
文
部
科
学
省
の

Ｄ
Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
情
報
科
が
中
心
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
の
工
学
的
な
背
景
も
活
か
し
、
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
や
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
な
ど
を
授
業
内
で
使
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
昨
年
始

ま
っ
た
指
定
な
の
で
、

ま
だ
選
択
科
目
を
中
心

に
実
験
的
に
行
っ
て
い

る
段
階
で
す
。
生
成
Ａ

Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
も
、

も
っ
と
積
極
的
に
取
り

組
む
必
要
を
感
じ
て
い

ま
す
。

教
育
Ｄ
Ｘ
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

そ
し
て
現
場
の
課
題
と
は

奥
野
●
先
生
方
の
取
り
組
み
事
例
を
も
と
に
、
教
育
Ｄ
Ｘ
導
入
に
お

け
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
討
論
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
私
自
身
は
教
育
学
、
特
に
社
会
科
教
育
を
担
当
し
、
各
自
治
体

の
各
学
校
に
指
導
助
言
も
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
近
年
現
場
で
は
、

電
子
黒
板
か
ら
モ
ニ
タ
ー
へ
、
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
・
ス
ク
ー
ル
か
ら
他

社
シ
ス
テ
ム
へ
と
移
行
す
る
印
象
が
強
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。iPad

や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
利
便
性
が
再
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し

てG
oogle

やM
icrosoft

の
サ
ー
ビ
ス
が
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
の
機

能
を
代
替
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
で
し
ょ

う
。
最
近
特
に
顕
著
な
の
が
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
で
す
。
実
際
、
教
育

に
特
化
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
が
で
き
て
い
ま
す
。
進
学
校
で
は
例
え
ば
志

望
理
由
書
な
ど
の
作
成
に
生
成
Ａ
Ｉ
で
概
要
を
作
成
し
、
生
徒
に
推

敲
さ
せ
て
い
く
例
や
、
教
員
が
生
徒
た
ち
の
推
薦
書
作
成
に
活
用
す

る
例
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
当
初
は
批
判
的
な
声
が
多
か
っ
た
で
す

が
、
積
極
的
に
利
用
し
て
い
く
方
向
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
印
象
で

す
。
あ
る
大
き
な
私
立
学
校
で
も
生
成
Ａ
Ｉ
を
学
校
全
体
で
契
約
し
、

佐藤 光友 
同志社女子大学 教職課程センター
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次
年
度
か
ら
取
り
入
れ
る
事
例
を
聞
い
て
い
ま
す
。
大
学
で
も
レ
ポ

ー
ト
作
成
に
ま
ず
生
成
Ａ
Ｉ
を
用
い
、
推
敲
し
て
い
く
学
生
が
い
る

で
し
ょ
う
。
教
育
的
な
良
し
悪
し
は
今
後
の
議
論
が
必
要
で
す
。
あ

と
は
学
校
現
場
で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
も
予
想
さ
れ
る
中
、
例

え
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
脱
デ
ジ
タ
ル
化
を
図
り
、
む
し
ろ
ア
ナ
ロ
グ

へ
方
向
転
換
す
る
政
策
を
取
り
つ
つ
あ
る
例
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
日
本
の
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
ど
う
す
る
か
は
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
一
方
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
教
材
は
、
教
員
か

ら
の
一
方
的
な
知
識
伝
達
型
授
業
を
動
画
教
材
に
置
き
換
え
、
対
面

授
業
で
そ
れ
を
基
に
議
論
を
行
う
反
転
学
習
の
有
効
性
を
示
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
時
間
数
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
り
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
推
進
と
い
う
国
の
政
策
に
も
合
致
し
ま
す
。

不
登
校
の
生
徒
の
た
め
に
授
業
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
行
う
学
校
も
あ
り
、

良
い
試
み
か
と
思
い
ま
す
が
、
著
作
権
の
問
題
な
ど
配
慮
す
べ
き
課

題
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
で
す

が
、
弊
害
も
考
慮
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

佐
藤
●
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
北
欧
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
デ

ジ
タ
ル
化
が
子
ど
も
の
学
力
低
下
や
体
調
不
良
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
国
際
学
習
到
達
度
調
査
）
の

順
位
の
変
化
か
ら
、
そ
の
影
響
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
検
証
は

難
し
い
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
読
解
力
な
ど
で
も
非

常
に
評
価
さ
れ
て
い
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
事
例
で
は
、
紙
媒
体
か
ら

デ
ジ
タ
ル
へ
の
移
行
後
に
読
解
力
の
順
位
が
下
が
っ
た
と
い
う
指
摘

も
あ
り
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
紙
媒
体
に
戻
し
つ
つ
あ
る
と
聞

き
ま
す
。
視
覚
や
聴
覚
な
ど
身
体
的
、
精
神
的
な
影
響
が
な
い
か
、

紙
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
日
本
で
も
今
後
の
検
証
が
必

要
で
す
。
そ
う
は
言
い
な
が
ら
、
現
代
の
学
生
に
と
っ
て
デ
ジ
タ
ル

機
器
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
私
の
授
業
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
振
り
返
り
や
感
想
提
出
を
日
常
的
に
行
っ
て
お

り
、
も
は
や
Ｄ
Ｘ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
を
強
調
す
る
よ
う
な
こ
と

は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
学
生
が
受
け
身
の
学
習
か
ら
積
極
的
に

学
ぶ
姿
勢
へ
と
転
換
す

る
上
で
も
、
デ
ジ
タ
ル

化
は
不
可
欠
と
い
う
印

象
で
す
。

風
間
●
小
学
校
で

iPad

を
活
用
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
、
算
数
や
英

語
な
ど
の
時
間
に
ゲ
ー

ム
感
覚
で
集
中
し
て
習

風間 寛 
同志社国際学院 初等部 教頭
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特
集

熟
で
き
る
よ
う
に
、R

ラ
ズ
キ
ッ
ズ

az Kids

と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
型
図
書
シ
ス

テ
ム
で
子
ど
も
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
多
読
を
促
し
た
り
、
発
表
原
稿

や
資
料
の
検
索
・
作
成
を
し
た
り
と
、
学
習
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
点

で
す
。
一
方
で
漢
字
の
習
得
な
ど
は
筆
順
を
含
め
、
紙
に
手
で
書
い

て
覚
え
る
こ
と
で
記
憶
に
定
着
し
ま
す
。
こ
れ
は
私
見
で
す
が
、
英

単
語
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
26
文
字
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、

映
像
や
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
で
覚
え
ら
れ
ま
す
。
漢
字
は
文
字
数
が
多
い

だ
け
で
な
く
、
正
し
い
筆
順
で
書
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
英
単
語
学

習
の
習
慣
で
漢
字
を
覚
え
ら
れ
る
と
ミ
ス
が
た
く
さ
ん
出
ま
す
。
筆

圧
を
か
け
て
手
先
を
使
う
こ
と
も
、
小
学
生
の
発
達
に
は
非
常
に
大

事
で
す
。
脳
に
刻
む
と
い
う
意
味
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
は
デ
メ
リ
ッ
ト

だ
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
本
校
で
は
、
連
絡
帳
も
写
真
を
撮
っ
て
済

ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
手
で
書
き
写
さ
せ
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ

ロ
グ
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

松
野
●
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
れ
ば
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
も
ち
ろ

ん
あ
り
ま
す
。
た
だ
科
学
的
に
検
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
非
常
に

多
い
の
で
、
評
価
は
難
し
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
社
会
に
広
く
普
及
し
て
い
る

現
状
を
考
え
る
と
、
学
校
教
育
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
な
い
の
は
、
目

の
前
に
あ
る
も
の
に
目
を
つ
ぶ
る
よ
う
な
違
和
感
を
感
じ
ま
す
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
が
社
会
経
済
を
強
く
支
え
て
い
る
現
実
を
踏
ま
え
、
生
徒
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
使
い
こ
な
し
、
そ
の
仕
組
み
や
背
景
を
学
ぶ
こ
と
は
、
少
な
く

と
も
自
然
な
流
れ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
の
よ
う
な
ツ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
営
利
企
業
で
効
果
的
に
使
っ
て
経
済
的
利

益
に
つ
な
げ
ら
れ
た
の
な
ら
、
そ
の
企
業
は
競
争
に
勝
ち
や
す
く
な

り
、
非
常
に
大
き
な
価
値
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
一
方
で
教
育
に
お
い
て

は
、
そ
れ
と
は
違
う
観
点
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
生
成
Ａ

Ｉ
に
出
力
さ
せ
て
立
派
な
レ
ポ
ー
ト
が
で
き
た
と
し
て
も
、
も
し
仮

に
次
の
技
術
革
新
が
起
こ
り
、
現
在
の
よ
う
な
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
ス
キ

ル
が
通
用
し
な
い
段
階
が
訪
れ
た
と
き
、
生
徒
・
学
生
の
中
に
ど
れ

だ
け
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
の
か
。
慶
應
義
塾
大
学
の
か
つ
て
の
塾
長

が
「
す
ぐ
に
役
に
立
つ
も
の
は
、
す
ぐ
に
役
に
立
た
な
く
も
な
る
」
と

い
う
趣
旨
の
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
が
全
都
立
学
校
に
「
都

立
Ａ
Ｉ
」
を
導
入
す
る
な
ど
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
避
け
ら
れ
な
い

流
れ
で
す
が
、
学
校
教
育
で
は
結
果
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
得
ら
れ

る
も
の
を
ど
う
担
保
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

授
業
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

〜
バ
ラ
ン
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

奥
野
●
こ
れ
だ
け
社
会
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
く
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
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切
り
離
す
の
は
む
し
ろ
不
自
然
な
こ
と
で
は
と
思
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム

要
素
へ
の
言
及
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
ゲ
ー
ム
性
を
取
り
入
れ
た
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
ア
プ
リ
を
開
発
中
で
す
。

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
声
の
大
き
い
生
徒
な
ど
一
部
の

者
し
か
参
加
し
て
い
な
い
状
況
が
生
ま
れ
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
討
論

に
お
い
て
発
言
し
に
く
い
生
徒
や
発
言
力
の
弱
い
生
徒
も
、
匿
名
で

参
加
す
る
こ
と
で
積
極
的
に
意
見
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
よ
り
次
元

の
高
い
議
論
を
進
め
て
い
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
ア
プ
リ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
形
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
生
徒
の
学
び
を
深
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
進
む
中
で
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
開
い
て
い
て
当
然
と
い
う
の
が
今
の
教
育
現
場
か

と
思
い
ま
す
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
突
破
し
て

好
き
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
る
方
法
も
知
っ
て
い
ま
す
の
で
、
授
業
と
は

無
関
係
の
ア
プ
リ
の
使
用
を
阻
止
し
、
い
か
に
授
業
に
集
中
し
て
も

ら
う
か
も
課
題
で
す
。
そ
こ
で
今
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
ど
の
よ
う
に

使
え
ば
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
の
か
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
先
生
方
が
授
業

の
中
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
も
の
を
お
聞
き
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
●
教
職
員
の
働
き
方
改
革
と
も
関
連
し
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
を
Ａ
Ｉ
で
瞬
時
に
処
理
す
る
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
活
用
は
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の

目
的
は
あ
く
ま
で
、
学
生
に
対
し
て
よ
り
良
い
教
育
を
行
う
こ
と
で

す
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
課
題
が
増
え
る
な
ど
し
て
、
学
生
が
忙

し
く
な
る
の
は
本
末
転
倒
で
す
。
理
想
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
生

が
時
間
的
に
余
裕
を
持
っ
て
深
く
物
事
を
考
え
、
創
造
性
を
発
揮
で

き
る
よ
う
な
教
育
を
試
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
た
め

の
デ
ジ
タ
ル
活
用
で
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

風
間
●
小
学
生
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
は
保
護
者
の
サ
ポ
ー
ト
も
不
可

欠
で
す
。iPad

の
利
用
に
関
し
て
も
、
低
学
年
の
う
ち
は
保
護
者

と
連
携
し
て
使
い
方
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ

て
自
我
が
目
覚
め
て
く
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
で

YouTube

を
見
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
い
こ
な
す
よ
う
に

な
り
ま
す
。
同
時
に
、
好
き
な
動
画
ば
か
り
を
観
て
宿
題
は
後
回
し

に
な
る
な
ど
の
問
題
も
出
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
学
校
で
は
ア
プ
リ

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
制
限
を
か
け
る
な
ど
、
利
用
制
限
を
設
け
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
ア
ナ
ロ
グ
な
学
習
の
重
要
性
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
漢
字
の
習
得
な
ど
、
紙
に
書
い
て
覚
え
る
こ
と
は
非
常
に
重
要

で
す
。
易
き
に
流
れ
る
と
、
字
が
覚
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
算

数
の
概
念
な
ら
日
本
語
で
ま
ず
理
解
さ
せ
た
上
で
、
ゲ
ー
ム
的
な
要

素
で
習
得
を
図
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
バ

ラ
ン
ス
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。
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松
野
●
バ
ラ
ン
ス
は
非
常
に
重
要
で
す
ね
。
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル

と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
に
良
さ

が
あ
り
ま
す
。
高
校
１
年
生
の
情
報
Ⅰ
の
授
業
で
は
、「
ノ
ー
ト
は

自
分
の
学
習
に
必
要
だ
と
思
っ
た
ら
作
り
な
さ
い
」
と
伝
え
、
高
校

３
年
間
を
か
け
て
ア
ナ
ロ
グ
で
も
デ
ジ
タ
ル
で
も
自
分
に
合
う
方
法

を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
限
ら
ず
、
世
間

で
良
い
と
さ
れ
て
い
る
方
法
が
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
生
徒
に
当
て

は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
テ
ス
ト
の
成
績
も
重
要
で
す
が
、

私
は
学
習
過
程
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
今

回
試
し
た
学
習
方
法
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
か

ら
「
次
は
こ
う
し
て
み
よ
う
」
と
考
え
る
こ
と
が
学
べ
れ
ば
い
い
。

そ
こ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
効
果
的
に
絡
ん
だ
ら
な
お
よ
い
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
単
語
を
覚
え
る
に
し
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
う
よ
り
も
ノ
ー
ト
に

１
０
０
回
書
く
方
が
効
果
的
な
生
徒
も
い
る
で
し
ょ
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
は
便
利
な
ツ
ー
ル
で
す
が
、
あ
く
ま
で
生
徒
が
成
長
す
る
た
め
に

役
に
立
つ
も
の
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
と
教
育
者
・
研
究
者
と
し
て
の
向
き
合
い
方

奥
野
●
先
生
方
の
お
話
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
教
育
は
バ
ラ
ン

ス
が
非
常
に
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
大
学
で
の
授
業
で
は
、
例
え

ば
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
学
生
の
場
合
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で

ス
ム
ー
ズ
に
学
習
に
入
っ
て
い
け
る
の
で
あ
れ
ば
非
常
に
メ
リ
ッ
ト

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
多
様
な
学
生
や
生
徒
に
合
わ
せ
た
使

い
方
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
そ
の
中
で
一
番
大
切
に
し
て
い
る

の
は
、
や
は
り
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
楽
し
さ
を
学
生
に
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
思
考
が
ど
う
深
ま
っ
て
い
く
の
か

を
実
感
し
て
ほ
し
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
や
オ
ン
デ
マ
ン

ド
の
授
業
が
普
及
し
ま
し
た
が
、
学
生
は
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
て
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
対
面
授
業
が
あ
る
と
、
学
生
た
ち
は
非
常
に
喜
び
、

楽
し
そ
う
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
話
し
て
い
た

学
生
た
ち
が
、
対
面
で

声
を
掛
け
合
い
、
楽
し

そ
う
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り

組
む
様
子
を
見
る
と
、

や
は
り
最
後
は
顔
を
突

き
合
わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

思
考
が
深
ま
り
、
成
長

松野 翔太 
同志社国際中学校・高等学校 情報科 教諭
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し
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
私
の
授
業
で
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
柔
軟
に
活
用
し
な
が
ら
、
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
次
は
こ
れ
ま
で
お
聞
き
し
た
先
生
方
の
実
践

を
通
じ
て
、
学
生
、
生
徒
や
教
育
Ｄ
Ｘ
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

伺
い
ま
す
。

佐
藤
●
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
Ｄ
Ｘ
の
結
果
、
教
職
員
も
学
生

も
余
裕
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
例
え
ば
窓
口
で

の
手
続
き
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
学
生
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

そ
の
分
、
深
く
物
事
を
考
え
る
余
裕
が
生
ま
れ
る
。
読
書
ア
プ
リ
で

本
の
概
要
を
つ
か
み
、
本
当
に
読
み
た
い
本
を
じ
っ
く
り
と
紙
媒
体

で
読
む
時
間
を
確
保
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
学
習
の

質
を
高
め
る
ツ
ー
ル
と
な
る
こ
と
を
理
想
と
し
て
い
ま
す
し
、
そ
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

風
間
●
小
学
生
に
対
し
て
私
た
ち
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
使
い
方
や
、
し
て
い

い
こ
と
い
け
な
い
こ
と
を
指
導
し
、
あ
る
程
度
の
レ
ー
ル
を
敷
い
て

あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
高
学
年
に
な
り
大
人
の
手
が

離
れ
た
と
き
に
は
、子
ど
も
た
ち
自
身
が
「
こ
の
場
合
は
紙
が
良
い
」

「
こ
の
場
合
は
デ
ジ
タ
ル
が
良
い
」
と
、
自
分
に
合
っ
た
学
習
方
法

を
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
調
べ
も
の
が
多

い
の
で
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
、
す
な
わ
ち
得
た
情
報
が
本
当
に

正
し
い
の
か
を
見
極
め
る
力
を
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
作
成
の
際
に
は
、
必
ず
参
考
文
献
や
引
用
文
献
を

付
け
さ
せ
、
情
報
の
正
確
性
を
確
認
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

松
野
●
昔
、「
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
は
い
ず
れ
要
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
深
く
理
解
し
て
い
る
子
ど
も
は
、
今
も
少
な
い

の
が
現
状
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
炎
上
事
件
も
起
こ
り
続
け
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
利
用
が
低
年

齢
化
し
て
い
る
現
在
、
む
し
ろ
昔
よ
り
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
基
礎
知
識
、

背
景
知
識
を
教
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。Instagram

やTikTok

の
ア
プ
リ
を
操
作
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
背

景
に
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関

す
る
し
く
み
や
構
造
を
捉
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

学
習
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
言
う
と
、
身
近
に
そ
う
い
う
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
を
存
分
に
活
か
し
て
ほ
し
い
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
と
い
う
の
は
、
高
価
な

実
験
器
具
が
な
く
て
も
で
き
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
ね
。
少
な
く
と

も
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。
授
業
で
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
わ
ず
か
で
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す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
ぜ
ひ
積
極
的
に
学
ん
で

ほ
し
い
。
次
々
に
登
場
す
る
新
し
い
ア
プ
リ
を
使
え
る
よ
う
に
す
る

ス
キ
ル
は
、
す
ぐ
に
は
学
校
の
学
習
に
は
つ
な
が
ら
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
で
も
、
新
し
い
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
自
体
は
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
経
験
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い
で
す
。
紙
の
ノ
ー
ト
とiPad

、

ど
ち
ら
が
良
い
か
な
ど
も
い
ろ
い
ろ
試
し
な
が
ら
、
自
分
に
合
っ
た

学
習
方
法
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

奥
野
●
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど
の
よ
う
に
使
え
ば
良
い
の
か
を
、
授
業
の
中
で

実
践
し
な
が
ら
学
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
科
目
横
断
型
の
授
業
で
は
各
科
目
の
授
業
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、

先
生
方
が
共
有
す
る
こ
と
で
、
横
断
的
に
授
業
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
も
つ
な
が
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
大
学
も
同
様
に
、
複
数
の
教

員
間
で
担
当
す
る
科
目
で
は
、
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
と
共
有

に
よ
っ
て
円
滑
な
進
行
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
教
育
者
、
研
究
者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
教
育
の
Ｄ
Ｘ
に
ど
う
向

き
合
え
ば
い
い
の
か
を
伺
え
ま
す
か
。

佐
藤
●
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に
合
っ
た
教
育
が
提
供
で
き
、
し
か
も
教

育
効
果
を
生
み
出
し
て
い
け
る
の
か
を
課
題
と
し
て
、
研
究
も
含
め

て
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

風
間
●
例
え
ば
文
字
の
認
識
が
難
し
い
な
ど
、
特
性
の
あ
る
児
童
に

つ
い
て
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
合
理
的
配
慮
や
教
育
方
法
へ
の
活

用
を
期
待
し
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
て
無
限
の
可
能
性
を
追

究
し
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
な
が
ら
教
育

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
野
●
情
報
科
と
い
う
教
科
に
は
、
新
し
い
も
の
が
非
常
に
多
く
入

っ
て
き
ま
す
。
お
そ
ら
く
教
科
書
の
次
の
版
に
は
生
成
Ａ
Ｉ
と
い
う

言
葉
も
入
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
教
え
る
側
も

新
し
い
も
の
を
積
極
的
に
学
び
、
自
分
で
使
っ
て
い
く
必
要
を
感
じ

ま
す
。
そ
の
経
験
が
、
さ
ら
に
次
の
も
の
を
学
ぶ
た
め
に
生
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

奥
野
●
私
自
身
、
学
校
現
場
に
入
っ
て
研
究
を
進
め
て
い
く
中
で
、

あ
く
ま
で
も
教
科
・
科
目
の
本
質
を
忘
れ
ず
、
そ
の
中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

ツ
ー
ル
と
し
て
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
学
習
に
通
じ
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
個
別
の
知
識
の
暗
記
が
問
題
視
さ
れ
て
き
た
中
で
、
概
念
型
の

学
習
を
進
め
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
・
生
徒
・
学
生
に
合
っ
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
使
い
方
を
我
々
が
も
う
一
度
考
え
直
し
、
見
極
め
、
各
学

校
間
で
研
究
協
力
し
な
が
ら
高
め
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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大
学聖

書
学
～
キ
リ
ス
ト
教
と
聖
書
に
つ
い
て
歴
史
的
な

考
察
を
行
い
、
批
判
的
な
精
神
を
養
う
～

神
学
部
教
授 

村む
ら

山や
ま

　
盛も
り

葦よ
し

聖
書
学
と
は
？

私
の
専
門
分
野
は
聖
書
学
・
最
初
期
キ
リ
ス
ト
教
で
す
。
イ
エ
ス

の
言
行
を
記
し
た
福
音
書
か
ら
歴
史
的
な
イ
エ
ス
を
探
究
し
、
パ
ウ

ロ
が
書
き
残
し
た
手
紙
か
ら
最
初
期
の
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
を
考
察

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
典
で
あ
る
聖
書
を
歴

史
文
書
と
し
て
批
判
的
に
読
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
は
他
人
の
責
任
を
追
及
す
る
「
非
難
」
で
は
な
く
、
真
剣
に
、

徹
底
し
て
歴
史
を
調
べ
、
自
分
の
責
任
の
も
と
注
意
深
く
解
釈
を
行

な
う
こ
と
で
す
。
聖
書
学
で
は
、
聖
書
や
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
こ

の
よ
う
な
心
持
ち
が
大
切
に
さ
れ
ま
す
の
で
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ

る
私
に
と
っ
て
は
自
己
批
判
に
も
つ
な
が
る
挑
戦
的
な
学
問
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

聖
書
は
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
典
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
と
っ
て
「
信
仰

の
書
」
で
す
の
で
、
聖
書
学
と
信
仰
が
ぶ
つ
か
り
合
う
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
正
直
私
が
初
め
て
聖
書

学
を
学
ん
だ
と
き
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ホ
ー
ム
で
育
っ
た
私
は
大
き
な

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は
そ
の
衝
撃
が
信
仰

を
深
め
、
そ
れ
を
堅
固
な
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
く
き
っ
か
け
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
聖
書
テ
キ
ス
ト
に
は
種
々
の
人
々
の
思
い
が
あ

り
、
そ
れ
は
人
間
が
誰
し
も
抱
え
る
実
存
的
な
課
題
や
問
題
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
聖
書
学
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
教
や
そ
の
歴
史
を
学
ぶ

と
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
宗
教
を
手
放
し
で
賞
賛
す
る
こ
と
は
あ
り

得
ま
せ
ん
。
キ
リ
ス
ト
教
を
始
め
ど
の
よ
う
な
宗
教
に
も
当
て
は
ま

る
功
罪
を
常
に
見
極
め
、
そ
れ
に
関
わ
っ
て
き
た
人
々
の
愚
か
さ
と

素
晴
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
私
の
場
合
、
聖
書
学

を
通
し
て
、
こ
の
よ
う
な
人
間
を
赦
し
生
か
し
て
い
る
神
の
存
在
を

い
っ
そ
う
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
聖
書
学
と

私の研究・私の授業
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私の研究・私の授業

信
仰
は
つ
ね
に
緊
張
関
係
に
あ
り
ま
す
が
、
私
の
中
で
は
共
存
し
協

働
し
て
い
る
の
で
す
。

キ
リ
ス
ト
信
仰
の
は
じ
ま
り

多
く
の
人
た
ち
が
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
キ
リ
ス
ト
教
の
創
始
者

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
歴
史
的
に
調
べ
る
と
実
は
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ
と
こ
と
で
言
う
と
「
イ
エ
ス
の
復
活
」
の

出
来
事
が
重
要
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。「
復
活
」

と
聞
く
と
、
多
く
の
人
た
ち
は
非
科
学
的
で
迷
信
的
で
あ
る
と
考
え
、

そ
の
こ
と
が
キ
リ
ス
ト
教
を
近
寄
り
難
く
さ
せ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
歴
史
批
評
学
で
あ
る
聖
書
学
は
「
復
活
」
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

イ
エ
ス
は
、
紀
元
前
四
年
頃
に
ナ
ザ
レ
で
誕
生
し
、
三
十
歳
ぐ
ら

い
に
三
年
ほ
ど
宣
教
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
社
会
の

底
辺
に
た
た
ず
ん
で
い
た
人
々
、社
会
的
弱
者
と
言
わ
れ
る
人
（々
例

え
ば
、
差
別
さ
れ
て
い
る
人
、
障
が
い
や
病
気
を
抱
え
て
い
る
人
な

ど
）
と
共
に
歩
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
イ
エ
ス
は
こ
の
よ
う
な
社
会

か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
る
人
々
こ
そ
が
最
初
に
神
に
よ
っ
て
祝
福
さ

れ
て
い
る
と
説
き
ま
し
た
。
イ
エ
ス
に
出
会
っ
た
人
々
は
「
こ
ん
な

私
で
も
生
き
て
て
い
い
ん
だ
、自
分
に
は
存
在
価
値
が
あ
る
ん
だ
！
」

と
慰
め
ら
れ
癒
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
悲
し
い
こ
と
に
イ
エ
ス
は

当
時
の
ユ
ダ
ヤ
社
会
の
上
層
部
か
ら
迫
害
を
受
け
、
最
後
に
は
十
字

架
上
で
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
イ
エ
ス
の
死
は
、
弟
子
た
ち
を
始
め
、

イ
エ
ス
に
付
き
従
っ
て
き
た
人
々
に
と
っ
て
大
き
な
悲
し
み
で
あ
り

衝
撃
で
し
た
。
社
会
の
下
層
に
佇
ん
で
い
た
彼
ら
彼
女
ら
の
群
れ
は

雲
散
霧
消
の
運
命
に
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
し
ば
ら
く
し
て
そ

の
群
れ
は
十
二
弟
子
を
中
心
に
エ
ル
サ
レ
ム
に
集
結
し
、
次
々
と
新

し
い
仲
間
を
集
団
に
加
え
て
行
き
ま
し
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
現
象

が
生
じ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ひ
と
こ
と
で
言
う
と
、
復
活
の
イ
エ
ス

に
出
会
う
と
い
う
「
復
活
顕
現
体
験
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
聖
書

の
記
述
に
よ
る
と
、
一
定
の
期
間
、
各
地
で
多
数
の
人
々
が
そ
の
よ

う
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
こ
の
復
活
顕
現
体
験
は
「
一
種
の
幻
視
体

験
」
と
表
現
で
き
ま
す
が
、
同
時
に
そ
れ
は
深
い
「
宗
教
的
神
秘
体

験
」
で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
第
三
者
に
は
理
解
で
き
な

く
て
も
、
そ
の
人
に
と
っ
て
は
、
確
実
に
イ
エ
ス
と
出
会
っ
た
体
験

で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
復
活
顕
現
体
験
は
、
最
初
期
の
キ
リ
ス
ト

信
仰
者
に
と
っ
て
決
定
的
な
事
実（
出
発
点
）と
な
り
ま
し
た
。
人
々

は
慰
め
ら
れ
勇
気
づ
け
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の
出
来
事
を
宣
べ

伝
え
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
で

す
（
無
論
、
イ
エ
ス
の
亡
骸
が
ゾ
ン
ビ
の
よ
う
に
蘇
生
し
た
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）。
こ
の
現
象
や
要
因
に
つ
い
て
は
、
宗
教
心
理
学
的
、

社
会
学
的
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
復
活
顕
現
体
験
は
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
実
際
は
弟
子
た
ち
が
イ
エ
ス
の
亡
骸
を
盗
ん
だ
に

過
ぎ
な
い
と
当
時
か
ら
復
活
の
出
来
事
を
否
定
す
る
人
々
も
い
ま
し
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た
。
し
か
し
、
ペ
ト
ロ
や
パ
ウ
ロ
を
始
め
多
く
の
キ
リ
ス
ト
信
仰
者

は
、
殉
教
を
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
る
ほ
ど
の
覚
悟
を
も
っ
て
こ
の
出

来
事
を
伝
え
続
け
ま
し
た
。
彼
ら
・
彼
女
ら
に
復
活
の
イ
エ
ス
と
出

会
っ
た
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
展
開

が
生
じ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

復
活
顕
現
体
験
を
通
し
て
は
じ
め
て
、
人
々
は
「
あ
の
イ
エ
ス
が

特
別
な
神
の
子
で
あ
り
、
救
い
主
で
あ
る
」
と
確
信
し
ま
し
た
。
ユ

ダ
ヤ
教
の
伝
統
で
、
神
か
ら
力
を
委
託
さ
れ
た
指
導
者
や
王
様
は
ヘ

ブ
ラ
イ
語
で
「
マ
ー
シ
ー
ア
ッ
ハ
（
油
注
が
れ
た
者
）」
と
い
う
称

号
で
呼
ば
れ
ま
し
た
。
復
活
の
イ
エ
ス
と
出
会
っ
た
人
々
は
、
こ
の

称
号
を
イ
エ
ス
に
適
用
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
称
号
の
ギ
リ

シ
ア
語
訳
が
「
ク
リ
ス
ト
ス
」、
英
語
でC

hrist

、
日
本
語
で
キ
リ

ス
ト
で
す
。
二
千
年
の
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
を
経
た
現
在
は
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
は
固
有
名
詞
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
「
イ
エ

ス
は
キ
リ
ス
ト
（
油
注
が
れ
た
者
）」
と
い
う
信
仰
告
白
を
表
し
た

も
の
で
し
た
。

史
的
イ
エ
ス
研
究
、
福
音
書
研
究

以
上
の
説
明
の
よ
う
に
、
聖
書
学
は
歴
史
的
、
客
観
的
に
キ
リ
ス

ト
教
の
起
源
や
聖
書
を
研
究
し
、
一
般
の
人
に
も
理
解
で
き
る
よ
う

な
内
容
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
私
の
研
究
領
域
で
は
、
復
活
顕
現
体

験
を
境
に
時
代
を
大
き
く
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
応
じ
て

研
究
対
象
も
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
復
活
顕
現
体
験
以
前
の
時

代
、
す
な
わ
ち
、
生
前
の
イ
エ
ス
の
生
涯
（
誕
生
か
ら
十
字
架
死
ま

で
）
を
主
な
考
察
対
象
に
し
、
イ
エ
ス
の
教
え
や
奇
跡
に
つ
い
て
歴

史
的
に
分
析
し
ま
す
（
史
的
イ
エ
ス
研
究
）。
も
う
一
つ
は
、
復
活

顕
現
体
験
以
後
の
時
代
、
キ
リ
ス
ト
信
仰
が
芽
生
え
、
キ
リ
ス
ト
信

仰
を
持
つ
人
々
の
群
れ
（
教
会
）
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
歴

史
や
思
想
を
主
に
考
察
し
ま
す
。
四
つ
の
福
音
書
（
マ
ル
コ
、
マ
タ

イ
、
ル
カ
、
ヨ
ハ
ネ
）
を
は
じ
め
新
約
聖
書
は
す
べ
て
こ
の
時
代
に

書
か
れ
た
も
の
で
す
。
下
記
の
図
に
示
し
た
通
り
、
イ
エ
ス
は
文
書

を
残
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ
エ
ス
の
言
行
は
口
伝
で
人
々
に
流
布

さ
れ
、キ
リ
ス
ト
信
仰
が
生
じ
た
の
ち
、教
会
の
「
生
活
の
座
」（
諸

活
動
の
各
場
面
な
ど
）
で
加
工
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
イ

エ
ス
を
物
語
的
に
そ
し
て
神
学
的
に
表
現
し
、
神
の
子
・
救
い
主
と

し
て
礼
拝
・
宣
教
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
最
初
に
こ
れ
ら
の
諸
伝

承
を
「
古
代
伝
記
物
語
」
と
し
て
ま
と
め
た
の
が
マ
ル
コ
福
音
書
だ

っ
た
の
で
す
（
七
〇
年
頃
）。
そ
れ
を
手
本
に
マ
タ
イ
福
音
書
、
ル

カ
福
音
書
が
執
筆
さ
れ
、
最
後
に
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
が
独
自
に
作
り
出

さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
イ
エ
ス
を
裏
切
っ
た
こ
と
で
有
名
な
イ

ス
カ
リ
オ
テ
の
ユ
ダ
に
「
サ
タ
ン
（
悪
魔
）」
が
入
る
と
い
う
特
有

の
伝
承
を
ル
カ
福
音
書
と
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
は
共
有
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
エ
ス
伝
承
の
な
か
に
は
、
イ
エ
ス
の
語
録
集
が
あ
り
そ
れ
を

ド
イ
ツ
語
の
ク
ヴ
ェ
レQ

uelle

「
泉
、
起
源
、
出
典
」
の
頭
文
字
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【イエス伝承の流れとキリスト信仰】  
 

イエスの教え・奇跡（文書はなく口伝承）     史的イエス研究 

   30 年頃 十字架死 
「復活顕現体験」＝キリスト信仰の誕生（出発点）        

      ↓ 

キリスト信仰者の群れ（教会）            

伝承は特定の場面や状況（生活の座）で形成・運用  

  さまざまな伝承が形成される       

   ↓  ↓  ↓  ↓  ↓  

M 資料 Q 資料 マルコ福音書（70 年頃） L 資料    

                         福音書研究 

                           

マタイ福音書（80 年代）ルカ福音書（80 年代） 

ヨハネ福音書（90 年代） 
 

を
と
っ
て
、
Ｑ
資
料
と
名
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
語
録
資
料
を
マ
タ

イ
福
音
書
と
ル
カ
福
音
書
は
そ
れ
ぞ
れ
利
用
し
て
イ
エ
ス
物
語
を
描

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
マ
タ
イ
福
音
書
だ
け
の
資
料
（
Ｍ
資
料
）、

ル
カ
福
音
書
だ
け
の
資
料
（
Ｌ
資
料
）
も
あ
り
ま
し
た
。

今
か
ら
約
二
千
年
前
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
で
「
今
の

社
会
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」
と
一
人
の
男
が
立
ち
上
が
り
、
社
会

か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
く
人
々
、
底
辺
に
よ
ど
ん
で
い
る
人
々
を
癒

し
励
ま
し
た
。
こ
の
男
、
す
な
わ
ち
、
イ
エ
ス
の
生
き
ざ
ま
は
の
ち

の
歴
史
を
大
き
く
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
聖
書
学
は
、
イ
エ
ス
の
言

行
、
そ
の
伝
承
を
担
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
会
の
歴
史
、
四
つ
の
イ
エ
ス

物
語
（
四
福
音
書
）
を
歴
史
的
に
批
判
的
に
考
察
す
る
学
問
で
す
。

こ
の
考
察
力
は
、
現
代
社
会
に
も
通
用
す
る
批
判
力
や
洞
察
力
を
養

い
、
私
た
ち
自
身
の
人
生
の
あ
り
方
も
見
出
し
て
い
く
こ
と
に
も
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。
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日
本
語
・
日
本
文
化
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
す

同
志
社
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
日
本
語

コ
ー
ス
で
は
、
外
国
人
留
学
生
を
対
象
と
し
て
、
日
本
語
を
中
心
と
し

た
高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
習
得
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本

の
文
化
や
社
会
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
多
様
な
科
目
群
を

用
意
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
日
本
社
会
に
参
画
す
る
た
め
の
実
践

的
運
用
能
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

私
は
日
本
語
教
育
の
分
野
で
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

連
携
に
つ
い
て
博
士
論
文
を
書
き
ま
し
た
が
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
教
育

に
携
わ
る
中
で
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
の
テ
ー
マ
を
決
め
ら
れ
な
い
、

自
分
が
何
に
関
心
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
留
学
生
が
多
い

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
原
因
の
一
つ
は
、
日
本
語
の
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
ス
キ
ル
（
読
解
力
）
の
不
足
、
つ
ま
り
資
料
な
ど
を
読
ん
で

も
う
ま
く
情
報
収
集
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
適
切
に
引
用
で
き
な
か

っ
た
り
す
る
こ
と
に
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
は
、
本
を
読
む
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
文
字

を
目
で
追
う
の
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
を
正
し
く
理
解
・
解
釈
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
読
者
の
知
識
や
経
験
か
ら
価
値
を
判
断
し
、
そ
れ

を
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
実
は
私
た
ち
自
身
、
小
学
校
や
中

学
校
で
「
読
む
ス
キ
ル
」
を
具
体
的
に
学
ん
で
い
ま
せ
ん
。
英
語
に

お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
教
育
で
は
、
①Skim

m
ing

（
要
約
）、
②

Scanning

（
キ
ー
ワ
ー
ド
の
抽
出
）、③Extensive Reading

（
多

読
）
が
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
私
は
、
こ
の
三
つ
の
ス
キ
ル
の
他
に
、

協
同
学
習
の
一
つ
の
枠
組
み
で
あ
る
Ｌ
Ｔ
Ｄ
（Learning Through 

D
iscussion

：
話
し
合
い
学
習
法
）
の
理
論
を
ベ
ー
ス
に
し
た
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
授
業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

読
書
で
得
た
知
識
を
情
報
発
信
・
活
用
す
る
ス
キ
ル
を
学
ぶ

私
が
担
当
す
る
日
本
語
科
目
で
は
、
1
年
次
生
の
春
学
期
に
読
書

術
や
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
等
に
つ
い
て
書
か
れ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
を
、
ま
た
秋
学
期
に
は
日
本
文
化
に
つ
い
て
書
か
れ
た
著
書
を

そ
れ
ぞ
れ
3
冊
ず
つ
読
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
読
書
に
対
す
る
留
学
生

の
敷
居
を
下
げ
る
た
め
に
、
難
し
い
漢
字
や
語
彙
な
ど
で
も
容
易
に

私の研究・私の授業

大
学留

学
生
の
読
書
技
術
を
高
め
る 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
デ
ザ
イ
ン

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授 

脇わ
き

田た

　
里り

子こ
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漢
字
の
読
み
方
や
意
味
を
表
示
で
き
る
電
子
書
籍
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
必
ず
し
も
全
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
本
が
２
０
０
ペ
ー
ジ
で
あ
れ
ば
、
1
週
間
に
50
ペ
ー
ジ
を
読
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｌ
Ｔ
Ｄ
の
学
習
は
、
学
生
が
一
人
で
行
う
予
習
（
個
人
思
考
）
と

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
集
団
思
考
）
の
両
輪
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
特

に
予
習
は
必
要
不
可
欠
で
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
自
分
で
調
べ
、
考

え
る
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

本
を
読
み
始
め
る
前
に
、
宿
題
と
し
て
、
装
丁
読
み
（
本
の
表
紙

や
カ
バ
ー
な
ど
か
ら
内
容
を
推
測
す
る
）
を
行
い
、
そ
の
本
を
読
む

目
標
を
立
て
ま
す
。
そ
し
て
、
本
の
内
容
が
理
解
で
き
て
い
る
か
を

確
認
す
る
た
め
に
、
教
員
が
作
成
し
た
内
容
理
解
問
題
を
解
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
指
定
さ
れ
た
読
書
範
囲
の
中
で
、
印
象
に
残
っ
た
テ
キ
ス

ト
や
キ
ー
ワ
ー
ド
は
ど

こ
か
、
大
切
だ
と
思
っ

た
の
は
ど
の
部
分
か
、

自
分
の
知
識
や
経
験
か

ら
考
え
た
こ
と
は
何
か

な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上

の
読
書
ノ
ー
ト
に
ま
と

め
ま
す
。
授
業
で
は
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

30
分
程
度
、
内
容
理
解

問
題
の
答
え
合
わ
せ
と

読
書
ノ
ー
ト
に
書
い
た

こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
れ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
活
動

報
告
シ
ー
ト
（
図
２
参
照
）
に
ま
と
め
、
ク
ラ
ス
全
体
に
発
表
し
て

も
ら
い
ま
す
。

1
冊
の
本
を
読
み
終
え
た
あ
と
は
、
印
象
に
残
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

な
ど
を
も
と
に
、
そ
こ
か
ら
連
想
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
読
書
マ
ッ
プ

と
し
て
図
式
で
視
覚
化
し
ま
す
（
図
１
参
照
）。
そ
し
て
、
自
分
た

ち
が
読
ん
だ
本
を
他
の
人
に
薦
め
る
た
め
に
１
０
０
０
字
程
度
の
書

評
を
作
成
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
単
に
本
か
ら
知
識
を
吸
収
す
る

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
、
社
会
に
向
け
て
情
報
発
信
・
活

用
し
て
い
く
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
活
動
に
必
要
な
読
書
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成

私
が
担
当
す
る
専
門
基
礎
科
目
で
は
、
２
年
次
生
に
「
日
本
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
」
と
し
て
日
本
語
学
を
取
り
上
げ
て
い

ま
す
。
日
本
語
学
概
論
の
教
科
書
を
使
い
ま
す
が
、
そ
の
他
に
大
学

図
書
館
の
電
子
書
籍
を
利
用
し
、
春
学
期
は
統
語
論
、
秋
学
期
は
応

用
言
語
学
に
関
す
る
入
門
書
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
１
冊
を
選
び
、
Ｌ

Ｔ
Ｄ
に
よ
る
予
習
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
読
み
解
き

ま
す
。
読
ん
だ
本
は
学
期
の
終
わ
り
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
、

本
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
、
薦
め
ま
す
。

日
本
語
学
で
取
り
上
げ
る
文
法
項
目
の
中
に
、
例
え
ば
、
授
受
表

現
（「
や
る
（
あ
げ
る
）」「
く
れ
る
」「
も
ら
う
」）
が
あ
り
ま
す
。「
先

生
が
私
に
本
を
く
れ
た
（The teacher gave m

e a book.

）」

も
「
先
生
が
彼
に
本
を
あ
げ
た
（The teacher gave him

 a 

 
 
 
 
 
 
 

図１　学生が作成した『東大読書』の読書マップ
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book. 

）」
も
、英
語
で
は
ど
ち
ら
も
同
じ
「give

」
を
使
い
ま
す
が
、

日
本
語
で
は
「
く
れ
る
」
と
「
あ
げ
る
」
の
使
い
分
け
が
必
要
で
す
。

授
受
動
詞
は
日
本
語
独
特
の
表
現
で
、
誰
が
受
け
手
に
な
る
か
、
話

し
手
に
な
る
か
に
よ
っ
て
使
い
分
け
る
の
で
、
日
本
語
上
級
の
留
学

生
で
も
間
違
っ
た
り
戸
惑
っ
た
り
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
本
コ
ー
ス
で
学
ぶ
留
学
生
の
多
く
が
日
本
企
業
へ
の
就
職

を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、
4
年
間
の
学
び
を
通
し
て
、
彼
ら
が
日
本

語
や
日
本
文
化
に
習
熟
し
、
同
志
社
大
学
発
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と

し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

思
考
力
を
育
む
ド
イ
ツ
の
言
語
教
育

２
０
２
３
年
度
、
私
は
ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
所

で
、
1
年
間
の
在
外
研
究
の
機
会
を
得
ま
し
た
。
日
本
の
高
等
学
校

に
相
当
す
る
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
行
わ
れ
る
ア
ビ
ト
ゥ
ア
試
験
（
卒
業

試
験
と
大
学
入
学
資
格
試
験
を
兼
ね
る
）
で
は
、
1
科
目
に
つ
き
４

時
間
ほ
ど
の
論
述
試
験
を
3
教
科
受
験
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
そ
の
思
考
力
は
ど
の
よ
う
に
育
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
ド
イ
ツ
語
の
授
業
で
は
、
3
カ
月
で
一

つ
の
テ
ー
マ
（
戯
曲
、
詩
等
）
を
取
り
上
げ
ま
す
。
あ
る
学
期
に
は
、

ゲ
ー
テ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
に
つ
い
て
ひ
た
す
ら
向
き
合
い
、
そ
の
作

品
に
込
め
ら
れ
た
意
味
や
思
想
、
世
界
観
、
登
場
人
物
へ
の
共
感
・

反
感
な
ど
を
深
く
考
察
す
る
こ
と
で
、
自
分
な
り
の
意
見
を
育
ん
で
い

き
ま
す
。
こ
う
し
た
授
業
で
学
ん
だ
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
ア
ビ
ト
ゥ
ア

試
験
の
論
述
試
験
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
日
本
の
大
学
入
試
の
国
語
の

問
題
は
、
生
徒
が
今
ま
で
に
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
文
章
か
ら
出
題
さ

れ
、
選
択
肢
の
中
か
ら
解
答
を
見
つ
け
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
し
か

し
、
ア
ビ
ト
ゥ
ア
試
験
は
中
等
教
育
の
卒
業
試
験
も
兼
ね
る
た
め
、
授

業
で
学
ん
だ
テ
ー
マ
（
授
業
で
扱
っ
た
内
容
で
は
な
い
）
の
中
か
ら
出

題
さ
れ
、
自
分
の
意
見
を
論
理
的
に
表
明
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
こ
う
し
た
在
外
研
究
の
成
果
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
日
本
語

に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
教
育
に
お
い
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
思

考
力
を
伸
ば
し
、
自
ら
情
報
発
信
で
き
る
学
生
を
育
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

図２　グループ別活動報告書
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女
子
大
学

実
験
動
物
を
用
い
た
薬
物
の
体
内
動
態
解
析

薬
学
部
教
授 

喜き

里り

山や
ま

　
暁あ
き

子こ

か
ら
だ
の
中
の
薬
物
の
動
き
や
働
き
を
科
学
す
る

病
院
や
薬
局
な
ど
で
薬
を
も
ら
っ
た
と
き
、
一
緒
に
添
付
さ
れ
て

い
る
説
明
文
書
に
、
薬
物
動
態
に
つ
い
て
詳
し
い
情
報
が
書
か
れ
て

い
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

薬
物
動
態
と
は
、
薬
物
が
か
ら
だ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
吸
収
さ
れ
、

体
内
の
各
組
織
に
分
布
し
、
代
謝
、
排
泄
さ
れ
る
か
を
表
す
経
時
的

な
プ
ロ
セ
ス
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
す
ぐ
に
効
き
目
が
表
れ
る
薬
も

あ
れ
ば
、
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
効
く
薬
も
あ
り
ま
す
。
外
側

か
ら
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
こ
に
薬
動
学
的
な
視
点
、
す
な
わ
ち
投
与
さ
れ
た
薬
物
の
量

や
血
中
の
薬
物
濃
度
、
薬
物
が
消
失
す
る
時
間
や
量
な
ど
、
体
内
で

の
様
々
な
薬
の
動
き
や
働
き
を
モ
デ
ル
化
し
、
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し

て
定
義
・
解
析
す
る
こ
と
で
、
薬
物
動
態
挙
動
を
総
合
的
に
説
明
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

薬
を
誤
用
す
れ
ば
副
作
用
が
起
こ
っ
た
り
、
時
に
は
毒
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
の
研
究
室
で
は
、
主
に
ラ
ッ
ト
を
使

っ
た
動
物
実
験
で
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
な
ど
、

私
た
ち
に
と
っ
て
汎
用
性
が
高
い
治
療
薬
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
そ
れ

ら
薬
物
動
態
に
つ
い
て
基
礎
的
研
究
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ラ
ッ
ト
を
使
っ
た
実
証
実
験
で
体
内
動
態
を
解
析

高
血
圧
モ
デ
ル
の
ラ
ッ
ト
に
よ
る
実
験
で
は
、
代
表
的
な
高
血
圧

治
療
薬
の
一
つ
、
ニ
フ
ェ
ジ
ピ
ン
を
30
分
程
度
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と

静
脈
に
点
滴
投
与
し
て
い
き
ま
す
。
血
中
濃
度
（
血
液
内
に
取
り
込

ま
れ
た
薬
の
量
）
の
上
昇
と
と
も
に
薬
の
効
果
が
現
れ
ま
す
が
、
興

味
深
い
こ
と
に
、
ま
だ
低
濃
度
状
態
で
あ
る
最
初
の
10
分
程
度
で
急
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激
に
血
圧
が
低
下
し
、
そ
の
後
は
現
状
維
持
か
、
む
し
ろ
上
昇
に
転

じ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

副
作
用
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
循
環
器
系
の
治
療
薬
の
副
作
用
と

し
て
、
心
臓
が
発
す
る
電
気
伝
達
（
Ｑ
波
、
Ｔ
波
）
の
間
隔
延
長
に

起
因
す
る
不
整
脈
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ッ
ト
の
場
合
、
Ｑ
Ｔ
間

隔
の
延
長
は
血
中
濃
度
の
ピ
ー
ク
、
つ
ま
り
薬
の
効
果
が
一
番
高
い

と
考
え
ら
れ
る
30
分
く
ら
い
か
ら
起
こ
り
、
同
時
に
心
拍
数
も
低
下

し
て
い
き
ま
す
。
時
間
経
過
と
と
も
に
薬
は
体
内
か
ら
排
泄
さ
れ
、

血
圧
は
ゆ
っ
く
り
と
元
に
戻
っ
て
い
き
ま
す
が
、
心
拍
数
は
徐
脈
の

ま
ま
で
あ
ま
り
回
復
し
ま
せ
ん
。

薬
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
も
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
治

療
薬
を
使
っ
た
動
物
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ド
ネ
ペ
ジ
ル
は

脳
内
の
神
経
伝
達
物
質
（
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
）
の
量
を
増
や
し
認
知

症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
シ
ロ
ス

タ
ゾ
ー
ル
と
い
う
動
脈
閉
塞
疾
患
の
治
療
薬
を
併
用
す
る
と
、
ド
ネ

ペ
ジ
ル
単
独
投
与
時
に
比
べ
て
臓
器
移
行
性
や
分
布
容
積
が
増
加
す

る
、
つ
ま
り
薬
の
効
果
が
高
ま
る
一
方
で
、
低
用
量
の
段
階
で
心
臓

な
ど
へ
の
副
作
用
が
発
現
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
同
志
社
が
持
つ
総
合
力
を
活
か
し
た
異
分
野
連
携
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、
同
志
社
大
学
理
工
学
部
の
北
岸

宏
亮
教
授
と
の
共
同
研
究
で
は
、
北
岸
教
授
が
開
発
を
進
め
る
緊
急

薬
（
火
災
時
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
か
ら
一
酸
化
炭
素
を
奪
っ
て
、
素
早
く

体
内
か
ら
除
去
す
る
人
工
血
液
）
が
体
内
で
ど
の
よ
う
に
挙
動
し
、

一
酸
化
炭
素
を
尿
中
へ
排
泄
す
る
の
か
、
ラ
ッ
ト
を
使
っ
た
動
物
実

験
で
実
証
し
ま
し
た
。

血
中
濃
度
と
効
果
の
モ
デ
リ
ン
グ
で
薬
効
を
読
み
解
く

で
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
読
み
解
く
鍵
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？ 

動
物
実
験
で
得
た
デ
ー
タ
か
ら
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
（
薬
物
消

失
速
度
と
薬
物
濃
度
の
相
関
関
係
）
や
分
布
容
積
（
体
内
の
薬
物
量

と
血
中
濃
度
の
関
係
性
）、
半
減
期
（
血
中
濃
度
が
半
分
に
な
る
ま

で
に
か
か
る
時
間
）
な
ど
い
く
つ
か
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
導
き
出
し
、

Ｐ
Ｋ
／
Ｐ
Ｄ
解
析
と
い
う
手
法
で
解
析
す
る
こ
と
で
、
薬
の
効
果
と

血
中
の
薬
物
濃
度
の
関
係
な
ど
を
正
し
く
評
価
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
薬
物
動
態
の
変
動
要
因
を
理
解
し
、
個
々
の
動
態
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
を
変
化
さ
せ
て
計
算
す
れ
ば
、
相
互
作
用
に
よ
る
薬
の
効
果
、

リ
ス
ク
等
に
つ
い
て
も
予
測
が
可
能
と
な
る
で
し
ょ
う
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
動
物
実
験､

あ
る
い
はin vitoro

試
験
等

で
構
築
し
て
き
た
Ｐ
Ｋ
／
Ｐ
Ｄ
モ
デ
ル
を
基
礎
と
し
て
、
研
究
領
域

を
ヒ
ト
へ
と
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
の
治
療
に
お
い
て
、

薬
の
投
与
量
を
倍
に
す
れ
ば
、
血
中
濃
度
が
3
倍
、
4
倍
に
な
っ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
も
決
し
て
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
万
一
、
副
作
用
が

30



私の研究・私の授業

生
じ
た
と
き
、
休
薬
期
間
は
ど
れ
く
ら
い
で
投
与
再
開
の
量
は
ど
れ

く
ら
い
か
？ 

薬
を
科
学
的
に
理
解
し
、
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
最
善
の
効
果
を
提
供
す
る
…
。
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
の
個
別

治
療
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
今
、
ま
さ
に
私
た
ち
の
研
究
は
社
会
的
に

大
き
な
使
命
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
資
質
を
磨
く

私
の
研
究
室
で
は
、
薬
剤
師
を
目
指
す
学
生
た
ち
が
多
く
在
籍
し

て
い
ま
す
。
薬
剤
師
は
地
域
医
療
の
中
で
身
近
で
頼
れ
る
存
在
で
す
。

薬
物
に
関
す
る
知
識
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
様
々
な
悩
み
や
不
安
を

持
つ
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
薬
の
用
法
、
効
果
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

薬
学
部
で
は
、
学
生
た
ち
は
5
年
次
生
に
な
る
と
、
病
院
と
薬
局

で
お
よ
そ
半
年
の
間
、
実
務
実
習
を
行
い
ま
す
が
、
実
際
に
医
療
現

場
に
立
っ
て
み
る
と
、
薬
剤
師
だ
け
で
な
く
、
医
師
や
看
護
師
、
栄

養
士
、
理
学
療
法
士
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
チ
ー

ム
で
患
者
さ
ん
の
治
療
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
し

ょ
う
。
実
習
を
終
え
た
学
生
の
多
く
が
、
視
野
を
大
き
く
広
げ
て
研

究
室
に
戻
り
、
問
題
意
識
を
高
め
て
そ
の
後
の
学
び
に
活
か
し
て
い

ま
す
。

私
自
身
、
薬
物
動
態
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
研
究
、
実
証
等
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
地
域
医
療
を
担
う
次
代
の
人
材
育
成
に
も
力
を
注

い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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国
際
中
高

数
学
っ
て
面
白
い
！

数
学
科
教
諭 

山や
ま

﨑さ
き

　
美み

幸ゆ
き

ゲ
ー
ム
感
覚
で
数
学
の
苦
手
意
識
を
克
服

算
数
は
得
意
だ
っ
た
の
に
、
中
学
校
に
入
学
し
て
初
め
て
負
の
数

や
x
、
y
と
い
う(

正
体
不
明
の
？)
記
号
を
見
て
、
数
学
が
苦
手

に
な
る
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
マ
イ
ナ
ス
の
概
念

を
説
明
す
る
と
き
、「
負
の
数
は
ゼ
ロ
よ
り
小
さ
い
実
数
で
…
」
と

言
っ
て
も
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
な
い
で
し
ょ
う
。

私
が
担
当
す
る
中
学
1
年
生
の
授
業
で
は
、
正
の
数
と
負
の
数
を

書
き
入
れ
た
サ
イ
コ
ロ
を
使
っ
て
、
ク
ラ
ス
全
員
で
す
ご
ろ
く
ゲ
ー

ム
を
楽
し
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「-

2

」
と
い
う
目
が
出

れ
ば
2
マ
ス
戻
っ
て
、
自
己
紹
介
や
早
口
言
葉
な
ど
い
ろ
ん
な
お
題

で
盛
り
上
が
り
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
文
字
式
の

授
業
で
は
、
い
ろ
ん
な
文
字
式
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
用
意
し
、

「3
x

」
と
「2

x

＋x

」
な
ど
同
じ
札
を
揃
え
て
捨
て
て
い
く
バ
バ
抜

き
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た
り
、
最
初
は
ち
ょ
っ
と
難
し
く
て
も
、
で

き
る
だ
け
敷
居
を
低
く
間
口
を
広
げ
る
こ
と
で
、「
数
学
っ
て
面
白

そ
う
！
」
と
感
じ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
理
論
と
方
法
を
切
り
離
し
て
説
明
す
る

こ
と
。
正
負
の
乗
法
・
除
法
の
場
合
な
ら
、
正
×
正
＝
正
、
正
×
負

＝
負
、
負
×
負
＝
正
と
い
う
ル
ー
ル
さ
え
知
っ
て
い
れ
ば
、
テ
ス
ト

で
一
定
の
得
点
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
理
屈
は
分
か
ら
な
い
け

れ
ど
「
計
算
が
で
き
た
！
」
と
い
う
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
も
大

切
で
、
最
初
に
数
学
に
対
す
る
小
さ
な
自
信
を
ど
れ
だ
け
持
っ
て
も

ら
う
か
で
、
中
高
6
年
間
、
あ
る
い
は
大
学
で
の
学
び
の
姿
勢
や
意

欲
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
「
わ
か
る
度
」
を
高
め
る
教
育

同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
で
は
、
大
学
に
接
続
し
た
一
貫

校
な
ら
で
は
の
強
み
を
活
か
し
た
数
学
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
大
学
受
験
を
目
指
す
場
合
、
テ
ス
ト
の
得
点
や
偏
差
値
な
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ど
を
上
げ
る
こ
と
が
目
標
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
本

校
で
は
、
少
し
で
も
解
け
る
問
題
を
増
や
す
と
い
う
よ
り
も
、
解
け

る
部
分
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
習
熟
度
を
深
め
る
、
つ
ま
り
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
能
力
に
応
じ
て
、「
わ
か
る
度
」
の
濃
度
・
密
度
を

高
め
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
や
す
い
で
す
。

同
じ
よ
う
に
定
期
考
査
で
は
、
原
則
と
し
て
問
題
集
に
載
っ
て
い

る
内
容
が
出
題
の
中
心
で
、
自
分
が
学
習
し
た
範
囲
を
し
っ
か
り
解

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
及
第
点
が
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
発
展
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
、
普
段
の
授
業
で
は
あ
え
て
最

後
ま
で
教
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
？
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
テ
ス
ト
で
も
っ
と
良
い
点
を
取
る
た
め
に
は
、
授
業
で
習

っ
た
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に
難
し
い
問
題
と
向
き
合
い
、
分
か
ら
な
け
れ

ば
誰
か
に
聞
い
た
り
調
べ
た
り
し
て
予
習
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
意
欲
的
な
生
徒
に
は
、
教
員
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
応
え
ま
す
。
授
業
や
テ
ス
ト
を
通
し
て
、
自
主
的
に
考
え
る
力
、

決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
力
を
養
っ
て
い
く
…
。
受
験
な
ど
に
縛
ら
れ

な
い
、
生
徒
の
個
性
を
輝
か
せ
る
数
学
教
育
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

選
択
教
科
「
代
数
・
幾
何
入
門
」
の
授
業
を
振
り
返
っ
て

高
等
学
校
で
は
、
生
徒
の
学
び
の
意
欲
に
応
え
る
様
々
な
選
択
科

目
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
度
に
初
め
て
開
講
し
た
「
代

数
・
幾
何
入
門
」
も
そ
の
一
つ
で
、
高
校
数
学
の
範
疇
を
超
え
て
、

大
学
教
養
レ
ベ
ル
の
代
数
や
幾
何
に
親
し
も
う
と
い
う
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
今
回
、
意
欲
あ
ふ
れ
る
13
人
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
学
で
数
学
を
難
し
い
と
感
じ
る
理
由
と
し
て
、
ε-

δ(

イ
プ
シ

ロ
ン-

デ
ル
タ)

な
ど
抽
象
度
が
高
く
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

実
は
中
学
校
で
x
や
y
な
ど
を
習
う
と
き
な
ど
、
高
校
ま
で
に
も

何
度
も
抽
象
化
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
抽
象
化
に
対

処
で
き
な
い
か
と
考
え
、
図
や
言
葉
、
具
体
例
を
積
極
的
に
用
い
ま

し
た
。

授
業
で
は
、
例
え
ば
「
群
」
と
い
う
概
念
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
私
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
考
案
し
た
「
ぶ
ぶ
ん
ぐ
ん
ゲ
ー
ム
」
を

プ
レ
イ
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
群
を
図
で

表
し
た
カ
ー
ド
を
使

っ
て
、
数
の
大
小
関

係
で
は
な
く
群
の
包

含
関
係
を
用
い
て
、

ト
ラ
ン
プ
の
大
富
豪

と
同
じ
ル
ー
ル
で
ゲ

ー
ム
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
実
際
に
図
を

見
な
が
ら
プ
レ
イ
し

て
み
る
こ
と
で
、

「ℤ
/3

ℤ
=

〈a

｜
a

3

〉」や「ℤ/6 ℤ=
〈a

★ぶぶんぐんゲーム
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｜a
6

〉」
な
ど
で
表
さ
れ
た
群
が
ど
の
部
分
群
に
な
っ
て
い
る
か
、

一
目
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

図
以
外
の
言
葉
や
具
体
例
で
い
う
と
、「
ｅ
が
単
位
元
と
は
、∀

x∈
G
, x･

e =
e･
x =

x

」
が
分
か
ら
な
く
て
も
、「
ど
ん
な
x
に
e
を
か

け
て
も
変
わ
ら
な
い
」
と
言
葉
に
す
れ
ば
少
し
分
か
り
ま
す
し
、「
例

え
ば
か
け
算
で
は
、
ど
ん
な
数
に
1
を
か
け
て
も
変
わ
ら
な
い
か
ら

1
が
単
位
元
で
す
。
た
し
算
で
は
、
ど
ん
な
数
に
0
を
た
し
て
も
変

わ
ら
な
い
か
ら
0
が
単
位
元
で
す
。」
と
具
体
例
を
出
せ
ば
よ
く
分

か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
英
語
の
レ
ベ
ル
が
高
い
本
校
で
は
特
に
、
英

訳
し
た
方
が
分
か
り
や

す
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
B
の
す
べ
て
の
元
b

に
対
し
て
、
A
の
元
a

が
存
在
し
てb=

f(a)

と
な
る
。」
が
分
か
ら

な
く
て
も
、「For all 

b in B, there exists 
a in A

 such that b 
equals to f(a).

」
と

英
訳
す
る
と
分
か
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

「∀
b∈

B, ∃
a∈

A
 

s.t. b=
f(a).

」
と
略

す
こ
と
で
、「
∀
」
や
「
∃
」
の
記
号
も
習
得
で
き
ま
し
た
。

1
学
期
と
2
学
期
で
は
、
解
い
て
き
た
課
題
を
発
表
し
て
も
ら
っ

た
り
、
学
年
末
考
査
で
は
生
徒
自
身
が
考
え
て
き
た
問
題
を
ア
レ
ン

ジ
し
て
出
題
し
た
り
、
必
ず
し
も
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
こ
だ
わ
ら
な

い
選
択
教
科
な
ら
で
は
の
成
績
評
価
方
法
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
当

初
は
大
学
数
学
へ
の
入
門
と
位
置
づ
け
て
い
ま
し
た
が
、
群
論
に
つ

い
て
は
コ
ー
シ
ー
の
定
理
、
グ
ラ
フ
理
論
に
つ
い
て
は
5
色
定
理
の

証
明
ま
で
、
生
徒
の
意
欲
に
応
じ
て
学
び
の
幅
は
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、

私
自
身
、
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
る
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

無
限
に
広
が
る
数
学
の
世
界
で
遊
ん
で
み
よ
う

数
学
の
面
白
さ
っ
て
何
で
し
ょ
う
か
？ 

「500

―100

」
は
お
釣

り
の
計
算
な
ど
日
常
で
も
よ
く
見
か
け
る
数
式
で
す
が
、「500

100

―100
100

」
と
い
う
世
界
は
想
像
も
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

2
乗
し
て
「-

1

」
に
な
る
数
は
あ
り
得
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

数
学
で
は
「i

」
と
表
し
て
、
よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。
一
見
、
か
け

離
れ
た
数
学
の
世
界
と
現
実
世
界
を
結
び
つ
け
る
と
、
例
え
ば
虚
数

の
理
論
は
電
気
回
路
や
量
子
力
学
な
ど
様
々
な
分
野
で
応
用
さ
れ
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

最
初
か
ら
数
学
が
好
き
で
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
本
校
で
の
6

年
間
の
授
業
や
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
教
員
や
友
人
と
の
交
流
な
ど

を
通
し
て
、
自
分
だ
け
の
数
学
の
楽
し
さ
、
面
白
さ
を
見
つ
け
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

学年末考査
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私の研究・私の授業

中
学
校
・
高
等
学
校

も
の
づ
く
り
を
足
場
に
し
た
学
び
の
Ｏ
Ｓ 

～
地
に
足
が
つ
い
た
経
験
で
、
未
来
の
イ
ン
フ
ラ
を
自
分
事
に
～

技
術
科
教
諭 

沼ぬ
ま

田た

　
和か
ず

也や

中
学
校
の
技
術
教
育
に
お
け
る
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
を
橋
模
型

の
製
作
と
構
造
力
学
の
先
行
経
験
と
い
う
だ
け
で
な
く
社
会
イ
ン
フ

ラ
と
い
う
切
り
口
で
、授
業
な
ら
で
は
の
実
感
（
地
に
足
が
つ
い
た
）

学
び
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
今
後
、
社
会
資
本
の

在
り
方
や
住
民
自
治
の
よ
う
な
抽
象
度
の
高
い
事
柄
を
学
ん
で
い
く

に
あ
た
っ
て
の
Ｏ
Ｓ
の
よ
う
な
経
験
を
提
供
し
、
未
来
の
イ
ン
フ
ラ

の
在
り
方
を
よ
り
自
分
事
と
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
以
下

に
一
連
の
授
業
の
流
れ
を
紹
介
し
ま
す
。

１
．
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

技
術
教
育
の
分
野
で
は
定
番
と
な
っ
て
い
る
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス

ト
で
す
が
、
バ
ル
サ
材
で
作
っ
た
橋
の
模
型
を
製
作
し
、
バ
ネ
ば
か

り
を
用
い
て
荷
重
を
測
定
す
る
簡
素
な
も
で
す
。
積
載
荷
量
を
自
重

で
割
っ
て
、
競
う
と
い
う
ゲ
ー
ム
性
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。「
よ
り

軽
く
、
よ
り
上
部
に
！
」
を
目
標

に
し
て
生
徒
た
ち
は
ア
イ
デ
ア
を

形
に
し
て
い
き
ま
す
。
立
体
的
な

模
型
に
す
る
と
製
作
時
間
も
か
か

る
の
で
2
Ｄ
の
模
型
に
し
て
、
強

度
試
験
も
自
分
た
ち
で
行
い
ま
す

の
で
、
厳
密
な
測
定
精
度
を
わ
ず

か
に
犠
牲
に
し
て
い
ま
す
が
、
生

徒
自
身
が
手
軽
に
強
度
試
験
を
行

え
、
強
度
の
評
価
を
自
分
た
ち
で

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

「
コ
ス
ト
」
と
「
美
し
さ
」
の

視
点
も
評
価
目
標
に
加
え
ら
れ
、

iPad

や
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
を
活
用
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し
、
生
徒
に
よ
る
相
互
評
価
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
工
学
的
な
最
適
化
だ
け
で
な
く
、
現
実
社
会
で
の
総
合

的
な
価
値
判
断
も
総
合
的
に
思
考
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
ま
す
。

２
．
乗
っ
て
も
大
丈
夫
な
ア
ー
チ
橋

ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
バ
ル
サ
材
の
模
型
づ
く
り
に
す
ぎ

な
い
の
で
、
本
物
の
骨
材
を
使
っ
た
活
動
を
取
り
入
れ
て
、
本
物
感

を
味
わ
っ
て
み
る
経
験
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
生
徒
は
役
割
分
担
を

し
な
が
ら
レ
ン
ガ
と
湿
っ
た
砂
を
使
っ
て
ア
ー
チ
橋
を
製
作
し
完
成

し
た
ア
ー
チ
橋
に
乗
り
ま
す
。
生
徒
は
「
本
当
に
人
が
乗
れ
る
の
か

半
信
半
疑
だ
っ
た
け
れ
ど
、
大
勢
の
人
が
乗
っ
て
も
つ
ぶ
れ
な
い
ア

ー
チ
橋
を
み
て
感
動
し
ま
し
た
」
と
驚
き
を
表
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
真
ん
中
の
レ
ン
ガ
一
つ

を
下
か
ら
コ
ツ
ン
と
蹴
る

だ
け
で
全
て
が
崩
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
驚
き
ま
し

た
」
と
い
う
経
験
か
ら
ア

ー
チ
の
弱
点
に
気
づ
き
ま

す
。
さ
ら
に
、「
本
物
の

ア
ー
チ
橋
を
作
る
人
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
す
ご
い
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
…
（
中
略
）
…
身
の
回
り
に
は
本
当
に
ア
ー

チ
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
」
と
、
日
常
の
中
に
あ

る
ア
ー
チ
構
造
（
校
舎
、
橋
、
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
、
自
分
の
足

な
ど
）
へ
の
見
方
が
変
化
し
ま
し
た
。

３
．
モ
ル
タ
ル
強
度
試
験

砂
と
セ
メ
ン
ト
を
固
め
た
モ
ル
タ
ル
の
試
験
片
を
製
作
し
ま
し
た
。

針
金
を
鉄
骨
に
し
て
固
め
た
も
の
と
、
わ
ざ
と
不
純
物
（
塩
、
コ
ー

ラ
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
）
を
混
ぜ
た
試
験
片
も
製
作
し
、
強
度
比
較
試

験
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
や
コ
ー
ラ
を
混
ぜ
た
も
の
は
型
枠
か

ら
外
す
と
き
に
す
で
に
割
れ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
、
予
想
通
り
の

結
果
と
な
り
ま
す
。
引
張
り
に
弱
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
補
強
す
る
鉄

筋
が
錆
び
に
弱
い
性
質
を
持
つ
こ
と
、
ア
ル
カ
リ
性
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
鉄
筋
を
保
護
す
る”

筋
金
入
り”

の
関
係
性
も
学
び
ま
す
。
１

週
間
後
、
型
枠
か
ら
取
り
外
し
た
強
度
試
験
用
の
モ
ル
タ
ル
は
、
そ

れ
ほ
ど
強
そ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
重
り
を
載
せ
て
行
く
と
と
ん

で
も
な
く
強
い
。
モ
ル
タ
ル
で
す
ら
こ
の
強
度
だ
か
ら
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
が
す
ご
い
強
度
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
不
純
物
を
入
れ
た
物
は
、
塩
の
場
合
は
意
外
と
持
ち
こ

た
え
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ー
ヒ
ー
や
コ
ー
ラ
等
は
型
枠
を
外
し
た
時

点
で
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
視
点
は
、
老
朽
化
す
る
社
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会
資
本
を
ど
う
保
守
し
て
い
く
か
に
行
き
つ
き
ま
す
。
生
徒
か
ら
は

「
少
し
で
も
作
り
方
を
間
違
え
る
と
人
が
死
ん
だ
り
大
変
な
こ
と
に

な
る
」、「
セ
メ
ン
ト
の
設
計
通
り
の
強
度
を
出
す
た
め
に
は
成
分
管

理
と
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
だ
と
わ
か
っ
た
」、「
公
共
事
業
は
名
前
の
と

お
り
み
ん
な
が
使
う
道
等
の
こ
と
だ
か
ら
し
っ
か
り
緻
密
に
検
査
を

し
な
い
と
い
け
な
い
」、「
い
っ
ぱ
い
道
路
や
橋
を
作
っ
て
も
い
つ
か

は
老
朽
化
し
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
あ
ま
り
無
計
画
に
作
っ
た
ら
維
持

費
等
で
と
て
つ
も
な
い
お
金
が
か
か
っ
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
感
想

が
寄
せ
ら
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、「
今
こ
こ
に
い
る
生
徒
、
先
生
、
物
ま
で
全
て
の
体
重

が
の
し
か
か
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
割
れ
ず
に
耐
え
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
な
ん
て
凄
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
何
事
も

な
い
よ
う
に
生
活
し
て
い
た
家
も
、
は
じ
め
は
柔
ら
か
い
ジ
ェ
ラ
ー

ト
の
よ
う
な
モ
ル
タ
ル
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
の
か
と
考
え
る
と
面
白

い
な
と
思
い
ま
す
。」
と
、
生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
技
術
を

生
き
生
き
と
表
現
し
て
く
る
生
徒
も
い
ま
す
。
モ
ル
タ
ル
試
験
片
製

作
を
通
し
た
表
現
が
身
体
化
さ
れ
た
知
識
と
し
て
獲
得
し
て
い
る
か

の
ご
と
き
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
実
際
の
建
設
現
場
で
使
わ
れ
る
材
料
で
あ
る
モ
ル
タ

ル
や
レ
ン
ガ
の
ワ
ー
ク
を
通
し
て
橋
梁
建
設
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
自

分
の
感
覚
の
中
に
染
み
込
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
生
徒

た
ち
は
、
普
段
目
に
し
て
い
る
が
気
に
も
留
め
な
い
モ
ル
タ
ル
の
景

色
の
中
に
、
建
築
物
と
い
う
構
造
の
中
で
材
料
が
圧
縮
さ
れ
て
い
る

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
宿
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
ブ
リ
ッ
ジ
コ

ン
テ
ス
ト
の
一
風
景
に
す
ぎ
な
い
木
製
の
橋
模
型
と
て
同
じ
こ
と
で

で
し
ょ
う
。
本
物
の
橋
を
バ
ル
サ
の
よ
う
な
木
材
で
作
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
し
、
接
着
剤
で
部
材
を
接
合
す
る
こ
と
は
、
現
実
味
に

欠
け
た
茶
番
劇
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
生
徒
も
百
も
承
知
で

す
。
し
か
し
実
際
の
骨
材
に
触
れ
合
う
体
験
、
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
一
歩
ず
つ
本
物
の
体
験
に

近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

４
．�

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
明
石
海
峡
大
橋
の
見
学

教
室
い
っ
ぱ
い
の
吊
り
橋
の
巨
大
模
型
製
作
を
通
じ
て
、
多
数
の

会
社
が
関
わ
る
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
お
学
ぶ
活

動
で
は
、
生
徒
は
「
吊
り
橋
を
作
る
の
は
人
手
と
時
間
が
大
切
な
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
橋
は
弱
く
、
す
ぐ
ク
リ
ッ
プ
が
取
れ
て
し
ま

っ
た
り
、
揺
れ
て
線
路
が
外
れ
て
し
ま
っ
た
り
…
今
回
は
小
さ
な
電

車
で
し
た
が
、
本
来
は
本
物
の
電
車
で
人
の
命
を
預
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
風
な
ど
が
加
わ
り
、
も
っ
と
崩
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
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橋
作
り
は
重
要
な
こ
と

だ
と
思
え
て
き
ま
し

た
。」
と
い
っ
た
感
想

を
持
ち
、
社
会
資
本
事

業
の
重
要
性
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
有

志
で
は
あ
り
ま
す
が
、

明
石
海
峡
大
橋
の
ワ
ー

ル
ド
ツ
ア
ー
に
も
引
率

し
て
い
き
ま
す
。
普
段

は
入
れ
な
い
橋
桁
の
グ

レ
ー
チ
ン
グ
の
上
を
歩

き
、
建
設
や
設
計
に
関

わ
っ
た
シ
ル
バ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
に
工
学
的
な
解
説
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
主
塔
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
頂
上
ま
で
登
り
ま
す
。
そ
こ
は
海
面
上
約
３

０
０
ｍ
・
３
６
０
度
パ
ノ
ラ
マ
の
景
色
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
元
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
解
説
や
、
授
業
で
得
た
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
の
体
験

を
踏
ま
え
て
、
地
上
か
ら
見
上
げ
た
明
石
海
峡
大
橋
の
巨
大
な
機
能

美
に
驚
き
、
主
塔
の
上
に
立
つ
と
い
う
文
字
ど
お
り
日
本
の
土
木
技

術
の
上
に
立
つ
感
動
を
20
名
程
度
で
は
あ
る
が
本
物
に
触
れ
る
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

5
．
ま
と
め

生
徒
た
ち
が
橋
の
よ
う
な
社
会
資
本
を
見
る
目
を
ど
れ
だ
け
豊
か

に
育
む
こ
と
が
で
き
た
か
と
い
う
点
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
が
日
常
生
活
の
中
で
接
す
る
イ
ン
フ
ラ
を

「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
、
そ
の
背
後
に
あ
る
技
術
や
人
々
の
努
力
、

社
会
的
な
役
割
へ
の
理
解
も
学
び
の
範
囲
と
し
て
授
業
実
践
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

38



私の研究・私の授業

私の研究・私の授業

国
際
学
院

個
別
最
適
な
学
び
を
目
指
す 

同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
の
探
究
型
学
習

教
諭 

荒あ
ら

谷た
に

　
達た
つ

彦ひ
こ

国
際
学
院
開
校
当
時
の
探
究
型
学
習
と
今

現
在
、
本
校
で
「
探
究
」
と
い
う
言
葉
は
年
間
６
つ
の
教
科
横
断

的
な
テ
ー
マ
を
探
究
す
るU

nit of Inquiry
（
以
下
、
Ｕ
Ｏ
Ｉ
）

の
授
業
と
、
６
年
生
が
探
究
型
学
習
の
集
大
成
と
し
て
個
人
で
テ
ー

マ
を
決
め
探
究
す
るPYP Exhibition

（
以
下
、Exhibition

）

の
２
つ
の
場
面
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
際
学
院
が
開
校
し
た
当
時
、

現
在
認
定
さ
れ
て
い
る
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
に
一
条
校
で
認
定
さ
せ
て

い
る
学
校
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
学
年
で
実
施
す

る
Ｕ
Ｏ
Ｉ
を
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
毎
年
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、

現
在
の
形
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
に
は
、
６
年
生
で
探

究
の
サ
イ
ク
ル
が
作
ら
れ
、
現
在
で
は
全
学
年
が
探
究
を
進
め
る
上

で
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Exhibition

に
つ
い
て
は
２
０
１
４
年
度
末
に
６
年
生
が
一
条

校
と
し
て
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。
以
降
、
そ
れ
を
毎
年
見
直
し
な

が
ら
積
み
重
ね
て
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
他
校
が
参
考
に
し

た
い
と
見
学
に
訪
れ
る
ほ
ど
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１

８
年
度
か
ら
は
児
童
が
お
客
さ
ん
と
対
話
し
な
が
ら
進
め
る
形
へ
と

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
ま
し
た
。
原
稿
通
り
に
発
表
し
質
疑
応
答
を
行
な

っ
て
決
ま
っ
た
時
間
に
終
わ
る
よ
う
な
発
表
者
主
体
の
一
方
的
な
発

表
を
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
深
い
テ
ー
マ
の
理
解
と
高
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
求
め
ら
れ
る
対
話
型
の
発
表
こ
そ
が
、
将
来
必

要
な
ス
キ
ル
を
育
む
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
そ
の
当
時
、
小
学
校
で

Exhibition

の
よ
う
な
児
童
が
自
ら
の
興
味
関
心
や
問
題
意
識
か

ら
テ
ー
マ
を
決
め
て
個
人
で
「
探
究
」
す
る
教
育
ス
タ
イ
ル
を
実
施

し
て
い
る
学
校
は
ほ
と
ん
ど
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
特
別

な
教
育
を
や
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
し
た
。

本
校
開
校
か
ら
14
年
が
経
っ
た
今
、「
探
究
」
と
い
う
言
葉
は
当
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た
り
前
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
探
究
型
学
習
を
実
践
し
て
い
る
学
校
は

多
数
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
高
校
で
は
総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
み

な
ら
ず
、
教
科
内
に
属
す
る
探
究
関
連
の
科
目
が
あ
り
、
小
学
校
で

は
愛
知
県
瀬
戸
市
に
あ
る
瀬
戸
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｎ
学
園
初
等
中
等
部
に
お

い
て
小
学
１
年
生
か
ら
個
人
で
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
探
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
東
京
都
の
葛
飾
区
立
東
金
町
小
学
校
で
は
３
年
生
か

ら
個
人
探
究
を
実
施
し
て
お
り
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
は
東
京
都
渋

谷
区
の
公
立
小
中
学
校
で
、
探
究
「
シ
ブ
ヤ
未
来
科
」
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
午
後
の
授
業
時
間
を
中
心
に
子
ど
も
主
体
の
探
究
の
学
び
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

「
探
究
」
が
当
た
り
前
と
な
っ
た
今
、
15
年
目
を
迎
え
た
本
校
が

更
に
探
究
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
長
と
し
て
掲
げ
る
た
め
に
は
何
が

必
要
に
な
る
の
か
。
こ
の
４
月
か
ら
私
が
受
け
持
つ
６
年
生
で
実
践

し
て
い
る
内
容
と
、
そ
の
成
果
や
更
な
る
課
題
に
つ
い
て
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

「
個
別
最
適
な
学
び
」
を
目
指
し
た
現
在
の
取
り
組
み

２
０
２
１
年
１
月
に
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
「『
令
和
の
日
本

型
学
校
教
育
』
の
構
築
を
目
指
し
て
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
答
申
を

読
ん
だ
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
４
月
か
ら
私
が
意
識
し
て
い
る
「
探
究
型
学
習
」
を
通
し
て
、

答
申
で
示
さ
れ
た
「
指
導
の
個
別
化
」
と
「
学
習
の
個
性
化
」
に
分

け
て
整
理
さ
れ
て
い
る
「
個
別
最
適
な
学
び
」
を
目
指
し
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

「
指
導
の
個
別
化
」
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
Ｏ
Ｉ
を
含
め
た
担
当
す
る

授
業
で
、
め
あ
て
と
授
業
で
の
到
達
目
標
で
あ
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
学
習
目

標
が
明
確
に
な
り
、
指
導
や
支
援
と
評
価
を
一
体
化
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
話
す
・
聞
く
・
読
む
・
書
く
等
の
表
現
を
す
る
授
業
で
は
、

教
師
の
持
っ
て
い
る
基
準
と
児
童
の
理
解
に
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
◯
◯
を
説
明
し
よ
う
」
と
い
う
め
あ
て
で
あ
れ
ば
、

説
明
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
児
童
の
到
達
目
標
を
具
体

化
し
、
教
師
と
児
童
が
共
通
理
解
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
る
こ
と
で
、
児
童
は
自
分
の
学
習
状
況
を
客
観
的

に
把
握
し
、
次
の
学
習
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
教
師
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
て
、
児
童
の
学
習
状
況
を

評
価
し
、
個
別
の
指
導
や
支
援
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

年
度
始
め
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
、
児
童
の
授
業
に
対
す
る

学
習
意
欲
が
高
ま
り
、
ど
う
す
れ
ば
「
よ
り
深
い
表
現
」
が
で
き
る

か
を
考
え
る
児
童
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
児
童
同
士
の
会
話
で
は
足

り
な
い
点
や
更
に
良
く
な
る
点
な
ど
を
、
こ
ち
ら
が
意
図
し
て
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
な
い
中
で
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

「
学
習
の
個
性
化
」
に
つ
い
て
は
、Exhibition

自
体
が
そ
の
取

り
組
み
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
は
児
童
自
ら
が
め
あ
て
と
ル
ー
ブ
リ
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私の研究・私の授業

ッ
ク
を
設
定
し
、
授
業
後
は
や
っ
た
こ
と
、
で
き
た
こ
と
、
で
き
な

か
っ
た
こ
と
、
次
や
る
こ
と
の
４
観
点
で
ふ
り
か
え
り
を
行
い
ま
す
。

Exhibition

は
自
分
で
創
り
上
げ
る
授
業
で
、
教
師
は
「
伴
奏
者
」

と
し
て
、
声
を
か
け
た
り
相
談
に
乗
っ
た
り
す
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

児
童
自
身
が
何
を
目
指
し
、
ど
こ
ま
で
到
達
し
た
の
か
、
何
が
で
き

た
／
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
要
因
は
何
な
の
か
。
そ
う
い
っ
た

授
業
や
自
分
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
メ
タ
認
知
や
自
己
調
整
力
、

そ
し
て
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
っ
た
自
己
管
理
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
６
月
か
ら
は
Ｕ
Ｏ
Ｉ
の
授
業
で
も
毎
回
児
童

が
ふ
り
か
え
り
を
書
い
て
お
り
、
徐
々
に
ふ
り
か
え
り
を
「
課
さ
れ

た
課
題
」
か
ら
「
自
分
の
た
め
の
も
の
」
と
認
識
す
る
児
童
が
増
え
、

学
習
に
対
す
る
主
体
性
が
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
取
り
組
み
も
真
新
し
い
も
の
で
は
な
い
で
す
が
、
主
体

的
で
よ
り
深
い
探
究
の
実
現
を
目
標
に
取
り
組
み
、
少
し
ず
つ
成
果

が
出
て
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題�

～
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
ス
キ
ル
向
上
～

前
述
は
短
期
的
な
取
り
組
み
と
し
て
４
月
か
ら
す
ぐ
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
す
が
、
中
長
期
的
な
も
の
と
し
て
は
、
Ｕ
Ｏ
Ｉ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
が
示
す

A
pproaches to Learning

（
以
下
、
Ａ
Ｔ
Ｌ
）
と
呼
ば
れ
る
ス

キ
ル
の
系
統
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
向
上
で
す
。

Ｕ
Ｏ
Ｉ
の
授
業
は
学
習
指
導
要
領
の
中
で
も
生
活
科
、
社
会
科
、

理
科
を
組
み
込
ん
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
ど
の
単
元
に
も
関

わ
っ
て
く
る
の
が
国
語
科
の
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」
で

す
。
話
す
・
聞
く
・
書
く
・
読
む
こ
と
の
汎
用
的
な
資
質
・
能
力
を

Ｕ
Ｏ
Ｉ
に
組
み
込
み
、
文
脈
の
あ
る
教
科
横
断
的
な
場
面
で
活
か
す

こ
と
で
、
資
質
・
能
力
が
ど
う
い
っ
た
場
面
で
活
用
で
き
る
か
を
児

童
が
実
感
し
、
そ
れ
をExhibition

で
自
由
に
発
揮
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
Ａ
Ｔ
Ｌ
に
お
け
る
「
思
考
、
社
会
的
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
自
己
管
理
、
リ
サ
ー
チ
」
の
５
つ
の
ス
キ
ル
は
、
探
究
の
み
な

ら
ず
学
ん
で
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
学
習
指
導

要
領
で
学
習
の
基
盤
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
言
語
能
力
、
情
報
活

用
能
力
、
問
題
発
見
・
解
決
能
力
等
に
含
ま
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
そ
の
た
め
、
教
科
や
Ｕ
Ｏ
Ｉ
を
通
し
て
系
統
的
に
身
に
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
い
「
探
究
型
学
習
」
の

実
現
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

歴
史
あ
る
同
志
社
の
法
人
内
学
校
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
教

育
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
質
の
高
い
教
育
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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当
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
並
び
に
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

採
録
記
事
に
つ
い
て
も
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
覧

い
た
だ
け
る
。

１
．
基
調
講
演
の
概
要 �

１
．
１ 

学
校
法
人
早
稲
田
大
学
：
田
中
愛
治
総
長
に
よ
る
講
演

田
中
総
長
は
、「
早
稲
田
大
学
が
目
指
す
大
学
の
姿　
世
界
で
輝

くW
A

SED
A

」
と
題
し
、
同
大
学
が
国
内
外
で
リ
ー
ダ
ー
を
輩

出
す
る
た
め
の
教
育
理
念
を
述
べ
ら
れ
た
。
講
演
で
は
、
三
大
学
の

創
立
者
に
共
通
す
る
理
念—

す
な
わ
ち
学
問
・
研
究
を
通
じ
た
社
会

貢
献
の
精
神
が
強
調
さ
れ
、
特
に
「
健
全
な
野
党
を
支
え
、
国
民
形

成
に
寄
与
す
る
」
考
え
方
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
基

礎
教
育
の
柱
と
し
て
日
本
語
、

英
語
、
数
学
、
統
計
、
情
報

科
学
を
挙
げ
、
答
え
が
存
在

し
な
い
複
雑
な
問
題
に
対
峙

す
る
た
め
の
教
育
の
効
率
性

を
追
求
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ

た
。

２
０
２
５
年
5
月
17
日
（
土
）、
同
志
社
大
学
今
出
川
校
地
寒
梅

館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
６
０
９
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン

視
聴
者
は
常
時
２
０
０
名
程
度
あ
っ
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
を
記
念
し
、
私

学
の
根
幹
を
な
す
建
学
の
精
神
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

私
学
教
育
の
在
り
方
や
人
材
育
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
早
稲
田
、

慶
應
、
同
志
社
の
各
大
学
が
共
に
議
論
す
る
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
多
様
な
視
点
か

ら
現
代
教
育
の
課
題
や
未
来
へ
の
展
望
が
語
ら
れ
、
参
加
者
に
と
っ

て
非
常
に
有
益
な
議
論
の
場
と
な
っ
た
。

特別
寄
稿

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

同
志
社
・
慶
應
・
早
稲
田
が
考
え
る
教
育

の
未
来　

～
私
学
の
役
割
と
人
材
育
成
～

主
催
：
朝
日
新
聞
社　

共
催
：
学
校
法
人
同
志
社

学校法人早稲田大学総長　田中 愛治氏
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特別寄稿

１
．
２ 

学
校
法
人
慶
應
義
塾
：
伊
藤
公
平
塾
長
に
よ
る
講
演

伊
藤
塾
長
は
、
今
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
人
材
像
と
し
て
「
志
」

を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
語
ら
れ
た
。
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
者
が

自
ら
の
「
学
ぶ
こ
と
」
を
再
認
識
し
、
主
体
的
に
時
間
を
確
保
し
て

学
び
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
提
案
。
具
体
例
と
し
て
、

福
沢
諭
吉
が
14
、
15
歳
で
本
を
読
み
、
19
歳
で
蘭
学
を
学
び
、
20
歳

で
適
塾
に
入
塾
、
23
歳
で
蘭
学
塾
を
開
設
、
24
歳
で
英
語
に
取
り
組

ん
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹
介
し
、「
志
」

を
醸
成
す
る
た
め

の
時
間
の
重
要
性

を
説
か
れ
た
。

１
．
３ �

学
校
法
人
同
志
社
：
八
田
英
二
総
長
・
理
事
長
に
よ

る
講
演

八
田
総
長
は
、
同
志
社
教
育
の
特
徴
と
し
て
「
夢
」
を
「
志
」
に

転
換
す
る
良
心
教
育
の
意
義
を
強
調
さ
れ
た
。
同
大
の
教
育
理
念
は

「
知
育
・
徳
育
・
体
育
」
の
三
位
一
体
に
基
づ
く
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
人
材
育
成
に
あ
り
、
こ
れ
を
象
徴
す
る
同
志
社
の
徽
章
や
小
学
校

の
校
歌
に
そ
の
根
幹
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
幼
稚
園
か
ら

大
学
・
大
学
院
に
至
る
一
貫

教
育
の
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た

好
循
環
―
す
な
わ
ち
、
良
心

教
育
を
受
け
た
学
生
が
社
会

で
「
地
の
塩
、
世
の
光
」
と

し
て
活
躍
し
、
次
世
代
に
も

同
志
社
教
育
を
望
む
環
境
を

構
築
す
る
こ
と
―
が
、
同
志

社
の
未
来
像
と
し
て
描
か
れ

た
。２

．
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン �

基
調
講
演
後
、
事
前
に
募
集
さ
れ
た
質
問
を
も
と
に
、
以
下
の
7

つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
大
幅
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

①�

各
校
の
取
り
組
み
や
課
題
の
再
確
認　
基
調
講
演
を
踏
ま
え
、
各

大
学
の
取
り
組
み
の
共
通
点
と
個
別
の
課
題
が
議
論
さ
れ
、
教
育

体
制
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。

②�

学
部
教
育
と
新
し
い
学
部
設
置
へ
の
取
り
組
み　
デ
ー
タ
科
学
の

導
入
な
ど
、
学
部
横
断
的
な
根
拠
あ
る
議
論
を
実
現
す
る
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
、
各
校
で
学
部
教
育
の
質
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

③�

私
学
の
社
会
的
役
割　
国
際
競
争
力
の
向
上
や
国
民
形
成
に
果
た

す
役
割
に
つ
い
て
、
各
校
の
事
例
と
と
も
に
私
学
の
意
義
が
論
じ

学校法人慶應義塾長　伊藤 公平氏

学校法人同志社総長・理事長　八田 英二
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た
。
福
沢
諭
吉
の
世
界
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方

を
引
き
合
い
に
出
し
、
国
際
的
な
視
野
を
持
つ
人
材
育
成
に
尽
力

す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

・�

同
志
社
の
八
田
総
長
・
理
事
長
は
、
同
志
社
の
創
立
の
背
景
に
あ

る
資
金
調
達
や
「
志
」
に
よ
る
教
育
の
重
要
性
を
語
る
と
と
も
に
、

「
夢
」
は
将
来
の
一
時
的
な
幸
福
で
あ
る
の
に
対
し
、「
志
」
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
他
者
や
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
の
根
本
的
な
価
値

で
あ
る
と
強
調
し
た
。

（
3
者
は
国
公
立
大
学
と
私
学
と
の
違
い
に
つ
い
て
）

・�

田
中
総
長
は
、
私
学
が
日
本
の
大
学
生
の
約
80
％
を
担
う
以
上
、

建
学
の
精
神
を
厳
守
し
、
国
際
的
な
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
の

教
育
が
必
要
だ
と
述
べ
た
。

・�

伊
藤
塾
長
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
の
例
を
挙
げ
、
国
公
立

と
私
学
の
バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
、さ
ら
に
「
安
か
ろ
う
悪
か
ろ
う
」

か
ら
の
脱
却
を
訴
え
、
国
公
私
に
お
け
る
個
人
負
担
が
鍵
で
あ
る

と
指
摘
が
あ
っ
た
。

・�

八
田
総
長
・
理
事
長
は
、
国
庫
か
ら
の
私
学
助
成
が
限
ら
れ
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
収
容
定
員
に
応
じ
た
教
員
数
の
問
題
な
ど
、

私
学
運
営
に
お
け
る
課
題
点
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
。

３
．
総
括
と
今
後
の
展
望 �

基
調
講
演
お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
三
大
学

ら
れ
た
。

④�
少
子
化
へ
の
対
応　
少
子
化
が
深
刻
化
す
る
中
、
教
育
の
充
実
や

就
学
支
援
、
そ
し
て
大
学
の
経
営
体
制
の
見
直
し
と
い
っ
た
課
題

へ
の
対
応
策
が
議
論
さ
れ
た
。

⑤�

格
差
と
就
学
支
援
制
度　
教
育
格
差
是
正
の
た
め
の
施
策
や
、
国

公
私
立
の
連
携
の
あ
り
方
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
質
の
高
い
教
育
環

境
の
構
築
に
向
け
た
提
言
が
行
わ
れ
た
。

⑥�

人
材
育
成
と
未
来
へ
の
展
望　
留
学
経
験
や
国
際
感
覚
の
重
要
性
、

ま
た
早
期
か
ら
の
大
学
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
な
ど
、
未

来
の
人
材
育
成
に
向
け
た
各
校
の
具
体
的
な
施
策
が
述
べ
ら
れ
た
。

⑦�

大
学
の
国
際
化　
世
界
へ
の
視
点
を
持
っ
た
教
育
の
推
進
や
、
海

外
経
験
を
通
じ
た
視
野
拡
大
の
効
果
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
主
な
発
言
）

・�

早
稲
田
の
田
中
総
長
は
学
部
教
育
の
枠
を
超
え
て
デ
ー
タ
科
学
の

導
入
な
ど
、
根
拠
に
基
づ
い
た
議
論
が
で
き
る
体
制
作
り
の
重
要

性
を
強
調
。
ま
た
、
一
度
は
留
学
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
日
本
と

海
外
と
の
視
点
の
違
い
を
肌
で
感
じ
、
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
意
義
に
触
れ
た
。

・�

慶
應
の
伊
藤
塾
長
は
、
大
学
院
の
拡
充
や
、
ダ
ブ
ル
メ
ジ
ャ
ー
、

さ
ら
に
は
高
校
2
年
生
か
ら
の
早
期
大
学
入
学
制
度
な
ど
、
時
間

を
有
効
に
活
用
し
た
本
質
的
な
高
等
教
育
実
現
の
必
要
性
を
述
べ
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特別寄稿

い
ず
れ
も
創
立
者
の
建
学
の
精
神
を
共
有
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
ア
プ
ロ
ー
チ
や
重
点
に
お
い
て
特
徴
的
な
視
点
を
示
し
た
。

・�
早
稲
田
は
、
デ
ー
タ
科
学
の
活
用
や
留
学
を
通
じ
た
国
際
感
覚
の

醸
成
を
推
進
し
、

・�

慶
應
は
、
時
間
を
か
け
た
本
質
的
な
高
等
教
育
の
実
現
と
、
早
期

か
ら
の
学
び
の
充
実
に
挑
戦
し
、

・�

同
志
社
は
、
夢
と
志
の
転
換
を
核
と
し
た
良
心
教
育
を
重
視
す
る

こ
と
で
、
好
循
環
を
目
指
し
て
い
る
。

各
校
と
も
、
体
系
的
な
教
育
改
革
や
国
際
化
、
小
・
中
・
高
・
大

学
・
大
学
院
に
至
る
一
貫
教
育
の
在
り
方
な
ど
、
未
来
の
人
材
育
成

と
私
学
の
社
会
的
役
割
を
再
定
義
す
る
試
み
が
見
受
け
ら
れ
た
。
本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
教
育
界
に
お
け
る
共
通
の
理
念
と
多
様
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
確
認
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
今
後
の
政
策
づ
く
り
や

大
学
運
営
に
対
し
て
も
大
き
な
示
唆
を
与
え
た
と
い
え
る
。

４
．
結
語 �

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
3
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
伝
統

に
根
ざ
し
な
が
ら
も
、
未
来
の
教
育
環
境
や
社
会
に
お
け
る
役
割
に

つ
い
て
鋭
い
洞
察
を
示
し
た
。
参
加
者
は
、
私
学
が
担
う
教
育
の
使

命
、
国
際
化
や
質
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
、
そ
し
て
「
志
」
に

よ
る
人
材
育
成
と
い
う
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
こ

れ
か
ら
の
教
育
の
可
能
性
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

も
、
各
大
学
の
取
り
組
み
が
連
携
・
発
展
し
、
日
本
全
体
の
教
育
レ

ベ
ル
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
学
校
法
人
同
志
社　
法
人
事
務
部　
　
　

 

創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
事
務
室
）

45



コラム・エッセイ

世
界
的
な
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
め

ぐ
っ
て
、
特
に
日
本
国
内
で
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
（
プ
ラ

ご
み
問
題
）」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の
海
外
で
の
報
道
や
研
究
で
は
、「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
汚
染（Plastic Pollution
）」が
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
表
現
の
違
い
に
よ
っ
て
、
問
題
の
感
じ
方
は
大
き
く
異

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
代
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
で
す
が
、
多
く
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
も
私
た
ち
に
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
ポ
イ
捨
て
や
大
量
に
流
れ
着
い
た
ご
み
が
町

や
海
岸
の
景
観
を
悪
化
さ
せ
た
り
、
生
き
物
の
命
を
奪
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
」
と
い
う
時
に
は
、
そ
う
し

た
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
問
題
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
が
波
の
力
や
紫
外
線
に
よ
り
粉
々
に
な
っ
た
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
タ
イ
ヤ
か
す
や
化
学
繊
維
の
ほ
こ
り
が
無
数
に
空
気
中
や
水
中

を
漂
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
い
は
熱
や
力
を
受
け
て
容
器
か
ら
剥
離
し

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
が
食
品
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

ご
く
微
細
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
呼
吸
や
消
化
を
通
じ
て
ヒ
ト
の
血
液

中
に
も
取
り
込
ま
れ
、
生
殖
能
力
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
、
心

臓
発
作
や
脳
卒
中
、
認
知
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
も
疑

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
を
み
る
と
、
も
は
や
「
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
問
題
」
と
い
う
よ
り
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
」
と
い
う

べ
き
状
況
で
あ
る
と
誰
も
が
感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
本
国
内
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
産
業
は
重
要
な
産
業
の
一
つ
で

す
。
海
外
の
研
究
を
中
心
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
」
と
い
う
用
語

が
使
わ
れ
始
め
た
頃
、
特
定
の
産
業
を
敵
視
す
る
よ
う
な
表
現
は
か

え
っ
て
対
策
を
遅
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
声
も
あ
っ
て
、

行
政
の
み
な
ら
ず
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
間
で
す
ら
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
」
と

い
う
こ
と
ば
を
避
け
て
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
」
と
い
う
表

現
を
使
い
続
け
て
き
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
は
、
そ
の
問
題
の
構
造
が
き
わ
め
て
複
雑
で
、

何
か
ひ
と
つ
の
方
法
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
個
人
か

ら
国
際
的
な
レ
ベ
ル
ま
で
、
正
確
な
情
報
に
も
と
づ
い
た
「
価
値
の

共
有
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
と
ば
を
正
し
く
使

う
こ
と
は
、
問
題
を
的
確
に
捉
え
、
社
会
と
共
有
す
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
で
あ
る
と
、
研
究
を
進
め
る
中
で
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
」
と
い
う
こ
と
ば

経
済
学
部
准
教
授 

原は
ら
田だ

　
禎さ
だ
夫お

大
学
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コラム・エッセイ

今
年
五
月
公
開
の
映
画
『
岸
辺
露
伴
は
動
か
な
い 

懺
悔
室
』
の

な
か
で
、
主
人
公
の
人
気
マ
ン
ガ
家
・
岸
辺
露
伴
は
自
ら
の
作
品
を

「
芸
術
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
強
い
憤
り
を
表
明
し
て
い
る
。
曰
く
、

「
こ
の
岸
辺
露
伴
が
芸
術
家
を
気
取
っ
て
漫
画
を
描
い
て
い
る
と
思

う
の
か
」。
高
橋
一
生
演
じ
る
実
写
版
の
露
伴
に
は
原
作
マ
ン
ガ
と

は
い
く
ら
か
異
な
る
部
分
も
あ
る
の
だ
が
、
と
も
あ
れ
不
遜
に
し
て

天
才
的
な
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
と
っ
て
、
マ
ン
ガ
は
あ
く
ま
で
マ

ン
ガ
と
し
て
評
価
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
ら
し
い
。
一
部
の
専
門

家
で
は
な
く
多
数
の
読
者
の
た
め
に
描
く
の
だ
と
語
る
そ
の
態
度
に

は
、
大
衆
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
矜
持
が
示
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
世
紀
の
日
本
に
お
い
て
、
マ
ン
ガ
は
長
ら
く
低
級
な
子
供
向

け
の
娯
楽
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
描
き
手
に
と
っ
て
社
会
的
地

位
の
向
上
は
急
務
で
あ
り
、
自
ら
の
作
品
が
「
芸
術
」
や
「
文
学
」

と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
名
誉
だ
っ
た
は
ず
だ
。
実
際
、
一
九
六
〇

年
代
末
ご
ろ
か
ら
マ
ン
ガ
の
芸
術
性
や
文
学
性
を
認
め
る
声
も
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
頃
の
マ
ン
ガ
は
、
よ
り
「
高
尚
」
な
ジ
ャ

ン
ル
か
ら
の
承
認
を
必
要
と
し
て
い
た
。

岸
辺
露
伴
の
セ
リ
フ
は
、
い
ま
や
マ
ン
ガ
と
芸
術
の
関
係
が
か
つ

て
と
は
異
な
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
二
一
世
紀

に
入
っ
て
か
ら
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
そ
の
大
衆
的
な
広
が

り
と
世
界
的
な
評
価
を
背
景
に
独
自
の
地
位
を
築
い
て
き
た
。
も
は

や
他
の
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
権
威
を
借
り
る
必
要
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

マ
ン
ガ
史
の
研
究
者
で
あ
る
私
が
今
年
度
か
ら
本
学
で
教
鞭
を
と
る

こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
変
化
の
結
果
に
違
い
な
い
。
マ

ン
ガ
を
芸
術
や
文
化
の
一
種
と
す
る
見
方
が
一
般
化
し
た
か
ら
こ
そ
、

そ
れ
を
大
学
の
よ
う
な
場
で
扱
う
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

と
す
れ
ば
、
い
や
し
く
も
「
専
門
家
」
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
私

自
身
、
ど
う
や
ら
露
伴
に
怒
ら
れ
る
べ
き
立
場
に
あ
る
よ
う
だ
。
た

し
か
に
、
マ
ン
ガ
を
学
術
的
な
対
象
と
し
て
慎
重
に
取
り
扱
う
こ
と

が
、
大
衆
文
化
の
も
つ
魅
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
じ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
不
安
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
で
も
、
マ
ン

ガ
を
マ
ン
ガ
と
し
て
扱
い
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
や
表
現
の
仕
組
み
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
少
な
か
ら
ぬ
意
義
も
あ

る
と
信
じ
て
い
る
。
た
と
え
学
術
的
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
よ
う
と
も
、

マ
ン
ガ
が
も
つ
独
自
の
力
は
決
し
て
失
わ
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
こ

の
表
現
ジ
ャ
ン
ル
が
日
本
の
近
代
と
と
も
に
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史

は
、「
そ
ん
な
チ
ャ
チ
な
も
ん
じ
ゃ
あ
断
じ
て
」
な
い
の
だ
か
ら
。

「
こ
い
つ
…
今
、「
芸
術
」
と
言
っ
た
か
？
」

表
象
文
化
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
助
教 

陰か
げ
山や
ま

　
涼り
ょ
う

女
子
大
学
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コラム・エッセイ

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
留
学
生
が
理
不
尽
な
目
に
遭
っ
て
い
る
こ
と

が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
国
家
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
状
況
は
こ
れ
で
い

い
の
か
と
憤
り
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
留
学
生
の
心
情

も
思
う
。
国
際
中
・
高
在
職
時
代
、
１
９
９
９
―
２
０
０
０
年
に
学

内
中
高
で
は
お
そ
ら
く
初
め
て
制
度
と
し
て
創
設
し
て
い
た
だ
い
た
、

サ
バ
テ
ィ
カ
ル
期
間
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
育
学
部
大
学
院
修
士

課
程
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ 

＆ 

Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
専
攻
で

学
ん
だ
。
当
時
の
学
費
は
年
間
２
５
０
万
円
ほ
ど
、
ア
パ
ー
ト
の
家

賃
も
15
万
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
給
与
か
ら
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き

た
。
現
在
の
学
費
は
と
調
べ
て
み
る
と
、
25
年
で
お
よ
そ
4
倍
の
１

０
０
０
万
円
越
え
で
あ
る
。
様
々
な
状
況
と
合
わ
せ
て
、
今
な
ら
、

留
学
は
不
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

こ
こ
２
０
年
ほ
ど
、
日
本
で
は
留
学
を
希
望
す
る
学
生
自
体
が
減

少
し
て
い
る
と
い
う
統
計
が
あ
る
。
よ
く
言
わ
れ
る「
内
向
き
志
向
」、

世
界
へ
の
関
心
、
興
味
よ
り
は
、
身
の
周
り
の
生
活
で
精
一
杯
と
い

う
こ
と
も
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
就
職
活
動
へ
の
影
響
、

経
済
的
な
負
担
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
も

し
、
自
分
が
今
大
学
を
目
指
す
年
齢
で
あ
れ
ば
と
想
像
し
、
関
心
を

惹
く
大
学
が
あ
る
。
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
大
学
で
あ
る
。
世
界
７
地
域
（
米

国
、
イ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
、
台
湾
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
イ
ギ
リ

ス
）
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
も
ち
、
半
年
ご
と
に
移
動
し
な
が
ら
４
年
間

を
過
ご
す
と
い
う
。（
２
０
２
４
年
９
月
に
は
東
京
も
滞
在
場
所
と

し
て
追
加
さ
れ
た
。）
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
、
多
様
な
視
点
や
文
化

的
背
景
な
ど
を
理
解
す
る
に
は
と
て
も
魅
力
的
な
環
境
に
映
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
の
二
項
対
立
と
だ
け
は
考
え
た
く
な
い
が
、

一
方
に
あ
る
自
国
中
心
主
義
が
隆
盛
で
あ
る
世
界
が
、
私
た
ち
の
前

に
は
拡
が
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
身
近
な
所
で
も
、
人
が
他
者
を

理
解
し
、
受
け
入
れ
、
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
ま
す
ま
す
難
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
た
だ
、
思
う
こ
と
は
、
自
ら
だ
け
を
正
し
い
存
在
と

考
え
る
こ
と
、
い
わ
ば
自
分
を
絶
対
的
な
正
義
と
と
ら
え
、
他
者
を

間
違
い
だ
と
否
定
す
る
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
の
日
常
か
ら
そ
し
て
世

界
の
紛
争
に
至
る
ま
で
の
最
大
の
要
因
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
自
ら
の
正
し
さ
を
声
高
に
主
張
す
る
こ
と
を
余
り
に
も
目
に

す
る
時
代
、
自
戒
を
込
め
て
、「
裸
の
王
様
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に

生
き
て
い
き
た
い
と
心
よ
り
願
っ
て
い
る
。
肩
の
力
を
抜
い
て
、
自

ら
の
正
し
さ
と
い
う
も
の
を
誇
ら
ず
、
時
に
は
手
放
し
、
落
ち
着
い

て
物
事
を
み
る
こ
と
、
そ
れ
で
こ
そ
、
私
た
ち
は
幸
せ
に
至
る
生
活
、

社
会
、
世
界
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
正
し
さ
」
に
つ
い
て

宗
教
科
教
諭 

中な
か
川が
わ

　
好よ
し
幸ゆ
き

小
学
校
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（新）臨光館 2005年 9月竣工

（同志社大学）

建物案内
no.50

１
９
５
９
年
に
日
本
電
池
株
式
会
社
（
現
・
株
式

会
社 

ジ
ー
エ
ス
・
ユ
ア
サ 

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
の

跡
地
を
購
入
し
、
新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
ま
し
た
。

当
時
の
本
社
社
屋
を
「
臨
光
館
（
り
ん
こ
う
か
ん
）」

と
命
名
し
、
増
築
・
改
造
を
加
え
な
が
ら
活
用
し
て

き
ま
し
た
が
、
社
会
学
部
と
政
策
学
部
の
教
育
が
主

に
展
開
さ
れ
る
新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、（
旧
）
臨
光
館
等
を
解
体
し
、
２
０
０

５
年
９
月
に
（
新
）
臨
光
館
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

（
新
）
臨
光
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
地
上

４
階
、
地
下
１
階
建
て
、
建
築
延
床
面
積
は
８
，
０

３
８
㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
下
に
書
庫
、
１
階
に

学
部
・
研
究
室
事
務
室
、
ゼ
ミ
準
備
室
、
Ｐ
Ｃ
コ
ー

ナ
ー
、
食
堂
、
コ
ピ
ー
室
、
２
・
３
階
に
大
・
中
・

小
教
室
、
情
報
教
室
、
隣
接
す
る
臨
光
館
へ
の
渡
り

廊
下
に
は
ラ
ー
ニ
ン
グ
テ
リ
ア
、
自
習
室
を
備
え
た

学
習
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
渡
り
廊
下

か
ら
は
、
京
都
の
夏
の
夜
空
を
彩
る
五
山
送
り
火
の

大
文
字
が
見
え
、
渡
り
廊
下
の
外
壁
に
は
、
新
島
襄

が
遺
し
た
言
葉
「
諸
君
ヨ
、
人
一
人
ハ
大
切
ナ
リ
」

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

外観

渡り廊下 入口



清心館 2002 年 3 月竣工
（同志社香里中学校・高等学校）

建物案内
no.51

清
心
館
は
、
設
計
を
株
式
会
社
京
都
建
築
事
務
所
、
施

工
を
株
式
会
社
ミ
ラ
ノ
工
務
店
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、
２
０

０
２
年
3
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
、
地
上
2
階
建
て
で
面
積
は
７
３
９
．
３
８
㎡
の
規
模

で
す
。
南
門
通
路
に
沿
っ
た
場
所
に
あ
り
、
高
校
教
室
棟
で

あ
る
尚
志
館
と
は
渡
り
廊
下
で
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
２
０
０
０
年
度
よ
り
高
等
学
校
に
国
際
コ
ー

ス
が
新
設
さ
れ
、
男
子
校
か
ら
共
学
校
に
な
り
ま
し
た
が
、

さ
ら
に
２
０
０
２
年
4
月
か
ら
中
学
校
が
男
女
共
学
化
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
中
高
完
全
共
学
化
が
実
現
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
際
し
て
女
子
生
徒
の
増
加
に
備
え
る
た
め
に
建
設

さ
れ
た
の
が
清
心
館
で
す
。

建
設
当
初
は
1
階
に
中
学
校
1
年
生
専
用
の
教
員
室
、

小
教
室
が
あ
り
、
2
階
に
は
二
段
式
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
式
ロ

ッ
カ
ー
を
配
備
し
た
女
子
更
衣
室
、
付
帯
設
備
と
し
て
洗

面
室
や
シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
１
１
年
4
月
に
同
志
社
香
里
創
立
60
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
内
装
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、

1
階
に
保
健
室
、
相
談
室
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
2
階
に
は

教
職
員
休
憩
室
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

建
物
正
面
の
窓
は
採
光
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
を
考

慮
し
た
ア
ー
チ
型
と
な
っ
て
お
り
、
窓
か
ら
の
景
観
は
東

側
の
森
が
森
林
浴
の
効
果
を
与
え
て
く
れ
、
春
に
は
保
健

室
か
ら
桜
の
花
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
建

物
近
辺
に
は
果
樹
も
植
え
ら
れ
て
お
り
、
生
徒
の
健
康
維

持
に
資
す
る
と
と
も
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
別
室
登
校
な

ど
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
拠
り
所
と

し
て
の
機
能
を
担
っ
た
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。



「
山
岡
家
文
書
」
と
は
、
２
０
２
５
年
2
月
7
日
に

寄
贈
さ
れ
た
、
６
４
６
０
点
の
資
料
群
を
指
す
。

こ
こ
に
登
場
す
る
山
岡
家
は
、
岸
和
田
藩
（
現
在
の

大
阪
府
岸
和
田
市
）
の
上
級
藩
士
の
家
柄
で
、
江
戸
末

期
か
ら
大
正
期
ま
で
の
当
主
で
あ
る
山
岡
尹た

だ
方か
た
を
中
心

に
、
そ
の
息
子
・
邦
三
郎
、
娘
・
登
茂
と
京
、
甥
・
田

中
兎と

毛も

と
鈴
木
左
馬
次
郎
が
初
期
の
同
志
社
に
関
係
し

て
い
る
（
詳
し
く
は
第
19
回
同
志
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画

展
展
示
図
録
『
近
代
の
夜
明
け
と
キ
リ
ス
ト
教
―
岸
和

田
と
同
志
社
』
参
照
）。
そ
の
交
流
を
示
す
資
料
を
8

年
か
け
て
整
理
し
、
今
春
『
山
岡
家
文
書
目
録
』
を
刊

行
し
た（
同
志
社
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
て
公
開
中
）。

私
学
と
地
域
の
関
係
性
を
紐
解
く
き
っ
か
け
と
な
る

「
山
岡
家
文
書
」
で
あ
る
が
、
整
理
中
に
ひ
と
き
わ
目

を
引
い
た
古
写
真
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
新
島
襄
と
愛

犬
弁
慶
と
さ
れ
て
き
た
写
真
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
同
志
社
に
は
、
写
真
の
複
製
し
か
存
在
せ
ず
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
所
在
や
記
載
情
報
の
有
無
が
問
題
と
な

っ
て
い
た
。
早
速
確
認
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
裏
面
の
印

刷
内
容
か
ら
京
都
の
写
真
師
堀
真
澄
の
名
前
入
り
の
台

紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
他
に
情

─　c o l l e c t i o n   2 2　─

山岡家文書より
古写真「先生ト愛犬」

同志社の逸品

新島襄と犬（裏） 新島襄と犬（表）



報
は
な
い
。
被
写
体
が
新
島
と
犬
と
い
う
こ
と
だ
け
が
わ
か
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
写
真
が
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
新
島
の

伝
記
と
考
え
ら
れ
る
。
新
島
の
同
僚
Ｊ
．
Ｄ
．
デ
イ
ヴ
ィ
ス

が
１
８
９
１
年
に
出
版
し
た
英
語
と
日
本
語
（
村
田
勤
・
松

浦
政
泰
合
訳
）
の
伝
記
『
新
島
襄
先
生
伝
』
の
う
ち
、
１
９

０
３
年
に
補
正
再
版
し
た
日
本
語
の
伝
記
『
新
島
襄
先
生
伝
』

（
山
本
美
越
乃
訳
補
）
に
、
こ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
（
１
４

２
―
１
４
３
頁
の
間
に
掲
載
）。
写
真
の
タ
イ
ト
ル
は
「
先
生

ト
愛
犬
」
で
あ
る
。

こ
の
写
真
が
新
島
の
愛
犬
弁
慶
と
紹
介
し
た
文
献
に
『
現

代
語
で
読
む
新
島
襄
』（
２
０
０
０
年
）
が
あ
る
。
コ
ラ
ム
の

1
つ
と
し
て
「
10
愛
犬
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
（
61
頁
）、
犬

種
が
ビ
ー
グ
ル
で
名
前
が
弁
慶
号
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
根
拠
と
し
て
中
村
栄
助
や
鈴
木
彦
馬
の
手
紙
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

中
村
の
場
合
、
１
８
８
７
年
1
月
10
日
付
の
書
簡
の
追
伸

に
あ
た
る
箇
所
に
「
犬
ハ
オ
ト
ナ
シ
ク
致
居
候
哉
御
尋
申
上

候
」（『
新
島
襄
全
集
』
第
3
巻
、
４
３
６
頁
）
と
い
う
一
文

だ
け
が
独
立
し
て
あ
る
。
新
島
が
気
持
ち
を
寄
せ
た
犬
が
い

た
こ
と
は
わ
か
る
が
、
新
島
の
飼
い
犬
か
、
中
村
の
飼
い
犬
か
、

判
断
で
き
な
い
。
鈴
木
の
場
合
は
、
同
年
6
月
12
日
付
の
手

紙
に
「
小
犬
ベ
ン
ケ
ー
ヲ
注
意
、門
外
ニ
出
サ
ル
様
ニ
、御
バ
ゝ

様
ニ
宜
シ
〔
ク
〕
申
上
候
」（
同
右
、
４
６
６
頁
）
と
あ
る
。

名
前
は
カ
タ
カ
ナ
で
あ
る
。

も
う
1
点
、
コ
ラ
ム
で
は
福
士
成
豊
宛
新
島
八
重
書
簡
に

「
弁
慶
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
書

簡
全
文
及
び
そ
の
解
説
を
見
る
限
り
、
こ
こ
で
言
及
し
て
い

る
「
弁
慶
」
は
犬
で
は
な
く
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
。
こ
の

手
紙
の
受
取
人
で
あ
る
福
士
本
人
が
説
明
す
る
に
は
、
新
島

の
永
眠
を
知
っ
て
気
が
滅
入
っ
た
と
こ
ろ
で
「
古
武
士
の
弁

慶
が
如
何
な
る
事
に
も
泣
か
な
か
っ
た
こ
と
を
思
ひ
出
し
、

我
と
心
を
取
り
直
す
た
め
に
」、「
弁
慶
は
如
何
に
せ
し
や
」

と
余
白
に
書
い
た
と
説
明
し
て
い
る（
根
岸
橘
三
郎『
新
島
襄
』

警
醒
社
、
１
９
２
３
年
、
１
８
８
―
１
８
９
頁
）。

こ
の
よ
う
に
、
資
料
を
確
認
し
て
い
く
と
、
新
島
家
で
ベ

ン
ケ
ー
（
漢
字
不
明
）
と
呼
ば
れ
た
犬
種
不
明
の
小
犬
を
飼

っ
て
い
た
こ
と
だ
け
が
わ
か
る
。
さ
ら
な
る
事
実
関
係
を
把

握
す
る
た
め
に
今
後
も
資
料
調
査
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

（
大
学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）

同志社の逸品
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比
較
の
な
か
の
韓
国
政
治

浅あ
さ

羽ば 

祐ゆ
う

樹き

（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル 

地
域
文
化
学
部
教
授
）
著

韓
国
政
治
を
比
較
政
治
制
度
論
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
概
説
書
で
あ
る
。
憲
法
、

大
統
領
制
、
議
会
制
度
、
選
挙
制
度
、
政
党
シ
ス
テ
ム
、
司
法
制
度
、
中
央
・
地
方

間
関
係
、
メ
デ
ィ
ア
、
社
会
運
動
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
階
級
、
外
交
安
保
、
国
民
／
民

族
、
政
治
経
済
を
網
羅
し
た
、
韓
国
と
い
う
「
国
の
か
た
ち
」「
憲
政
史
」
に
関
す

る
「
取
扱
説
明
書
」
で
あ
る
。
特
に
、
大
法
院
（
最
高
裁
判
所
）
と
憲
法
裁
判
所
と

い
う
「
２
つ
の
司
法
」
に
つ
い
て
司
法
政
治
論
の
観
点
か
ら
分
析
し
、
そ
の
「
注
釈

書
」「
判
例
集
」
を
提
供
し
た
。

「
比
較
政
治
学
者
の
Ｓ
・
Ｍ
・
リ
プ
セ
ッ
ト
は
「
ひ
と
つ
の
国
し
か
知
ら
な
い
と

い
う
こ
と
は
そ
の
国
に
つ
い
て
も
何
も
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
同
じ
こ
と
で
あ
る

（Those w
ho know

 only one country know
 no country

）」
と
い
う
警

句
を
残
し
た
。
韓
国
に
つ
い
て
単
一
事
例
研
究
を
お
こ
な
う
場
合
で
も
、
多
国
間
比

較
や
時
系
列
比
較
と
い
っ
た
比
較
の
枠
組
み
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
初
め
て
、

そ
の
事
例
の
特
異
性
や
一
般
性
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」（
３
２
４

～
５
頁
）

「
と
き
に
「
不
可
解
に
」
映
る
言
動
も
、
そ
の
世
界
の
人
々
に
と
っ
て
は
そ
れ
な

り
に
「
合
理
的
」
で
あ
る
…
地
域
研
究
の
使
命
と
醍
醐
味
は
、
そ
う
し
た
地
域
特
有

の
「
現
地
語
」
と
、ア
カ
デ
ミ
ア
の
「
普
遍
語
」、さ
ら
に
は
一
般
読
者
の
「
日
常
語
」

の
あ
い
だ
で
「
翻
訳
・
通
訳
」
を
務
め
る
こ
と
」（
３
２
７
頁
）
で
あ
る
。

「
現
代
政
治
特
殊
講
義
3 (

現
代
韓
国
政
治)

」（
大
学
法
学
部
）
の
講
義
録
（
２

０
２
２
年
度
・
23
年
度
）
が
土
台
に
な
っ
て
い
る
。
教
育
、
研
究
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

の
あ
い
だ
で
「
翻
訳
・
通
訳
」
を
続
け
て
い
き
た
い
。

�

著
者
よ
り

公
教
育
に
お
け
る
運
営
と 

統
制
の
実
証
分
析

田た

中な
か 

宏ひ
ろ

樹き

（
大
学
政
策
学
部
教
授
）
著

教
育
政
策
は
、
10
年
お
き
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
を
経
て
、
大
き
く
様
変
わ
り

を
し
ま
す
。
現
行
の
学
習
指
導
要
領
は
、
児
童
生
徒
を
よ
り
高
次
の
自
律
的
学
習
者

に
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
「
学
び
の
個
別
最
適
化
」
を
謳
い
あ
げ
、
個
人
・
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
探
究
を
軸
と
す
る
学
び
の
深
化
（「
考
え
抜
き
」）
と
、
学
校
と
地
域
と
の

協
働
・
連
携
に
よ
る
教
育
提
供
（「
学
び
超
え
」）
に
よ
っ
て
、
そ
の
具
現
化
を
目
指

そ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
学
習
者
を
主
語
に
政
策
体
系
を
見
直
す
機
運
が
、

教
育
実
践
の
現
場
に
十
分
浸
透
し
て
い
な
い
事
例
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

本
書
は
、
公
教
育
供
給
を
め
ぐ
る
教
育
現
場
で
の
受
容
の
実
態
を
検
証
し
た
実
証

分
析
の
結
果
を
も
と
に
、
公
教
育
の
質
の
向
上
や
学
習
機
会
の
保
障
の
視
点
か
ら
、

政
策
変
容
の
効
果
を
評
価
し
、
公
教
育
に
お
け
る
運
営
・
統
制
の
改
善
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
公
共
経
済
学
の
分
析
枠
組
み
を
手
掛
か
り
に
、
筆
者
な
り
の
見
解
を
提
示

し
た
も
の
で
す
。
日
々
、
政
策
・
制
度
の
変
容
に
向
き
合
う
教
育
実
践
の
現
場
に
と

っ
て
、
教
育
供
給
の
変
容
を
現
場
が
ど
の
よ
う
に
受
容
し
、
ど
の
よ
う
な
帰
結
を
生

ん
で
い
る
の
か
と
い
っ
た
、
政
策
が
教
育
供
給
主
体
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価
検
証
が

重
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
経
済
学
の
視
点
か
ら
そ
こ
に
焦
点
を
あ
て
た
理
論
実

証
分
析
の
蓄
積
は
乏
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
本
書
は
、
そ
こ
を
埋
め
る
べ
く
執

筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
教
育
政
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
腰
を
据
え
て
考
え
て
み
た

い
初
学
者
の
方
に
、
ま
ず
は
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

著
者
よ
り

勁草書房
4,400円（税込）

刊行日 2024年10月20日

有斐閣
2,860円（税込）

刊行日 2024年12月10日

※著者の所属・職名は執筆時のものです。
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W
hy the Bank of Japan 

Has Failed to Conquer 
Deflation in Japan

服は
っ
と
り部 

茂し
げ

幸ゆ
き

（
大
学
商
学
部
教
授
）
著

１
９
９
０
年
代
初
め
に
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た
後
、
日
本
経
済
は
今
に
至
る
長
期
停

滞
に
陥
っ
て
い
る
。
ベ
ン
・
バ
ー
ナ
ン
キ
氏
、
ポ
ー
ル
・
ク
ル
ー
グ
マ
ン
氏
な
ど
世

界
的
に
も
著
名
な
経
済
学
者
も
巻
き
込
ん
で
、
大
き
な
議
論
と
な
っ
た
の
が
日
銀
の

金
融
政
策
だ
っ
た
。
日
本
で
は
、
リ
フ
レ
派
が
日
銀
が
金
融
緩
和
に
よ
っ
て
、
デ
フ

レ
を
解
決
す
れ
ば
、
日
本
経
済
は
復
活
す
る
と
主
張
し
た
。
２
０
１
３
年
に
は
安
倍

晋
三
首
相
の
下
で
、
黒
田
日
銀
が
デ
フ
レ
脱
却
を
目
指
し
て
金
融
政
策
を
実
施
し
た
。

本
書
は
黒
田
日
銀
の
歴
史
的
な
失
敗
の
必
然
性
を
理
論
的
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

あ
る
。

本
書
は
ま
ず
カ
レ
ツ
キ
の
物
価
理
論
と
計
量
分
析
に
よ
っ
て
、
日
本
の
消
費
者
物

価
を
動
か
し
て
い
る
の
は
金
融
政
策
で
は
な
く
、
コ
ス
ト
、
特
に
輸
入
物
価
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
、
輸
入
物
価
が
上
昇
す
る
と
、
実
質
で
賃
金
と
所

得
が
目
減
り
し
、
消
費
が
停
滞
す
る
。
２
０
１
３
年
か
ら
日
銀
副
総
裁
を
務
め
て
い

た
岩
田
規
久
男
氏
は
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
増
加
さ
せ
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
予
想
を
上

昇
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
主
張
に
も
理
論
、
実
証
の
両
面

で
根
拠
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

黒
田
日
銀
は
金
融
政
策
の
力
で
は
、
デ
フ
レ
脱
却
を
は
た
せ
な
か
っ
た
が
、
２
０

２
２
年
か
ら
輸
入
物
価
が
高
騰
し
、
そ
の
後
、
賃
金
が
上
昇
す
る
と
、
物
価
上
昇
率

は
一
時
は
４
％
を
超
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
、
国
民
は
物
価
上
昇
に
よ
り
賃
金
と
所

得
が
目
減
り
し
て
苦
し
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
結
果
は
本
書
の
主
張
を
裏
付
け
て
い

る
。
黒
田
日
銀
の
歴
史
的
失
敗
か
ら
何
を
学
ぶ
の
か
を
経
済
学
は
問
わ
れ
て
い
る
。

本
書
が
こ
の
課
題
に
答
え
ら
れ
た
か
ど
う
か
の
判
断
は
読
者
の
皆
様
に
委
ね
た
い
。

�

著
者
よ
り

図
書
館
を
学
問
す
る

な
ぜ
図
書
館
の
本
棚
は
い
っ
ぱ
い

に
な
ら
な
い
の
か

佐さ

藤と
う 

翔し
ょ
う（

大
学
免
許
資
格
課
程
セ
ン
タ
ー
教
授
）
著

「
Ｑ
．
な
ぜ
図
書
館
の
本
棚
は
い
っ
ぱ
い
に
な
ら
な
い
の
か
。」「
Ａ
．
図
書
館
は

本
を
買
う
だ
け
で
は
な
く
捨
て
て
も
い
る
か
ら
で
す
。
た
だ
し
日
本
の
公
共
図
書
館

全
体
で
は
年
間
１
６
０
０
万
～
２
０
０
０
万
冊
の
本
を
受
け
入
れ
て
い
る
の
に
、
捨

て
て
い
る
の
は
年
間
７
０
０
～
１
０
０
０
万
冊
と
捨
て
る
ペ
ー
ス
が
間
に
合
っ
て
お

ら
ず
、
今
の
ま
ま
な
ら
短
く
見
積
も
っ
て
27
年
後
に
は
図
書
館
は
パ
ン
ク
し
ま
す
。」

「
Ｑ
．
図
書
館
の
本
棚
、
下
の
方
の
段
っ
て
見
づ
ら
い
と
思
う
の
だ
が
、
ど
こ
に

置
い
て
あ
る
か
で
使
わ
れ
や
す
さ
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。」「
Ａ
．
使
わ
れ
や
す
さ
が

ど
れ
く
ら
い
変
わ
る
か
は
検
証
中
で
す
が
、
見
ら
れ
や
す
さ
に
は
段
に
よ
っ
て
著
し

い
差
が
あ
り
ま
す
。
視
線
追
尾
装
置
を
使
っ
て
実
験
し
た
と
こ
ろ
、
6
～
7
段
の
本

棚
で
あ
れ
ば
上
か
ら
4
段
目
く
ら
い
ま
で
に
視
線
の
9
割
前
後
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

最
下
段
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
も
し
最
下
段
に
自
著
が
置
か
れ

て
い
た
ら
、
こ
っ
そ
り
上
の
段
に
入
れ
替
え
て
し
ま
っ
て
は
？
」

実
際
に
は
質
問
も
、
回
答
に
あ
た
る
部
分
も
も
っ
と
長
い
の
で
す
が
、
本
書
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
濃
縮
す
る
と
こ
の
よ
う
な
感
じ
に
な
り
ま
す
。
図
書
館
に
関
す
る
14
の

素
朴
な
疑
問
に
実
証
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
挑
み
、
答
え
ら
れ
た
り
失
敗
し
た
り
す
る

図
書
館
学
者
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
綴
り
ま
し
た
。
素
敵
な
表
紙
の
お
か
げ
も
あ
っ

て
か
、
お
か
げ
さ
ま
で
同
業
者
や
図
書
館
に
限
ら
ず
、
本
好
き
・
読
書
好
き
の
方
等

に
も
多
く
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
他
の
12
の
疑
問
も
気
に

な
る
と
言
う
方
は
、
ぜ
ひ
買
っ
た
り
、
図
書
館
で
借
り
た
り
し
て
見
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
！

�

著
者
よ
り

Springer
15,729円（税込）

刊行日 2024年12月20日

青弓社
2,640円（税込）

刊行日 2024年12月25日
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刑
務
所
に
回
復
共
同
体
を
つ
く
る

毛も
う

利り 

真ま

弓ゆ
み

（
大
学
心
理
学
部
教
授
）
著

本
書
は
筆
者
が
心
理
職
と
し
て
勤
め
た
刑
務
所
の
話
で
す
が
、
テ
ー
マ
は
「
本
当

の
気
持
ち
を
話
す
」
こ
と
と
、「
そ
の
場
を
つ
く
る
こ
と
」
の
大
事
さ
で
す
。
誰
し

も
心
に
傷
を
負
う
体
験
や
気
持
ち
を
聴
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
加
害
行
為
を
し
た
人
と
接
し
て
い
て
思
っ
た
こ
と
は
、
彼
ら
は
声
を
聴

い
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
を
幼
い
頃
か
ら
こ
と
ご
と
く
失
い
、
本
当
の
気
持
ち
を
話
し

て
良
い
と
教
え
て
も
ら
う
体
験
が
極
端
に
少
な
か
っ
た
人
た
ち
だ
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
罪
を
犯
し
た
こ
と
は
本
人
の
責
任
だ
と
し
て
も
、
今
度
は
刑
務
所
の
中
で
「
犯

罪
者
」
と
し
て
再
び
抑
圧
さ
れ
、
説
教
を
さ
れ
、
声
を
出
す
機
会
を
奪
わ
れ
続
け
ま

す
。
そ
う
し
て
、
自
他
を
傷
つ
け
る
の
で
は
な
く
本
当
の
気
持
ち
に
気
付
き
、
言
葉

で
伝
え
、
喧
嘩
し
た
ら
仲
直
り
し
、
相
手
を
赦
し
自
分
の
欠
点
も
赦
す
と
い
う
学
習

の
機
会
を
失
っ
て
い
く
負
の
連
鎖
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
は
、
人
は
自

分
の
し
た
こ
と
に
本
当
に
向
き
あ
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
声
を
聴
く
は

ず
の
支
援
職
も
ま
た
、
そ
の
組
織
構
造
に
呑
ま
れ
自
身
の
声
も
出
せ
な
く
な
っ
て
い

く
現
実
も
あ
り
ま
し
た
。

舞
台
は
２
０
０
８
年
10
月
に
開
所
し
た
官
民
協
働
刑
務
所
「
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復

帰
促
進
セ
ン
タ
ー
」
の
Ｔ
Ｃ
（Therapeutic C

om
m

unity

：
回
復
共
同
体
）

ユ
ニ
ッ
ト
で
、
刑
務
所
の
中
で
「
対
話
の
場
」
を
立
ち
上
げ
る
ま
で
を
書
き
ま
し
た
。

場
所
は
違
え
ど
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
に
は
「
そ
う
い
う
暴
力
的
な
関
わ
り
や
沈
黙
を

強
い
る
雰
囲
気
っ
て
ど
こ
に
で
も
転
が
っ
て
い
る
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
世
界
全
体
を
変
え
ら
れ
な
く
て
も
、
ま
ず
は
自
分
や
自
分
の
周

り
の
人
が
、
安
心
・
安
全
に
本
当
の
気
持
ち
を
話
せ
る
よ
う
に
な
る
に
は
何
が
必
要

な
の
か
、
本
書
を
通
じ
て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

�

著
者
よ
り

青土社
2,860円（税込）

刊行日 2024年12月30日

英
国
女
性
ガ
ー
デ
ナ
ー
物
語

臼う
す

井い 

雅ま
さ

美み

（
大
学
文
学
部
教
授
）
著

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
女
性
と
ガ
ー
デ

ン
に
は
長
い
歴
史
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
女
性
と
ガ
ー
デ
ナ
ー
と
い
う
職
業
に
関
し
て
歴
史
は
短
い
。
女
性
ガ
ー
デ
ナ
ー
の

誕
生
は
、
女
性
の
高
等
教
育
へ
の
門
戸
開
放
、
女
性
参
政
権
運
動
、
そ
し
て
女
性
の
専

門
職
へ
の
参
入
と
同
じ
時
期
に
起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
階
級
と
の
対
峙

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

最
初
に
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
か
ら
、
中
世
修
道
院
の
庭
園
と
女
性
、
荘
園
領

主
の
庭
園
に
関
わ
っ
た
女
主
人
と
女
性
労
働
者
か
ら
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
女
性
の
自

然
科
学
へ
の
目
覚
め
ま
で
を
紹
介
す
る
。
そ
の
上
で
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か

け
て
発
展
し
た
女
性
と
ガ
ー
デ
ン
と
の
関
係
を
、
園
芸
学
の
流
行
、
植
物
学
の
発
展
、

植
物
画
家
の
誕
生
、
そ
し
て
園
芸
雑
誌
の
刊
行
と
ガ
ー
デ
ン
作
家
と
い
う
点
か
ら
論
じ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
運
動
の
流
行
と
、
そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
コ
テ
ー
ジ
ガ
ー
デ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
、
ガ
ー
ト
ル
ー
ド
・
ジ
ー
ギ
ル
と
い
う
女
性

ガ
ー
デ
ナ
ー
の
活
躍
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
世
紀
初
め
か
ら
女
性
高
等
教
育
の
場
と

し
て
の
園
芸
学
校
が
創
設
さ
れ
始
め
、
中
流
階
級
の
女
性
の
間
に
園
芸
学
が
人
気
と
な

り
、
園
芸
教
育
の
基
礎
が
で
き
た
。
園
芸
学
校
は
、
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ン
、
苗
木
栽
培
、

品
種
改
良
、
造
園
作
業
、
生
産
物
の
販
売
、
ガ
ー
デ
ナ
ー
の
監
督
と
指
導
、
そ
し
て
経

営
を
総
合
的
に
学
ぶ
場
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
第
二
次
世
界
大
戦
中

に
は
、
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ラ
ン
ド
・
ア
ー
ミ
ー
が
結
成
さ
れ
て
、
若
い
女
性
た
ち
が
農
作

業
に
従
事
す
る
銃
後
の
守
り
が
組
織
化
さ
れ
、
戦
後
も
女
性
が
農
業
や
園
芸
に
従
事
す

る
可
能
性
を
広
げ
た
。
ま
た
、
一
般
家
庭
の
ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ
ン
か
ら
公
園
地
帯
の
景

観
設
計
に
ま
で
、
女
性
ガ
ー
デ
ナ
ー
が
活
躍
し
始
め
た
。
さ
ら
に
、
ガ
ー
デ
ン
セ
ラ
ピ

ー
が
再
評
価
さ
れ
、
人
種
お
よ
び
民
族
、
性
的
指
向
の
多
様
性
を
表
象
す
る
女
性
ヘ
ッ

ド
ガ
ー
デ
ナ
ー
た
ち
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

英
国
の
女
性
ガ
ー
デ
ナ
ー
の
誕
生
秘
話
を
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
一
般
的
な
趣
味
と
な

っ
た
現
代
に
お
い
て
、
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。�

著
者
よ
り

春風社
2,970円（税込）

刊行日 2024年12月25日
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新 刊 紹 介

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

土つ
ち

屋や 

誠せ
い

司じ

（
大
学
理
工
学
部
教
授
）
著

本
書
は
、
理
系
の
専
門
家
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
教
養
と
し
て
老
若
男
女
が
知
っ

て
お
く
べ
き
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。
大
学
生

だ
け
で
な
く
高
校
生
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
し
て
の
社
会
人
に
も
、
文
系
理
系
を
問

わ
ず
多
く
の
方
が
「
本
質
」
を
理
解
で
き
る
よ
う
、
身
近
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
解
説

し
、
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
国
家
試
験
・
資
格
で
あ
る
Ｉ

Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
や
基
本
情
報
技
術
者
試
験
の
補
助
教
材
と
し
て
も
ご
活
用
い
た
だ
け

ま
す
。

情
報
技
術
の
内
容
に
幼
少
期
か
ら
触
れ
る
こ
と
で
抵
抗
感
を
減
ら
し
、
誰
も
が
ご

く
自
然
に
理
解
し
て
い
る
状
況
と
し
た
い
と
考
え
、
２
０
１
８
年
度
に
人
工
知
能
工

学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
人
工
知
能
な
ら
び
に
関
連
す
る
情
報
技
術
の
研
究

と
普
及・啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、小
学
低
学
年
か
ら
読
め
る
「
Ａ

Ｉ
時
代
を
生
き
抜
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
が
身
に
つ
く
シ
リ
ー
ズ
①
～
⑨
」、

小
学
高
学
年
以
上
を
対
象
と
し
た
「
は
じ
め
て
の
Ａ
Ｉ
」、
中
学
生
以
上
を
対
象
と

し
た
「
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
ロ
ボ
ッ
ト
蜂
：
偉
大
な
発
明
で
た
ど
る
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
と
Ａ
Ｉ

の
歴
史
」、
高
校
に
お
い
て
２
０
２
２
年
度
か
ら
開
始
の
新
科
目
「
情
報
Ⅰ
」、「
情

報
Ⅱ
」
に
準
拠
し
た
「
身
近
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
か
ら
学
ぶ
「
情
報
」
教
室
シ
リ
ー

ズ
①
～
⑤
」
も
出
版
し
て
き
ま
し
た
。

物
事
の
「
本
質
」
と
「
基
本
」
を
理
解
し
さ
え
し
て
い
れ
ば
、
今
後
も
進
む
情
報

化
の
波
に
飲
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
本
書
を
通
じ
て
、
新
し
い
教

養
で
あ
る
情
報
技
術
を
楽
し
み
な
が
ら
理
解
し
、
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

�

著
者
よ
り

糖
と
脂
で
体
は
壊
れ
る

米よ
ね

井い 

嘉よ
し一か
ず（

大
学
生
命
医
科
学
部
教
授
）
著

こ
の
作
品
は
、
私
た
ち
の
主
要
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
糖
化
ス
ト
レ
ス
（
Ｇ
Ｓ
）
に

つ
い
て
、
最
新
の
研
究
成
果
を
一
般
向
け
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
を
す
る
こ
と
を
目

的
に
執
筆
し
ま
し
た
。
一
昔
前
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
「
お
い
し
い
物
は
糖
と
脂
で
で
き

て
い
る
」
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
に
あ
や
か
っ
て
、
過
激
な
タ
イ
ト
ル
に
し
ま
し

た
。
お
陰
様
で
、
こ
れ
ま
で
執
筆
し
た
本
の
中
で
も
っ
と
も
売
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

は
じ
め
に
酸
化
と
糖
化
に
つ
い
て
、
生
体
防
御
の
立
場
か
ら
説
明
し
ま
す
。
酸
化
ス

ト
レ
ス
防
御
に
は
Ｓ
Ｏ
Ｄ
，
カ
ラ
ラ
ー
ゼ
、
ペ
ロ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
が
、
Ｇ
Ｓ
防
御
に
は

ア
ル
デ
ヒ
ド
脱
水
素
酵
素
（G

A
PD

H

を
含
む
）、
グ
リ
オ
キ
サ
ラ
ー
ゼ
が
備
わ
っ

て
い
ま
す
。
肝
臓
や
腎
臓
は
、
細
胞
質
内
蛋
白
の
20
％
以
上
を
こ
れ
ら
の
酵
素
が
占

め
て
お
り
、
Ｇ
Ｓ
か
ら
身
体
を
守
る
守
護
神
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｓ
は
、
ア

ル
デ
ヒ
ド
過
剰
に
よ
っ
て
血
液
中
や
細
胞
内
外
の
蛋
白
質
を
終
末
糖
化
産
物

（A
G

Es

）
に
変
え
る
こ
と
で
、
身
体
に
様
々
な
病
的
変
化
を
起
こ
し
ま
す
。
き
っ

か
け
は
食
後
高
血
糖
（
血
糖
値
ス
パ
イ
ク
）
で
、
続
い
て
連
鎖
反
応
的
に
多
種
類
の

糖
質
由
来
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
産
生
さ
れ
ま
す
。
高
脂
肪
食
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
に
よ
っ
て
血
中
の
脂
肪
酸
濃
度
が
高
ま
る
と
、
脂
肪
酸
由
来
ア
ル
デ
ヒ
ド
が
こ

の
連
鎖
反
応
に
加
わ
る
の
で
、
ま
さ
に
「
糖
と
脂
が
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
身
体
を
蝕

む
！
」
の
で
す
。
研
究
成
果
は
科
学
誌
「N

ature

」
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
記
事
は

紙
面
（
２
０
２
５
年
3
月
13
日
号
）
及
びW

EB

（https://w
w

w
.nature.

com
/articles/d42473-024-00416-5

）
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

�

著
者
よ
り

池田書店
1,760円（税込）

刊行日 2025年1月25日

講談社
3,080円（税込）

刊行日 2025年1月28日
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新 刊 紹 介

精
神
保
健
福
祉
法
入
門

大お
お

谷や 

實み
の
る（

第
17
代
総
長
）
著

前
同
志
社
総
長
の
著
者
は
、
昨
年
に
卒
寿
を
迎
え
ら
れ
た
。
研
究
活
動
は
継
続
し

て
お
ら
れ
て
、「
刑
法
講
義
総
論
新
版
」
の
第
6
版
を
今
年
の
3
月
に
刊
行
さ
れ
て

い
る
。

本
書
は
、
永
年
に
わ
た
っ
て
著
者
が
取
り
組
ま
れ
て
き
た
精
神
保
健
福
祉
法
（
以

下
、
同
法
と
略
す
）
の
入
門
書
で
あ
る
。
同
法
は
、
１
９
５
０
年
に
制
定
さ
れ
た
精

神
衛
生
法
が
、
１
９
８
７
年
に
改
正
さ
れ
て
精
神
保
健
法
と
な
り
、
さ
ら
に
１
９
９

５
年
に
福
祉
政
策
が
組
み
込
ま
れ
、
精
神
保
健
福
祉
法
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
ま
た
同
法
は
数
次
の
改
正
が
行
わ
れ
、
令
和
4
年
に
も
大
き
な
改
正
が
施
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
か
、
同
法
は
理
解
が
か
な
り
困
難
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
同
法
の

解
説
に
つ
い
て
は
、
大
部
な
逐
条
解
説
書
は
あ
る
が
、
法
律
学
の
観
点
か
ら
の
解
説

は
、
著
者
に
よ
る
「
新
版
精
神
保
健
福
祉
法
講
義
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
令
和
4
年
の
同
法
大
改
正
を
受
け
て
、
新
た
に
入
門
書
と
し
て
上

梓
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

我
が
国
に
お
い
て
、
精
神
疾
患
を
有
す
る
者
の
数
は
、
６
０
０
万
人
を
超
え
て
お

り
、
そ
の
中
に
は
、
薬
物
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
依
存
症
や
認
知
症
、
統
合
失
調
症
な
ど
、

そ
の
治
療
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
書
の
あ
と
が

き
に
示
さ
れ
て
い
る
著
者
の
願
い
は
、「
一
般
の
人
や
精
神
障
害
者
及
び
そ
の
家
族

の
方
々
に
も
改
正
法
を
広
く
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
難
解
な
同
法
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
か
ら
、
法
令
の
趣
旨
・
内
容
・

最
新
の
法
改
正
状
況
が
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
明
快
な
表
現
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
帯
に
「
類
書
な
き
基
礎
読
本
」
と
さ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
門
下
生
と
し

て
、
素
晴
ら
し
い
道
案
内
の
書
が
誕
生
し
た
こ
と
に
心
よ
り
の
感
謝
を
申
し
上
げ
た

い
。

�

川
本
哲
郎
（
元
法
学
部
教
授
）

法
学
教
育
の
四
半
世
紀

―
あ
る「
鎮
魂
歌
」

川か
わ

嶋し
ま 

四し

郎ろ
う

（
大
学
法
学
部
教
授
）
著

こ
の
四
半
世
紀
は
、
大
学
や
学
問
の
世
界
に
と
っ
て
受
難
の
時
代
で
し
た
。
そ
れ

は
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
本
書
は
、
前
任
校
（
九
州
大
学
）
で
法
科
大
学
院
の
創

設
に
深
く
関
わ
り
、
多
く
の
法
学
部
・
法
科
大
学
院
等
で
法
学
教
育
・
法
曹
養
成
教

育
等
を
実
践
し
、
そ
し
て
研
究
者
を
育
成
し
て
き
た
経
験
か
ら
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を

い
わ
ば
一
次
資
料
を
用
い
た
論
考
の
形
式
で
残
す
こ
と
を
試
み
た
も
の
で
す
。
友
人

の
研
究
者
た
ち
に
出
版
を
勧
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
書
下
し
も
含
め
て
ま
と
め
ま

し
た
。

こ
の
激
動
期
に
亡
く
な
っ
た
友
人
た
ち
の
こ
と
も
想
起
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
本
書
は
あ
る
意
味
レ
ク
イ
エ
ム
で
も
あ
り
ま
す
。

今
世
紀
初
頭
か
ら
始
ま
っ
た
司
法
制
度
改
革
は
、
単
に
司
法
制
度
の
改
善
だ
け
で

は
な
く
、
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
た
法
曹
養
成
を
主
眼
に
、
法
科
大
学
院
制
度
も
創
設
し

ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
法
学
教
育
等
に
も
多
大
な
影
響
（
悪
影
響
も
含
む
。）

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
書
で
は
、
国
立
大
学
の
疲
弊
を
招
来
さ
せ
て

し
ま
っ
た
法
人
化
問
題
を
背
景
に
、
学
問
・
学
術
の
世
界
に
政
治
権
力
が
介
入
す
る

こ
と
の
恐
ろ
し
さ
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
日
本
学
術
会
議
会
員
任
命
拒
否
問
題

（
そ
し
て
、
そ
れ
を
糊
塗
す
る
た
め
に
現
学
術
会
議
の
解
体
を
企
図
す
る
新
法
案
の

制
定
過
程
の
問
題
）
を
近
景
に
、
現
在
の
大
学
・
大
学
院
・
法
科
大
学
院
に
お
け
る

課
題
と
そ
の
解
決
方
法（
実
は
存
在
す
る
特
効
薬
！
副
作
用
な
し
！
）に
つ
い
て
様
々

な
角
度
か
ら
論
じ
て
い
ま
す
。

私
は
、
か
つ
て
、『
ア
メ
リ
カ
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
教
育
論
考
』（
弘
文
堂
、
２
０
０

９
年
）
を
公
刊
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
希

望
を
抱
き
つ
つ
、「
人
の
た
め
に
法
を
生
か
す
人
材
の
育
成
プ
ロ
セ
ス
」
を
、
研
究

し
実
践
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

著
者
よ
り

岩波書店
3,740円（税込）

刊行日 2025年1月29日

日本評論社
9,570円（税込）

刊行日 2025年1月30日

57



新 刊 紹 介

知
的
障
害
者
の
施
設
解
体
の
試
み

～
障
害
者
自
立
支
援
法
制
定
期
に

お
け
る
自
立
規
範
の
変
容
と
再
編

鈴す
ず

木き 

良り
ょ
う（

大
学
社
会
学
部
教
授
）
著

現
代
社
会
に
は
、
自
立
能
力
が
達
成
さ
れ
た
と
き
に
社
会
一
般
と
同
等
の
生
活
条

件
が
得
ら
れ
る
が
、
達
成
さ
れ
な
い
と
き
に
は
得
ら
れ
な
い
と
い
う
規
範
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
自
立
規
範
に
よ
っ
て
、
日
本
で
は
、
未
だ
に
多
く
の
知
的
障
害
者
が
地
域

か
ら
離
れ
た
入
所
施
設
で
の
集
団
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

入
所
施
設
か
ら
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
目
指
す
脱
施
設
化
の
取
り
組
み
は
、
世
界

と
同
様
、
日
本
で
も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
施
設
閉
鎖
を
目
標
に

す
る
の
で
は
な
く
、
維
持
す
る
か
た
ち
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
７
月

26
日
に
神
奈
川
県
相
模
原
市
で
起
き
た
障
害
者
施
設
殺
傷
事
件
後
の
津
久
井
や
ま
ゆ

り
園
（
知
的
障
害
者
入
所
施
設
）
の
生
活
再
建
策
で
も
、
施
設
居
住
者
と
そ
の
家
族

の
大
多
数
は
、
施
設
生
活
を
引
き
続
き
選
択
し
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
8
月
に
行
わ

れ
た
国
連
障
害
者
権
利
委
員
会
に
よ
る
初
回
の
対
日
審
査
で
は
、
脱
施
設
化
が
停
滞

す
る
日
本
の
状
況
が
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
知
的
障
害
者
の
入
所
施
設
を
閉
鎖
し
て
、
地
域
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
な
ど
へ
完
全
移
行
す
る
社
会
福
祉
法
人
が
近
年
、
現
れ
て
き
ま
し
た
。
本
書
は
、

２
０
０
０
年
代
初
期
の
障
害
者
自
立
支
援
法
制
定
期
の
歴
史
的
・
制
度
的
構
造
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
に
入
所
施
設
の
閉
鎖
が
行
わ
れ
、
こ
の
結
果
、
施
設
を
規
定
す
る

自
立
規
範
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
、
再
編
さ
れ
た
の
か
を
、
北
海
道
に
お
け
る
Ｍ
町

の
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
施
設
解
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
丹
念
に
調
査
し
た
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
か
ら
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

当
法
人
を
対
象
と
し
た
研
究
成
果
は
、
今
後
の
日
本
に
お
け
る
脱
施
設
化
政
策
を

進
め
る
上
で
の
有
益
な
考
え
方
や
方
法
論
を
提
供
で
き
る
で
し
ょ
う
。

�

著
者
よ
り

幸
田
露
伴
の「
知
」の
世
界

西に
し

川か
わ 

貴あ
つ

子こ

（
大
学
文
学
部
教
授
）
著

学
生
時
代
に
偶
然
、
幸
田
露
伴
の
随
想
「
沙
糖
」
を
読
ん
だ
の
が
私
と
露
伴
と
の

出
会
い
だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
日
本
に
砂
糖
が
入
っ
て
き
た
の
は
い
つ
か
と
い
う
問
い

を
端
緒
に
、
白
糖
や
甘
蔗
等
が
記
載
さ
れ
た
文
献
の
数
々
が
披
瀝
さ
れ
考
察
さ
れ
て

い
た
。
砂
糖
と
い
う
身
近
な
も
の
か
ら
話
が
広
が
り
、
時
代
も
場
所
も
性
質
も
異
な

る
様
々
な
書
の
逸
話
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
く
様
が
魅
力
的
だ
っ
た
。
そ
れ
は
何
か

に
す
ぐ
役
立
つ
よ
う
な
知
識
で
は
な
か
っ
た
が
、
砂
糖
か
ら
こ
こ
ま
で
世
界
が
広
が

る
の
か
！
と
い
う
驚
き
や
、
ど
ん
な
あ
り
ふ
れ
た
も
の
に
も
背
後
に
は
た
く
さ
ん
の

物
語
が
あ
り
、
ま
た
見
方
に
よ
っ
て
「
も
の
」
の
価
値
は
変
わ
る
と
教
え
て
く
れ
た
。

―
―
本
書
は
そ
の
時
、
私
が
感
じ
た
衝
撃
を
出
発
点
に
し
て
い
る
。

慶
応
三
年
に
生
ま
れ
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
昭
和
二
二
年
ま
で
文
筆
活
動
を
続
け

た
露
伴
は
、
同
世
代
の
夏
目
漱
石
が
国
家
の
教
育
制
度
に
則
り
進
学
し
た
の
と
は
異

な
り
、
中
学
校
中
退
後
、
電
信
技
手
と
な
る
も
の
の
、
突
如
、
職
を
捨
て
、
そ
の
後

文
筆
活
動
を
行
っ
た
と
い
う
経
歴
を
持
つ
。
露
伴
の
「
知
」
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の

枠
内
で
培
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
独
学
を
基
盤
と
し
て
お
り
、
そ
の
内
実
が

掴
み
に
く
い
。
露
伴
の
テ
ク
ス
ト
が
難
し
そ
う
だ
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
の
も
、
古
今

東
西
の
書
、
同
時
代
の
話
題
、
議
論
な
ど
膨
大
な
多
種
多
様
の
テ
ク
ス
ト
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
テ
ク
ス
ト
を

丹
念
に
読
み
解
い
て
い
く
と
、
一
つ
の
思
考
の
パ
タ
ー
ン
に
と
ら
わ
れ
な
い
露
伴
の

「
知
」
の
あ
り
様
が
、
近
代
日
本
の
中
で
も
特
異
な
あ
り
方
が
見
え
て
く
る
。

本
書
を
契
機
に
一
人
で
も
多
く
の
人
が
露
伴
の
作
品
に
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で
く

れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

�

著
者
よ
り

現代書館
6,050円（税込）

刊行日 2025年2月20日

春風社
5,280円（税込）

刊行日 2025年2月14日
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和
漢
混
淆
文
の
成
立
と
展
開

藤ふ
じ

井い 

俊と
し

博ひ
ろ

（
大
学
文
学
部
教
授
）
著

本
書
で
は
、
中
世
の
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
を
典
型
と
す
る
和
漢
混
淆
文
の
歴
史

に
つ
い
て
、
翻
読
語
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
分
析
の
手
法
と
し
て
、
翻
読
語

の
中
で
も
特
に
漢
語
特
有
の
語
構
成
で
あ
る
同
義
字
の
結
合
（
連
文
）
の
漢
語
を
翻

訳
し
た
複
合
動
詞
に
着
目
し
、こ
れ
に
よ
っ
て
各
時
代
の
文
体
を
辿
っ
た
。『
万
葉
集
』

で
は
、
連
文
の
漢
語
に
よ
る
翻
読
語
を
悉
皆
的
に
調
査
し
「
見
れ
ど
飽
か
ず
（
飽
き

足
ら
ず
）」「
春
さ
れ
ば
（
春
さ
り
来
れ
ば
）」
な
ど
人
麻
呂
作
と
さ
れ
る
有
名
な
表

現
に
漢
詩
文
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
中
古
に
な
る
と
一
般
に
は
和
文
と

さ
れ
て
い
る
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
も
、
正
史
や
特
に
『
白
氏
文
集
』
の
用
語
が

和
ら
げ
て
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
有
名
な
冒
頭
の
「
い
づ

れ
の
御
時
に
か
」
と
い
う
表
現
が
漢
詩
の
「
何
時
」
の
翻
読
語
で
あ
る
と
指
摘
し
た

の
も
こ
れ
ま
で
に
気
づ
か
れ
て
い
な
い
観
点
か
ら
の
指
摘
で
あ
る
。『
打
聞
集
』で
は
、

翻
読
語
の
知
識
が
漢
字
表
記
に
現
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
本
学
の
授
業
で

学
生
と
共
に
本
作
品
を
読
ん
だ
成
果
を
含
ん
で
い
る
。『
今
昔
物
語
集
』
で
は
、
こ

の
種
の
翻
読
語
が
多
く
、「
か
な
し
び
た
ふ
と
ぶ
」
の
よ
う
な
翻
読
語
擬
き
の
独
自

の
複
合
動
詞
ま
で
生
じ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
流
れ
の
集
大
成
と
な
る
の

が
、
中
世
の
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
で
あ
る
。
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
で
は
、
延
慶

本『
平
家
物
語
』に
多
い
記
録
語
的
な
翻
読
語「
い
で
き
た
る
」を
避
け
る
一
方
、「
お

し
は
か
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
」「
を
め
き
さ
け
び
て
せ
め
た
た
か
ふ
」
な
ど
が
見
え
、

和
語
的
な
語
句
に
よ
る
文
学
的
表
現
に
高
め
ら
れ
た
翻
読
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
古
典
文
学
の
文
体
の
歴
史
を
新
た
な
観
点
か
ら
捉
え
直
す
一
書
で

あ
る
。

�

著
者
よ
り

奈
良
・
平
安
彫
刻
の 

文
化
史
的
研
究

井い
の

上う
え 

一か
ず

稔と
し

（
大
学
文
学
部
教
授
）
著

「
形
と
こ
こ
ろ
」
― 

魅
力
的
な
視
角
だ
と
今
も
思
っ
て
い
る
。
こ
の
視
角
を
意
識

し
た
の
は
、
同
志
社
大
学
に
入
学
し
て
間
も
な
く
の
頃
。
本
学
文
学
部
に
文
化
史
学

専
攻
を
設
け
る
中
心
と
な
っ
た
石
田
一
良
氏
の
『
形
と
心　
日
本
美
術
史
入
門
』
に

出
会
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
奇
し
く
も
こ
の
本
は
私
の
入
学
年
一
九
七
五
年
に
芸
艸

堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
拙
著
の
タ
イ
ト
ル
に
「
文
化
史
的
研
究
」
と
名
付
け
た
真
意

は
、
こ
の
視
角
に
あ
る
。

美
術
作
品
に
お
け
る
形
と
こ
こ
ろ
、
ど
ち
ら
が
先
か
？
答
え
は
、
こ
こ
ろ
が
先
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
し
か
し
仏
像
研
究
に
お
い
て
こ
こ
ろ
を
先
に
研
究
す

る
と
形
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
。
こ
こ
ろ
は
、
形
に
し
か
宿
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
ま
ず

形
を
丁
寧
に
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幸
い
に
し
て
、
学
芸
員
と
し
て
博
物
館
で

過
ご
し
た
二
〇
年
弱
の
あ
い
だ
に
、
仏
像
を
細
部
ま
で
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、

作
品
研
究
の
基
礎
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。
本
書
は
、
筆
者
が
形
に
こ
こ
ろ
を
求
め

続
け
た
記
録
で
あ
る
。

内
容
は
二
部
構
成
で
、
Ⅰ
部
は
奈
良
時
代
を
あ
つ
か
い
、
戒
律
文
化
に
関
す
る
仏

像
と
し
て
鑑
真
和
上
の
肖
像
や
和
上
が
造
ら
せ
た
唐
招
提
寺
木
彫
群
、
古
密
教
の
観

音
菩
薩
像
と
し
て
聖
林
寺
十
一
面
観
音
立
像
や
石
山
寺
如
意
輪
観
音
半
跏
像
な
ど
の

考
察
か
ら
な
る
。
Ⅱ
部
は
平
安
時
代
初
期
の
天
台
・
真
言
密
教
の
仏
像
を
あ
つ
か
い
、

神
護
寺
薬
師
如
来
立
像
、
向
源
寺
（
渡
岸
寺
観
音
堂
）
十
一
面
観
音
立
像
―
表
紙
写

真
―
、
観
心
寺
如
意
輪
観
音
坐
像
、
新
出
の
福
知
山
市
観
音
寺
不
動
明
王
立
像
な
ど

の
名
品
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

な
お
本
書
は
、
同
志
社
大
学
研
究
成
果
刊
行
助
成
を
受
け
て
世
に
出
る
こ
と
が
で

き
た
。
本
学
に
甚
深
の
感
謝
を
表
し
た
い
。

�

著
者
よ
り

和泉書院
12,100円（税込）

刊行日 2025年2月20日
研究叢書576

法藏館
24,200円（税込）

刊行日 2025年2月28日
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18
歳
か
ら
の 

年
金
リ
テ
ラ
シ
ー
入
門

佐さ

さ々

木き 

一い
ち

郎ろ
う

（
大
学
商
学
部
教
授
）
著

年
金
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
一
般
的
に
は
、
年
金
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
・
判
断
力
で

す
。
年
金
制
度
は
、
し
く
み
が
複
雑
で
、
学
習
事
項
が
多
い
で
す
。
本
書
は
、
最
小

の
学
習
量
で
、
優
先
度
の
高
い
年
金
学
習
事
項
を
確
実
に
習
得
す
る
た
め
、
年
金
制

度
を
有
効
に
使
い
こ
な
す
方
法
、
老
後
の
年
金
を
増
や
す
方
法
、
低
年
金
の
予
防
方

法
な
ど
、
年
金
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
入
門
か
ら
解
説
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
本
書
で
は
、
自
分
自
身
の
老
後
収
入
源
の
最
適
構
成
割
合
、
何
歳
ま
で
働

き
、
何
歳
か
ら
年
金
を
受
け
取
る
の
が
最
適
か
、
不
確
実
性
を
伴
う
年
金
・
老
後
資

金
計
画
な
ど
、
個
人
が
年
金
の
自
己
決
定
力
を
身
に
つ
け
る
工
夫
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。老

後
収
入
源
の
平
均
60
％
以
上
は
、
公
的
な
年
金
が
支
え
て
い
ま
す
。
高
齢
期
に

は
、
老
後
収
入
源
の
う
ち
、
就
労
収
入
の
割
合
は
平
均
で
は
30
％
を
下
回
り
ま
す
。

投
資
信
託
や
株
式
配
当
な
ど
、
私
的
金
融
資
産
形
成
に
よ
る
収
入
割
合
も
、
10
％
に

も
到
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
高
齢
期
の
経
済
力
は
、
低
年
金
を
回
避
で
き
る
か
、
年
金
月
額
を
い

か
に
増
や
せ
る
か
が
大
き
な
カ
ギ
を
に
ぎ
っ
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
の
年
金
を
で
き

る
だ
け
多
く
確
保
す
る
に
は
、
年
金
の
し
く
み
や
本
質
を
理
解
し
、
年
金
制
度
を
使

い
こ
な
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

し
か
し
、
中
学
・
高
校
・
大
学
な
ど
の
学
校
教
育
現
場
で
は
、
年
金
制
度
に
つ
い

て
体
系
的
に
学
ぶ
機
会
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
高
校
で
の
金
融

教
育
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
は
普
及
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
年
金

リ
テ
ラ
シ
ー
の
浸
透
は
ま
だ
少
な
い
ま
ま
で
す
。

時
間
も
お
金
も
有
限
で
す
。
年
金
制
度
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、

老
後
経
済
不
安
の
軽
減
、
よ
い
人
生
、
幸
福
感
・
生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。�

著
者
よ
り

企
業
会
計
の
本
質
を
巡
っ
て

―
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
デ
ジ
タ
ル
社
会

田た

口ぐ
ち 

聡さ
と

志し

（
大
学
商
学
部
教
授
）
著

本
書
の
目
的
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
や
非
財
務
情
報
な
ど
新
し
い
流
れ
の
中

で
、
翻
っ
て
企
業
会
計
の
本
質
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
は
な
に
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ

る
。
本
書
は
4
部
構
成
と
な
る
。
第
１
部
は「
会
計
環
境
の
激
変
と
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
」

と
し
て
、
企
業
会
計
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
（
原
初
形
態
）
を
描
く
。
特
に
会
計
責
任
概

念
を
、
複
式
簿
記
の
二
面
性
と
の
関
係
で
議
論
す
る
。
続
く
第
2
部
で
は
「
デ
ジ
タ

ル
時
代
の
企
業
会
計
と
監
査
の
あ
り
方
」
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
監
査
や

会
計
の
基
本
的
な
あ
り
方
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
（
し
な
い
か
）
を
議
論
す

る
。
さ
ら
に
第
3
部
は
「
企
業
会
計
の
制
度
性
」
と
し
て
、N

on-G
A

A
P

利
益
、

四
半
期
開
示
、
国
際
会
計
な
ど
実
務
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
に
係
る
議
論
を
整
理
す

る
。
第
4
部
で
は
、
よ
り
大
き
な
問
題
と
し
て
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
会
計
責
任
」
と

し
て
、
未
来
志
向
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
や
、
会
計
責
任
の
新
た
な
地
平
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
そ
の
結
果
、
企
業
会
計
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
考
え
る
う
え
で
、「
人

と
人
と
の
相
互
信
頼
」（
レ
ベ
ル
2
信
頼
）
と
会
計
に
係
る
責
任
が
、
極
め
て
重
要

な
鍵
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

本
書
は
、
特
に
既
存
の
会
計
学
で
焦
点
と
さ
れ
る
会
計
情
報
の
信
頼
性
（「
レ
ベ

ル
１
信
頼
」）
を
超
え
て
、
人
同
士
の
相
互
信
頼
（「
レ
ベ
ル
2
信
頼
」）
が
重
要
と

な
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、「
レ
ベ
ル
2
信
頼
」
と
会
計
責
任
概
念
の
関
係
性
を
解
明

す
る
こ
と
が
、
企
業
会
計
の
本
質
を
解
き
明
か
す
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
結
論
を
示

し
、
か
つ
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
会
計
研
究
と
会
計
実
務
と
の
未
来
の
あ
り
方
に
一

定
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

�

著
者
よ
り

文眞堂
2,640円（税込）

刊行日 2025年4月6日

税務経理協会
4,620円（税込）

刊行日 2025年3月10日
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新 刊 紹 介

財
務
会
計
の
思
考
法

田た

口ぐ
ち 

聡さ
と

志し

（
大
学
商
学
部
教
授
）
著

本
書
は
、
ま
す
ま
す
複
雑
で
混
沌
と
す
る
現
行
の
企
業
会
計
を
読
み
解
く
た
め
に
、

そ
の
背
後
に
あ
る
会
計
理
論
は
何
か
と
い
う
点
に
焦
点
を
置
き
、
様
々
な
考
え
方
を

相
対
化
し
つ
つ
紐
解
い
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
自
分
の
頭
で
考
え
る
」、「
仕
訳
で
考
え
る
」、「
行

間
を
埋
め
る
」
と
い
う
3
つ
で
あ
る
。
第
1
の
「
自
分
の
頭
で
考
え
る
」
に
つ
い
て
、

複
雑
で
混
沌
と
す
る
（
そ
し
て
変
化
の
早
い
）
会
計
制
度
と
正
し
く
向
き
合
う
に
は
、

そ
れ
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
（
条
文
や
会
計
処
理
の
丸
暗
記
を
す
る
）
の
で
は
な

く
、
そ
の
背
後
に
あ
る
「
考
え
方
」
は
な
に
か
と
い
う
こ
と
を
、
自
分
の
頭
で
、
そ

し
て
他
の
考
え
方
と
の
相
対
化
の
な
か
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

第
2
の
「
仕
訳
で
考
え
る
」
に
つ
い
て
、
本
書
は
、「
考
え
る
」
ツ
ー
ル
と
し
て
、

仕
訳
を
重
視
す
る
。
仕
訳
は
、
し
ば
し
ば
「
会
計
の
退
屈
さ
」
の
元
凶
の
よ
う
に
捉

え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
誤
解
で
あ
る
。
仕
訳
は
、
会
計
理
論
を

相
対
化
し
「
考
え
る
」
た
め
に
有
益
な
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
仕
訳
を
考
え
比
較
す
る
こ

と
で
、
理
論
に
対
す
る
よ
り
深
い
理
解
が
得
ら
れ
る
。

第
3
の
「
行
間
を
埋
め
る
」
に
つ
い
て
、
本
書
は
、
行
間
を
埋
め
る
丁
寧
な
説
明

を
心
が
け
た
。
た
と
え
ば
、
欧
米
の
会
計
科
目
の
テ
キ
ス
ト
は
得
て
し
て
分
厚
い
が
、

行
間
を
埋
め
る
よ
う
な
丁
寧
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
し
、
思
え

ば
、
筆
者
が
会
計
学
を
勉
強
し
始
め
た
頃
、
当
時
の
日
本
語
の
「
テ
キ
ス
ト
」
も
得

て
し
て
分
厚
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
時
代
は
変
わ
り
、w

eb

で
調
べ
れ
ば
便
利
で
手

軽
な
情
報
は
入
手
で
き
る
。
し
か
し
、
読
者
に
は
、
本
書
と
「
対
話
」
し
な
が
ら
、

考
え
悩
み
、
ゆ
っ
く
り
と
読
み
進
め
て
ほ
し
い
し
、
か
つ
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
、

本
書
は
書
か
れ
て
い
る
。

�

著
者
よ
り

石
川
能
登 

里
山
里
海
の
観
光
復
興

山や
ま
じ
ょ
う上 

徹と
お
る（
女
子
大
学
現
代
社
会

学
部
名
誉
教
授　

）
著

２
０
２
４
（
令
和
6
）
年
元
日
、
能
登
に
「
千
年
に
一
度
」
の
大
地
震
が
襲
っ
た
。

被
災
地
・
奥
能
登
は
人
口
減
少
が
激
し
く
、
消
滅
す
る
と
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
書
は
15
章
、
４
０
４
頁
で
編
成
さ
れ
、
5
章
ま
で
の
前
半
で
は
、
能
登
の
地
理

的
風
土
、
風
習
、
北
前
船
の
交
易
、
世
界
農
業
遺
産
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
等

を
解
説
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
能
登
は
や
さ
し
や
土
ま
で
も
」
と
、
そ
れ
は
昔

か
ら
貧
し
く
と
も
人
情
味
豊
か
な
人
が
能
登
に
多
く
、
旅
人
に
優
し
い
風
土
を
意
味

し
ま
す
。
ま
た
、祭
で
は
、一
見
の
観
光
客
で
も
親
戚
と
同
じ
よ
う
に
も
て
な
す
「
ヨ

バ
レ
」
と
い
う
風
習
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
義
理
の
親
子
関
係
を
結
ぶ
「
よ
ぼ
し

親
制
度
」
が
能
登
に
あ
り
、
本
書
で
は
そ
れ
を
能
登
の
関
係
人
口
の
増
加
策
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
6
章
で
は
能
登
へ
の
起
終
点
の
金
沢
駅
舎
は
新
幹
線
開
業
に
よ
り
、
雨
の

多
い
金
沢
ゆ
え
に
乗
客
に
傘
を
差
し
出
す
か
の
如
く
「
も
て
な
し
ド
ー
ム
」
が
建
っ

て
い
ま
す
。「
伝
統
と
革
新
」
で
は
金
沢
と
京
都
は
遜
色
な
い
と
云
え
ま
す
。

し
か
し
、
７
章
以
降
、
日
本
で
初
め
て
世
界
農
業
遺
産
「
里
山
里
海
」
に
認
定
さ

れ
た
能
登
の
９
市
町
の
観
光
資
源
は
京
都
と
比
較
し
て
知
名
度
で
雲
泥
の
差
が
あ
り
、

能
登
に
は
超
一
級
の
有
形
な
遺
産
も
あ
り
ま
せ
ん
。
能
登
に
は
里
山
里
海
の
原
風
景
、

豊
か
さ
食
文
化
、
京
都
の
祭
礼
の
流
れ
を
く
む
祭
、
無
形
文
化
遺
産
の
年
中
行
事
、

伝
統
工
芸
の
ワ
ザ
が
凝
縮
し
て
高
密
度
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
能
登
固
有

の
観
光
力
「
光=

宝
」
を
発
掘
し
、
体
験
型
の
「
す
る
観
光
」
へ
と
、
磨
き
上
げ

る
必
要
性
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
本
書
で
は
能
登
の
震
災
前
の
観
光
は
「
待
ち
の
観
光
」
が
主
流
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
震
災
か
ら
能
登
が
復
興
す
る
に
は
「
攻
め
の
観
光
」
へ
の
戦

略
転
換
が
必
要
な
こ
と
を
提
起
し
た
書
で
す
。

�

著
者
よ
り

中央経済社
4,290円（税込） 

刊行日 2025年4月20日

鳥影社
1,980円（税込）

刊行日 2025年6月14日
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レクチャー

D
oth signify one lofty aim

;
To train thy sons in heart and hand
To live for G

od and N
ative Land.

1
行
目
のD

oshisha

は
、
呼
び
か
け
で
、「
同
志
社
よ
」
と
い

っ
て
い
ま
す
。
次
に
く
るthy nam

e

は
、
こ
の
文
章
の
主
語
で
す
。

「
汝
の
名
は
」
と
い
う
意
味
で
す
。thy

は
代
名
詞your

の
古
い
形
。

16
世
紀
い
ら
い
英
語
の
歴
史
の
中
で
、
よ
く
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
、
古
風
で
典
雅
な
雰
囲
気
を
詩
全
体
に
漂
わ
せ
る
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
詩
語
（poetic diction

）
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
時
にthy nam

e

は
、”H

allow
ed be 

thy nam
e”

（A
V

. M
att, 6, ix 

欽
定
訳
聖
書
）「
御
名
が
あ
が

め
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
6
章
9
節
）
と
い

う
有
名
な
主
の
祈
り
の
一
節
を
想
起
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
キ

リ
ス
ト
教
的
な
含
み
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

動
詞
はD

oth signify

で
す
。D

oth

は
、
助
動
詞do

の
3
人

同
志
社
カ
レ
ッ
ジ
・
ソ
ン
グ
は
、
新
島
精
神
を
源
流
と
す
る
「
同

志
社
精
神
」
を
、
力
強
く
、
ま
た
典
雅
に
、
う
た
い
あ
げ
て
い
ま
す
。

実
は
、
そ
の
英
語
の
歌
詩
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

が
こ
れ
を
書
い
た
１
９
０
８
年
頃
の
英
米
の
詩
人
た
ち
が
よ
く
心
得

て
い
た
伝
統
的
な
詩
語
が
使
わ
れ
て
い
た
り
、
修
辞
法
が
ふ
ま
え
ら

れ
た
り
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
当
時
、
英
語
文
化
圏
の
多
く
の
人

た
ち
が
手
に
し
て
い
た
英
訳
聖
書
の
影
響
も
見
ら
れ
ま
す
。
カ
レ
ッ

ジ
・
ソ
ン
グ
の
歌
詩
の
文
法
的
な
説
明
と
と
も
に
、
英
語
の
歴
史
や
、

英
米
詩
の
流
れ
の
中
で
見
る
と
い
う
視
点
な
ど
も
お
り
ま
ぜ
て
、
解

説
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

第
1
連
の
解
説 �

　

最
初
の
4
行
か
ら
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

O
ne purpose, D

oshisha, thy nam
e

同
志
社
カ
レ
ッ
ジ
・
ソ
ン
グ　

解
説

同
志
社
女
子
大
学
名
誉
教
授

児こ

玉だ
ま

　
実さ

ね

英ひ
で
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L E C T U R E

Doshisha College Song

Words by W.M. Vories
Music by Carl Wilhelm

1.
One purpose, Doshisha, thy name
Doth signify one lofty aim;
To train thy sons in heart and hand
To live for God and Native Land.
Dear Alma Mater, sons of thine
Shall be as branches to the vine;
Tho’ through the world we wander far and wide,
Still in our hearts thy precepts shall abide!

2.
We came to Doshisha to find
The broader culture of the mind;
We tarried here to learn anew
The value of a purpose true;
Dear Alma Mater, ours the part
To face the future staunch of heart,
Since thou hast taught us with high aim to stand
For God, for Doshisha, and Native Land!

3.
When war clouds bring their dark alarms,
Ten thousand patriots rush to arms,
But we would through long years of peace
Our Country’s name and fame increase.
Dear Alma Mater, sons of thine
Will hold their lives a trust divine.
Steadfast in purpose we will ever stand
For God, for Doshisha, and Native Land!

4.
Still broader than our land of birth,
We’ve learned the oneness of our Earth;
Still higher than self-love we find
The love and service of mankind.
Dear Alma Mater, sons of thine
Would strive to live the life divine;
That we may with increasing years have stood
For God, for Doshisha, and Brotherhood!

同志社　校歌　

（児玉 実英　訳）　

1.　
同志社よ，その名は一つの目的を意味する
その学徒の精神的，肉体的に
神のため，祖国のため
生きんという，一つの崇高な目的を。
親愛なる母校よ。同志社の学徒は
ぶどうの枝のごとく連りゆくであろう。
たとえ世界くまなく，広くはるかに
われらさまようとも，汝の教訓は
われわれの心に，とわに生き続けるであろう。

2.
われわれが同志社にきたのは，
心のより広き糧を求めてだ。
われわれは真の目的の価値を
新たなる意味において学ぼうとし
ここにとどまった。
親愛なる母校よ。われわれのつとめは
堅い心をもって未来に立ち向かうことである。
なぜなら同志社は，
神のため，同志社のため，また祖国のために
高い目的をもって，立てよと，
われわれに教えてきたからである。

3.
戦雲がその険悪な動向を示すとき，
いく千の愛国者は武器をもってはせ参ずる。
しかしわれわれは
久しきにわたる平和の年月のうちに
祖国の名と名声を
いやましにましたいと思う。
親愛なる母校よ。その学徒は
その生涯をとおし，
神を信頼し続けて，歩むことであろう。
確固不動の目的をもってわれわれは
たえず神のため，同志社のため，
また祖国のために立たんとするものである。

4.
われわれが生まれた国よりも ,
さらに広い世界といえども，
それは，一つであることを
われわれは学んだ。
自己愛よりもいや高き人類愛と
奉仕の精神を，われわれは会得する。
親愛なる母校よ。その学徒は
聖なる生涯を送らんがため
励もうとしている。
重ねゆく年とともに
神のため，同志社のため，同胞のため
かえりみて悔いなからんがために。
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レクチャー

称
単
数
現
在
形does

の
古
い
形
で
す
。
こ
こ
で
は
、
強
調
語
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。「
意
味
す
る
の
で
あ
る
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。

目
的
語
は
、
冒
頭
のO

ne purpose

「
ひ
と
つ
の
目
的
、
志
」

で
す
。と
く
に
強
調
す
る
た
め
に
、語
順
を
変
え
、弱
強
調（iam

bic

）

の
リ
ズ
ム
も
こ
わ
し
、
目
的
語
を
文
頭
に
も
っ
て
き
て
い
ま
す
。
英

詩
で
よ
く
使
う
手
法
で
す
。
こ
こ
で
は
短
く
い
い
尽
く
せ
て
い
な
い

の
で
、
改
め
て
2
行
目
でone lofty aim

「
ひ
と
つ
の
高
尚
な
目

的
」
と
い
い
な
お
し
て
補
い
、
そ
れ
を
動
詞
の
後
の
所
定
の
位
置
に

置
い
て
い
ま
す
。

O
ne purpose

に
は
、
も
う
ひ
と
つ
特
別
な
意
味
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。「
同
志
社
の
性
格
は
、
そ
の
名
の
ワ
ン
パ
ー
パ
ス
で
す
。

そ
こ
に
詩
想
の
根
拠
を
お
い
て
書
き
続
け
ま
し
た
」（『
同
志
社
タ
イ

ム
ス
』
一
九
二
五
年
二
月
二
八
日
、
二
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
の
こ
と
ば
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
す
が
、
彼
の
理
解
で

は
、
同
志
社
の
基
本
的
性
格
は
、「
そ
の
名
」
の
と
お
り
「
同
じ
志
」

で
あ
り
、
そ
れ
が
ワ
ン
パ
ー
パ
ス
に
含
ま
れ
た
意
味
だ
と
い
う
の
で

す
。
つ
ま
り
、
ワ
ン
パ
ー
パ
ス
に
は
、
確
固
不
動
の
一
つ
の
目
的
に

向
か
っ
て
、
決
意
を
も
っ
て
立
ち
向
か
う
同
じ
志
の
人
た
ち
の
姿
勢

が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
作
詩
者
の
意
図
は
、

尊
重
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
付
記
）

な
おaim

はpurpose

と
同
じ
よ
う
に
「
目
的
」
と
い
う
意

味
で
す
が
、
距
離
感
が
違
い
ま
す
。「
ね
ら
い
」
を
定
め
て
達
成

可
能
な
ほ
ど
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
「
目
標
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン

ス
で
す
。
だ
か
らlofty aim

は
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
的
表
現
で
す
。

「
高
尚
な
」「
目
標
」
は
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
け
れ

ど
も
、
実
は
一
つ
の
真
理
を
さ
し
示
し
て
い
る
、
と
い
う
表
現
で

す
。
高
尚
な
目
的
は
遠
く
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
近
い

所
に
あ
る
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
こ
の
よ
う

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
、
先
ほ
ど
の
よ
う
な
意
味
の
重
層
は
、
残
念
な

が
ら
、
翻
訳
は
困
難
と
い
う
よ
り
、
不
可
能
で
す
。

2
行
目
の
終
わ
り
の
セ
ミ
コ
ロ
ン
;
は
、
現
在
の
ス
タ
イ
ル
シ
ー

ト
で
は
、
コ
ロ
ン
：
を
用
い
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。「
す
な
わ
ち
」

と
い
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
3
行
目
か
ら
4

行
目
に
か
け
て
、To train

以
下
は
、
高
尚
な
る
目
的
と
は
な
に
か
、

す
な
わ
ち
、
と
次
に
さ
ら
に
具
体
的
に
書
い
て
い
く
わ
け
で
す
。

train

は
動
詞
で
「
訓
練
す
る
、
育
成
す
る
、
は
ぐ
く
む
」。To 

train

のto

～
は
、
ス
ク
ー
ル
・
グ
ラ
マ
ー
で
い
う
不
定
詞
で
、
こ

こ
で
は
「
～
す
る
こ
と
」
と
い
い
か
え
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

sons
はson

（「
息
子
」あ
る
い
は「
息
子
の
よ
う
な
関
係
の
者
」）

の
複
数
形
で
す
が
、
複
数
形
のsons

は
、
し
ば
し
ば
男
女
を
問
わ
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ず
「
子
ど
も
た
ち
」、「
子
孫
」
を
指
し
ま
す
。
例
え
ば
、the sons 

of A
braham

と
い
え
ば
、「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
孫
」
で
す
。
こ
こ

で
は
、thy sons

で
あ
り
、thy

は
「
同
志
社
の
」
の
意
味
で
す

か
ら
、thy sons

は
当
然
「
同
志
社
で
学
ん
で
い
る
、
あ
る
い
は
、

学
ん
だ
人
た
ち
」、つ
ま
り
男
も
女
も
含
め
て「
同
志
社
の
学
徒
た
ち
」

を
指
す
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
付
記
）

１
９
８
０
年
代
か
ら
90
年
代
に
か
け
て
、sons

に
は
女
性
が

含
ま
れ
な
い
か
ら
、sons
を
や
め
て
、
か
わ
り
にheirs

（
相
続

人
）
に
変
更
し
た
ら
よ
い
、
と
い
う
主
張
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
以
上
の
よ
う
な
わ
け
で
、
そ
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に

heirs

に
は
、heiress

と
い
う
女
性
形
が
あ
り
、heir

は
基
本

的
に
男
性
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
ば
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

問
題
の
解
決
策
と
し
て
は
不
適
切
と
思
わ
れ
ま
す
。

in heart and hand

は
「
心
も
手
も
」
で
す
が
、「
精
神
的
に

も
肉
体
的
に
も
」「
心
も
か
ら
だ
も
、
全
身
全
霊
」
の
意
と
と
っ
た

方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。hand

は
通
常
「
腕
」
で
は
な
く
手
首
か
ら

先
の
「
手
」
で
す
が
、
西
洋
で
は
し
ば
し
ばhand

は
修
辞
的
に
使

わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
一
部
で
も
っ
て
全
体
を
表
わ
す
」
と
い

う
シ
ネ
ク
ド
キ
ーsynecdoche

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
、
と
見

て
よ
い
で
し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
、
手
は
「
肉
体
」
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
実
は
そ
う
い
う
表
現
方
法
は
、
日
本
で
も
「
提
喩
法
」
と
い

わ
れ
て
い
て
、
日
常
的
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
自
動

車
の
こ
と
を
ク
ル
マ
と
い
う
の
が
、
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
な
お
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
ア
メ
リ
カ
で
主
事
を
つ
と
め
て
い
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
近

江
八
幡
に
設
立
し
た
日
本
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
逆
三
角
形
の
略
章
は
、

spirit, m
ind, body

を
さ
し
ま
す
が
、
こ
こ
でbody

と
せ
ず

hand

と
し
た
今
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
次
行
のLand

と
韻
を
あ
わ

す
た
め
、
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
見
落
と
し
て
は
い
け

な
い
の
は
、hand

に
は
、
も
う
一
つ
、
別
の
意
味
が
内
包
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、「
技
術
」
と
か
「
技
芸
」
と
い

っ
た
含
み
で
す
。

4
行
目 To live

のto

～
は
、
先
ほ
ど
も
あ
り
ま
し
た
不
定
詞

で
す
が
、
こ
こ
で
は
目
的
を
あ
ら
わ
す
と
と
り
、to live

は
「
生
き

る
た
め
、
生
き
る
よ
う
に
と
」。
そ
し
てfor G

od and N
ative 

Land

「
神
の
た
め
、
祖
国
の
た
め
」
と
続
き
ま
す
。
大
文
字
の
Ｇ

で
始
ま
るG

od

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
キ
リ
ス
ト
教
の
神
を
さ
し

ま
す
。

N
ative Land

「
祖
国
」
は
、
即
「
日
本
」
と
と
っ
て
も
よ
い

と
思
う
人
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
作
詩
者
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
意
図
と

し
て
は
、
も
っ
と
広
く
、
普
遍
的
に
、
世
界
の
国
々
の
人
に
と
っ
て

の
祖
国
を
含
め
た
も
の
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
使
っ
て
い
た
と
思
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わ
れ
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
19
世
紀
の
欧
米
で
は
、

ネ
オ
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
思
想
が
底
流
に
あ
り
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
も
そ
の

流
れ
の
中
に
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
証
拠
に
、
頭

文
字
を
Ｎ
と
Ｌ
と
い
う
大
文
字
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ネ
オ

プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
慣
例
に
な
ら
っ
て
、
イ
デ
ア
と
し
て
の
祖
国
と
い

う
意
味
を
示
す
た
め
で
す
。
つ
ま
り
、
具
体
的
な
個
々
の
祖
国
で
は

な
く
、
こ
れ
は
観
念
と
し
て
の
祖
国
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、
も
う
ひ
と
つ
の
大
切
な
こ
と
は
、
ヴ
ォ

ー
リ
ズ
が
当
時
日
本
だ
け
で
な
く
欧
米
各
国
に
お
い
て
「
祖
国
」
と

い
う
こ
と
ば
が
国
粋
主
義
的
傾
向
を
は
ら
み
始
め
、
そ
れ
が
排
外
的

で
危
険
な
思
想
に
つ
な
が
る
と
見
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
彼
は
国

家
主
義
と
か
か
わ
り
の
な
い
純
粋
な
姿
の
「
祖
国
」
を
思
い
描
い
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
新
島
精
神
と
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

こ
こ
ま
で
の
部
分
の
大
意
は
、
散
文
的
な
訳
で
す
が
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

同
志
社
よ
、
そ
の
名
は
ひ
と
つ
の
目
的
を
意
味
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

そ
の
学
徒
を
、
精
神
的
、
身
体
的
に
導
き

神
の
た
め
祖
国
の
た
め
に
生
き
て
い
く
よ
う
に
願
う
と
い
う

ひ
と
つ
の
崇
高
な
目
的
を
。

次
の
4
行
の
解
説
に
移
り
ま
す
。

D
ear A

lm
a M

ater, sons of thine
Shall be as branches to the vine;
Tho’ through the w

orld w
e w

ander far and w
ide,

Still in our hearts thy precepts shall abide!
D

ear A
lm

a M
ater

は
「
親
愛
な
る
母
校
よ
」
と
い
う
呼
び
か

け
で
す
。
も
と
も
とalm

a

（
ア
ル
マ
）は
ラ
テ
ン
語
でalm

us

（
ア

ル
ム
ス
）
と
い
う
形
容
詞
の
女
性
形
。
意
味
は
「
養
育
し
て
く
れ
た
、

や
さ
し
い
、親
切
な
」。m

ater

（
マ
ー
テ
ル
）
も
ラ
テ
ン
語
で
「
母
」。

し
た
が
っ
て
ア
ル
マ
・
マ
ー
タ
ー
（
英
語
よ
み
）
は
「
養
育
し
て
く

れ
た
母
」、
転
じ
て
「
母
校
」。

sons of thine

のthine

［ðɑɪn

］
はthou

「
汝
」
の
所
有
格
、

つ
ま
りyours

の
古
い
形
。
い
く
つ
か
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ひ

と
つ
は
「
汝
の
も
の
」。
も
う
ひ
と
つ
はthy

と
同
じ
「
汝
の
」
で

す
が
、
次
に
く
る
こ
と
ば
が
母
音
で
始
ま
る
と
き
に
使
い
ま
す
。
こ

こ
で
はof

を
と
も
な
いof thine

で
、雅
語
的
にthy

と
同
じ「
汝

の
」
の
意
。
つ
ま
り
「
同
志
社
の
」
で
す
。
似
て
い
る
よ
う
な
い
い

方
で
す
がfather of thine

と
い
え
ば
、「
汝
の
父
」
の
意
で
す
。

sons

は
「
学
生
、
生
徒
た
ち
、
学
徒
た
ち
」。shall be

「（
き

っ
と
）
な
る
で
あ
ろ
う
」。
語
り
手
の
強
い
願
望
、
と
い
う
よ
り
決

意
が
こ
め
ら
れ
た
表
現
で
す
。
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as branches to the vine

「
ぶ
ど
う
の
枝
が
そ
の
幹
に
つ
な

が
る
よ
う
に
」。
5
行
目
か
ら
6
行
目
の
大
意
は
、「
親
愛
な
る
母
校

よ
、
汝
の
学
徒
は
ぶ
ど
う
の
枝
の
よ
う
に
母
校
に
つ
な
が
り
ゆ
き
、

豊
か
な
実
を
結
ん
で
ゆ
く
こ
と
だ
ろ
う
」。
こ
の
ぶ
ど
う
の
枝
の
比

喩
は
、
有
名
な
聖
書
の
こ
と
ば
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

I am
 the vine, ye are the branches. (A

V
, John, 

15, v)

わ
た
し
は
ぶ
ど
う
の
木
、あ
な
た
が
た
は
、そ
の
枝
で
あ
る
。（
ヨ

ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
15
章
5
節
）

こ
の
こ
と
ば
の
前
後
の
文
脈
を
た
ど
る
と
、
ぶ
ど
う
の
枝
が
そ
の
幹

に
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
枝
に
は
豊
か
に
ぶ
ど
う
が
実
る
。
そ

の
よ
う
に
人
々
も
キ
リ
ス
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば
豊
か
な
生
を
え

ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
含
み
が
、
こ
の
歌
詩
の
奥
に
二
重
う
つ
し
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
翻
訳
で
は
、
そ
の
よ
う
な
二
重
う
つ
し
は
残

念
な
が
ら
、
う
ま
く
移
し
だ
せ
ま
せ
ん
。

（
付
記
1
）

聖
書
を
含
め
古
典
な
ど
に
た
い
し
、
暗
に
言
及
し
て
意
味
の
層

を
ふ
く
ら
ま
せ
る
手
法
は
、
西
洋
修
辞
法
で
ア
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

allusion

（
引
喩
）
と
い
い
ま
す
。
先
ほ
ど
のthy nam

e

も

H
allow

ed be thy nam
e

へ
の
ア
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
と
見
て
よ

い
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
、
日
本
文
学
に
も
こ
れ
に
似
た
技
法
が

あ
り
ま
す
。
短
歌
の
「
本
歌
ど
り
」
は
、
こ
の
一
種
で
す
。

（
付
記
2
）

こ
の
2
行
の
韻
の
ふ
み
か
た
は
、
注
目
に
値
し
ま
す
。sons 

of thine

とvine

と
韻
を
あ
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
意
味
の
上
で

つ
な
が
り
の
あ
る
こ
と
ば
で
韻
を
ふ
ん
で
い
く
の
は
、
一
種
の
超

絶
技
法
で
す
。
押
韻
さ
れ
た
2
つ
の
こ
と
ば
を
並
べ
る
だ
け
で
ひ

と
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

す
。
第
2
連
のanew

とtrue

。
第
3
連
のalarm

s

とarm
s, 

peace

とincrease, nam
e

とfam
e

な
ど
、
押
韻
で
有
名
な

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ポ
ー
プ
に
は
及
ば
な
い
と
し
て
も
、
か
な
り

高
度
な
技
術
を
意
識
し
て
書
い
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
す
ぐ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
技
術
を
あ
ま
り

目
立
た
な
い
よ
う
に
、run-on lines

―
詩
の
意
味
や
構
文
が
行

末
を
こ
え
て
続
く
こ
と
―
な
ど
を
使
い
、
巧
み
に
伏
せ
て
い
る
点

で
す
。『
花
伝
書
』
の
「
秘
す
れ
ば
花
」
と
同
じ
心
で
す
。

第
1
連
最
後
の
2
行
へ
と
続
き
ま
す
。
最
終
行
の
文
頭Still

は
副

詞
で
、「
こ
れ
か
ら
先
も
な
お
、
こ
の
後
も
ず
っ
と
」。
想
像
以
上
に

長
く
続
く
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。Tho’

はThough
の
省
略
形
。
こ
こ
で
はeven though

「
た
と
え
・・・
と
も
」
の
意
。

through the w
orld

は
、
文
字
ど
お
り
「
世
界
中
、
世
界
く
ま

な
く
」。w

ander
［w

ɔ́ndə

］「
歩
き
ま
わ
る
」。far and w

ide

「
遠
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く
ま
た
広
く
」。
主
語
はthy precepts

「
汝
の
教
訓
」
で
す
。
複

数
形
に
注
意
。「
汝
」
は
同
志
社
で
す
か
ら
、「
同
志
社
で
学
ん
だ
い

ろ
い
ろ
な
教
え
」。
動
詞
はshall abide

「
生
き
続
け
る
こ
と
だ

ろ
う
」。
散
文
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
4
行
の
訳
は
こ
う
な
り

ま
す
。親

愛
な
る
母
校
よ
、
同
志
社
の
学
徒
は
ぶ
ど
う
の
枝
の
ご
と
く

つ
な
が
り
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
わ
れ
わ
れ
が
、
世
界
く
ま
な
く
、
遠
く
ま
た
広
く
、

さ
ま
よ
い
歩
こ
う
と
も
、

同
志
社
で
学
ん
だ
い
ろ
い
ろ
な
教
訓
は
わ
れ
わ
れ
の
心
の
中
に
、

こ
の
後
も
ず
っ
と
生
き
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

 

第
2
連
の
解
説 �

　
W

e cam
e to D

oshisha to find
The broader culture of the m

ind;
W

e tarried here to learn anew
The value of a purpose true;

第
2
連
の
最
初
の
4
行
で
す
。
こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
2
行
目
、

The broader culture of the m
ind

で
し
ょ
う
。broader

は
形
容
詞
の
比
較
級
で
「
よ
り
広
い
」。culture

は
し
ば
し
ば
「
文

化
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
「
教
養
」。「
よ
り
幅
広
い

教
養
を
求
め
て
、
わ
れ
わ
れ
は
同
志
社
へ
き
た
」
と
な
り
ま
す
。
同

志
社
で
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
な
ど
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
の
伝

統
が
受
け
つ
が
れ
て
い
る
こ
と
が
、
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

tarried

はtarry

「
ふ
み
と
ど
ま
る
」の
過
去
形
。anew

は「
も

う
一
度
、
改
め
て
」。
第
2
連
の
前
半
の
4
行
の
訳
は
、
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
が
同
志
社
に
き
た
の
は
、

心
の
よ
り
広
き
糧
を
求
め
て
だ
。

わ
れ
わ
れ
は
、
真
の
目
的
の
価
値
を
、

新
た
な
意
味
に
お
い
て
学
ぼ
う
と
し
、

こ
こ
に
ふ
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
だ
。

続
い
て
第
2
連
の
後
半
を
あ
げ
ま
す
。

D
ear A

lm
a M

ater, ours the part
To face the future staunch of heart,
Since thou hast taught us w

ith high aim
 to stand

For G
od, for D

oshisha, and N
ative Land!

5
行
目
のours the part

で
す
が
、
散
文
的
に
い
い
か
え
る
と

our part is

で
す
。
語
順
を
か
え
、is

を
省
い
て
、
力
強
い
文
章

と
し
て
い
ま
す
。「
わ
れ
わ
れ
の
つ
と
め
は
、・
・
・
で
あ
る
。」

6
行
目
のstaunch of heart

も
粋
な
表
現
で
す
。staunch
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は
形
容
詞
で
「
堅
固
な
、
ゆ
る
ぎ
な
い
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
こ

こ
で
は
詩
の
中
で
す
の
で
詩
的
な
慣
例
で
副
詞
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

「
堅
固
に
、
ゆ
る
ぎ
な
く
」
で
す
。of

は
状
態
を
表
わ
しin

に
近

い
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
、strong in heart

に
似
た
副
詞
句
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
心
は
堅
固
に
」
と
か
「
ゆ
る
ぎ
な
い
心
を
も
っ
て
」
と

い
っ
た
意
味
で
す
。

7
行
目
のhast
はhave

の
二
人
称
単
数
の
古
語
。
だ
か
ら

thou hast

はyou have
と
同
じ
意
味
な
の
で
す
が
、
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
異
な
り
、
重
厚
で
雅
な
学
風
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

7
行
目
か
ら
8
行
目stand For
は
「
賛
成
の
態
度
を
示
す
、

支
持
す
る
、・
・
・
の
た
め
に
立
つ
、
役
立
つ
、
戦
う
」
の
意
。

（
付
記
）

作
詩
者
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
、
当
時
、
同
志
社
に
来
て
い
た
3
人
の

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
出
身
者
た
ち
と
親
し
く
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ー

モ
ス
ト
大
学
の
校
歌
「
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ア
ー
モ
ス
ト
卿
」
の
歌
詞

を
教
わ
っ
て
い
た
か
ど
う
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
可
能
性

は
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
校
歌”Lord Jeffery A

m
herst”

の
最
終
行
でstand for

と
い
う
熟
語
を
同
じ
よ
う
に
使
っ
て
、

似
た
よ
う
な
し
め
く
く
り
方
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　

he’s the noblest and the best,

　
　
　

To the end w
e w

ill stand fast for him
.

　
　
　
　

�　
卿
こ
そ
は
最
も
高
潔
で
最
高
位
。
わ
れ
わ
れ
は
、 

い
つ
ま
で
も
、
し
っ
か
り
卿
の
志
を
称
え
続
け
よ
う
。

こ
のstand for

と
い
う
熟
語
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
、
同
志
社
カ

レ
ッ
ジ
・
ソ
ン
グ
の
第
3
連
で
も
使
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
第
4
連
で

は
、m

ay have stood for

と
い
う
未
来
完
了
の
形
で
現
わ
れ
ま

す
。第

2
連
後
半
の
訳
を
そ
え
て
お
き
ま
す
。

親
愛
な
る
母
校
よ
、
わ
れ
わ
れ
の
つ
と
め
は
、

堅
き
心
を
も
っ
て
、
未
来
に
立
ち
向
か
う
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
同
志
社
は
、

神
の
た
め
、
同
志
社
の
た
め
、
ま
た
祖
国
の
た
め
に

役
に
立
て
よ
と
、
高
い
目
的
を
も
っ
て

わ
れ
わ
れ
に
教
え
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

 

第
3
連
の
解
説 �

　

第
3
連
前
半
の
4
行
で
す
。

W
hen w

ar clouds bring their dark alarm
s,

Ten thousand patriots rush to arm
s,

But w
e w

ould through long years of peace
O

ur C
ountry’s nam

e and fam
e increase.
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1
行
目
のw

ar clouds

は
「
戦
雲
」。
戦
争
の
き
ざ
し
の
こ
と
。

alarm
s

は
「
警
報
、
警
鐘
」。
2
行
目
のarm

s

は
、
通
常
、
複
数

形
の
場
合
「
武
器
、
兵
器
」
の
意
。
こ
の
2
行
の
大
意
は
、「
戦
争

の
き
ざ
し
が
漂
い
、
陰
う
つ
な
警
鐘
が
う
ち
鳴
ら
さ
れ
る
と
き
、
多

く
の
愛
国
者
は
す
ば
や
く
武
器
を
手
に
と
ろ
う
と
す
る
」。

大
切
な
の
は
、
そ
の
次
の
3
行
目
と
4
行
目
で
し
ょ
う
。「
し
か

し
わ
れ
わ
れ
は
、
長
年
の
平
和
を
と
お
し
て
・
・
・
」
と
続
き
ま
す
。

3
行
目
の
主
語
はw

e
。
動
詞
はw

ould

・・・increase

「
・・・

を
増
や
し
た
い
と
思
う
」。
目
的
語
はO

ur C
ountry’s nam

e 
and fam

e

「
わ
れ
わ
れ
の
祖
国
の
名
声
」。
3
、
4
行
目
の
大
意
は
、

「
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
る
平
和
を
と
お
し
て
、
祖
国

の
名
声
を
高
め
た
い
と
思
う
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

戦
雲
が
そ
の
険
悪
な
動
向
を
示
す
と
き
，

い
く
千
の
愛
国
者
は
武
器
を
も
っ
て
は
せ
参
ず
る
。

し
か
し
わ
れ
わ
れ
は

久
し
き
に
わ
た
る
平
和
の
年
月
の
う
ち
に

祖
国
の
名
と
名
声
を

い
や
ま
し
に
ま
し
た
い
と
思
う
。

第
3
連
の
後
半
部

D
ear A

lm
a M

ater, sons of thine
W

ill hold their lives a trust divine.

Steadfast in purpose w
e w

ill ever stand
For G

od, for D
oshisha, and N

ative Land!

5
行
目
か
ら
6
行
目
の
主
語
はsons of thine

「
同
志
社
で
学
ぶ

人
た
ち
、
学
ん
だ
人
た
ち
」。
動
詞
はw

ill hold

「
考
え
を
抱
い
て

ほ
し
い
、
考
え
て
学
ん
で
も
ら
い
た
い
」。w

ill

は
指
図
に
近
い
強

い
願
望
。their lives

は
目
的
語
で
「
そ
の
生
、
そ
の
生
涯
」。a 

trust divine

は
目
的
補
語
。
ａ
は
通
常「
ひ
と
つ
」の
意
味
で
す
が
、

こ
こ
で
は
、
抽
象
名
詞
を
普
通
名
詞
化
し
て
可
視
化
す
る
用
法
。

divine

は
「
神
の
」。
形
容
詞
で
前
のtrust

に
か
か
る
。trust

は

「
信
頼
、
信
託
、
ゆ
だ
ね
る
こ
と
」。
こ
こ
で
は”In G

od is our 
trust”

（
ア
メ
リ
カ
国
歌
第
4
連
）、”I trust in thee”(A

V
, 

Ps.,25,ii

「
わ
た
し
は
あ
な
た
に
依
り
頼
み
ま
す
」
詩
篇
第
25
篇
2

節
）、”In G

od w
e trust”

（
ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
モ
ッ

ト
ー
で
ド
ル
紙
幣
や
コ
イ
ン
に
書
か
れ
た
り
刻
ま
れ
た
り
し
て
い
る

「
我
々
は
す
べ
て
を
神
に
託
す
」）
な
ど
と
共
鳴
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。a trust divine

「
神
を
信
頼
す
る
こ
と
」。

Steadfast

は
「
確
固
と
し
た
、
迷
い
の
な
い
、
不
動
の
」
の
意

の
形
容
詞
。Steadfast in purpose 

は
、
ス
ク
ー
ル
・
グ
ラ
マ

ー
で
い
う
「
分
詞
構
文
」
で
、
そ
の
前
にBeing

を
補
う
と
分
か

り
や
す
い
で
す
。「
確
固
と
し
た
目
的
を
も
っ
て
」
の
意
。

5
～
8
行
の
大
意
は
、「
親
愛
な
る
母
校
よ
。
そ
の
学
徒
は
、
そ
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の
生
涯
を
と
お
し
、
神
へ
の
信
頼
を
も
っ
て
、
歩
み
ゆ
く
こ
と
だ
ろ

う
。
確
固
不
動
の
目
的
を
も
っ
て
、
た
え
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
、
神
の

た
め
、
同
志
社
の
た
め
、
ま
た
祖
国
の
た
め
に
、
立
と
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
」。

 

第
4
連
の
解
説 �

　

Still broader than our land of birth,
W

e’ve learned the oneness of our Earth;
Still higher than self-love w

e find
The love and service of m

ankind.

文
頭
のStill

は
副
詞
で
す
が
、
こ
こ
で
は
接
続
詞
の
機
能
も
兼

ね
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
さ
ら
に
・
・
・
と
は
い
え
、・
・
・
だ
け

れ
ど
も
」。broader

は
「
広
い
」
の
比
較
級
「
よ
り
広
い
」。
意

味
上
の
主
語
は
2
行
目
のour Earth

、
動
詞
に
あ
た
る
の
は

being

で
す
が
、
と
も
に
省
か
れ
て
い
ま
す
。
１
行
目
は
、
ス
ク
ー

ル
・
グ
ラ
マ
ー
で
い
う
「
独
立
分
詞
構
文
」
で
す
。O

ur Earth 
being broader than our land of birth, 

大
意
は
「
わ
れ
わ

れ
の
地
球
は
、
わ
れ
わ
れ
の
祖
国
よ
り
、
さ
ら
に
広
い
と
は
い
え
」。

2
行
目 W

e’ve learned=
W

e have learned. 

現
在
完
了

形
で「
わ
れ
わ
れ
は
学
ん
だ
」。 the oneness of our Earth

「
わ

れ
わ
れ
の
地
球
（
に
住
む
人
類
）
が
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
」。
こ
の

句
は
聖
書
の
こ
と
ば
を
ふ
ま
え
て
い
ま
す
。

that w
e m

ay be one. (A
V

, John,17,xxi)

こ
れ
み
な
ひ
と
つ
な
ら
ん
た
め
な
り
。（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音

書
17
章
21
節
）

こ
の
聖
句
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
大
切
に
し
て
い
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
モ
ッ

ト
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
次
の
3
か
ら
4
行
目
の
詩
行
で

展
開
さ
れ
る
人
類
愛
の
精
神
や
国
際
主
義
を
引
き
出
す
こ
と
ば
と
し

て
置
か
れ
て
い
ま
す
。

3
行
目
か
ら
4
行
目
に
か
け
て
の
文
章
の
主
語
はw

e

で
、
動
詞

はfind

で
、
目
的
語
句
がthe love and service of m

ankind

で
す
。
3
行
目
の
文
頭
に
置
か
れ
て
い
るStill higher than self-

love

は
目
的
補
語
で
す
。
こ
のStill higher

は
、
1
行
目
のStill 

broader

と
対
句
の
形
に
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、Still

の
意
味
は

ち
が
い
ま
す
。
3
行
目
のStill

は
形
容
詞higher

に
か
か
る
副
詞

で
、
そ
の
意
味
は
「
な
お
、
い
っ
そ
う
」。
最
初
の
4
行
の
訳
は
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
が
生
ま
れ
た
国
よ
り
も

さ
ら
に
広
い
世
界
と
い
え
ど
も
、

そ
れ
は
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
学
ん
だ
。

自
己
愛
よ
り
も
い
や
高
き
人
類
愛
と
奉
仕
の
精
神
を
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わ
れ
わ
れ
は
会
得
し
た
。

第
4
連
の
後
半
部
に
移
り
ま
す
。
最
後
の
4
行
で
す
。

D
ear A

lm
a M

ater, sons of thine
W

ould strive to live the life divine;
That w

e m
ay w

ith increasing years have stood
For G

od, for D
oshisha, and Brotherhood!

主
語
はsons of thine
。
動
詞
はW

ould strive

「
努
力
し
た
い

と
思
う
」。to live the life divine

「
神
に
あ
る
生
涯
を
送
る
よ
う
」。

7
行
目
のthat

以
下
は
副
詞
節
。That...m

ay...

は
「
・
・
・
せ

ん
が
た
め
に
」。w

ith increasing years
「
重
ね
ゆ
く
年
と
と
も
に
」。

Stand for

…
は
先
ほ
ど
も
出
ま
し
た
が
「
・・・
に
賛
意
を
示
す
、・・・

の
た
め
に
立
ち
あ
が
る
、・
・
・
の
た
め
に
戦
う
」。m

ay have 
stood for

は
強
い
可
能
性
を
含
め
た
未
来
完
了
形
で
、「
・
・
・
の

た
め
に
戦
い
尽
く
し
た
と
い
え
る
た
め
に
」。Brotherhood
「
男
女

を
含
め
た
人
類
同
胞
た
ち
」。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
こ
と
ば
で
は
「
世
界
同

胞
」。

（
付
記
）

Brotherhood

は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
強
い
思
い
入
れ
の
あ
る

こ
と
ば
で
す
。「
ワ
ン
パ
ー
パ
ス
の
回
顧
」
の
中
で
、
彼
は
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

三
節
ま
で
は
、
神
の
た
め
、
同
志
社
の
た
め
、
祖
国
の
た
め
と

歌
っ
た
が
、
最
後
の
四
節
に
お
い
て
世
界
同
胞
の
た
め
に
と
う
た

ひ
ま
し
た
。
廣
い
世
界
的
な
物
の
見
方
が
同
志
社
の
た
め
に
は
ほ

し
い
と
の
念
願
か
ら
で
す
。

世
界
同
胞
の
た
め
と
い
う
こ
と
は
、
皆
が
よ
く
解
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
な
か
な
か
実
行
が
む
つ
か
し
い
。
同
志
社
の
諸
君
こ
そ

そ
の
実
行
者
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
合
唱
す
る

と
き
は
必
ず
四
節
も
う
た
っ
て
下
さ
い
。（『
同
志
社
タ
イ
ム
ス
』

１
９
５
２
年
2
月
28
日
号
、p.2

）

近
江
兄
弟
社
の
英
語
名
はO

m
i Brotherhood

。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

が
書
い
た
「
近
江
兄
弟
社
校
歌
」（O

m
 Brotherhood School 

Song

）
の
「
原
詩
」
は
、

The life of peace and brotherhood
In love of neighbor and of G

od.

で
し
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。（『
東
と
西
の
詩
集
』、
本
文p.144

、

翻
訳
と
注p.115

参
）
彼
の
い
う
「
世
界
同
胞
」
は
、「
愛
」
と
「
平

和
」
に
つ
な
が
る
概
念
な
の
で
す
。

近
年
の
文
学
理
論
で
は
、
作
品
の
客
観
的
な
「
意
味
」
と
、
作
者

の
「
意
図
」
と
は
、
一
応
わ
け
て
考
え
る
の
が
一
般
的
な
の
で
す
が
、

（
作
者
の
「
意
図
」
や
「
心
」
を
探
る
批
評
は
、intentional 

fallacy
―
意
図
を
重
視
す
る
語
謬
―
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）
し
か

し
、
作
者
の
「
思
い
」
や
「
願
い
」
は
、
ま
っ
た
く
無
視
し
て
よ
い
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も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
特
に
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ

の
「
念
願
」
は
、
充
分
あ
た
た
め
て
解
釈
に
含
め
る
重
み
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
翻
訳
に
入
れ
か
ね
ま
す
の

で
、
注
釈
と
し
て
補
足
し
ま
し
た
。

以
下
、
第
4
連
の
最
後
の
4
行
の
訳
を
掲
載
し
ま
す
。

親
愛
な
る
母
校
よ
、
そ
の
学
徒
は

聖
な
る
生
涯
を
送
ら
ん
が
た
め
、
励
も
う
と
し
て
い
る
。

重
ね
ゆ
く
年
と
と
も
に
、

神
の
た
め
、
同
志
社
の
た
め
、
同
胞
の
た
め
、

か
え
り
み
て
悔
い
な
か
ら
ん
が
た
め
に
。

同
志
社
の
カ
レ
ッ
ジ
・
ソ
ン
グ
は
、
こ
の
第
4
連
で
終
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
改
め
て
見
な
お
す
と
、
こ
の
歌
詩
全
体
の
構
成
が
、
み
ご

と
に
整
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
各
連
の
前
半
4
行
で
は
、

同
志
社
教
育
の
基
本
―
キ
リ
ス
ト
教
主
義
、
教
養
主
義
、
平
和
主
義
、

良
心
主
義
、
国
際
主
義
―
が
語
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
後
半
の
4
行
で

は
、ど
の
連
もD

ear A
lm

a M
ater

で
始
ま
り
、同
志
社
の
学
生・

生
徒
た
ち
の
あ
る
べ
き
理
想
的
な
生
き
方
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
、
ま
た
こ
の
詩
に
は
、
無
駄
な
こ
と
ば
が
あ
り
ま
せ
ん
。

隙
の
な
い
強
固
な
構
造
の
中
に
、
圧
縮
さ
れ
た
こ
と
ば
が
埋
め
こ
ま

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
形
式
そ
の
も
の
が
意
味
を
も
っ
て
い
る
の

で
す
。「
形
式
」
が
「
内
容
」、
つ
ま
り
同
志
社
の
存
在
意
義
の
、
堅

実
・
堅
牢
さ
を
象
徴
的
に
表
わ
し
て
い
る
、
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

あ
と
が
き �

　

約
10
年
前
、
２
０
１
５
年
春
の
こ
と
で
し
た
。
東
京
新
島
研
究
会

の
赤
松
龍
会
長
（
当
時
）
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
同
志
社
東
京
オ
フ

ィ
ス
で
の
講
演
会
に
出
か
け
た
と
き
の
こ
と
で
す
。私
が
カ
レ
ッ
ジ・

ソ
ン
グ
の
日
本
語
訳
や
解
説
を
し
た
あ
と
、
こ
の
歌
詩
は
詩
と
し
て

す
ば
ら
し
い
、
と
い
っ
た
話
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
を
多
田
直
彦
さ
ん
が
要
約
し
て
『
同
志
社
フ
ァ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
』

に
掲
載
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
話
を
も
っ
と
詳
し
く
書
い
て
ほ
し
い
旨
、

氏
か
ら
長
年
に
わ
た
り
ご
依
頼
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
遅
く

な
っ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
後
本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
杉
野
徹
氏
ご
夫
妻
や
村
上
み

か
氏
に
は
い
ろ
い
ろ
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
本
井
康
博
氏
、

押
本
年
眞
氏
の
解
説
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
鉢
忠

氏
、
辻
友
子
氏
か
ら
は
、
貴
重
な
資
料
の
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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２
０
２
５
年
6
月
14
日
（
土
）

9
時
10
分　
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
礼
拝

函
館
千
歳
教
会
に
お
い
て
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
礼
拝
が

行
わ
れ
た
。
一
同
で
賛
美
歌
を
斉
唱
後
、柴
田
も
ゆ
る
牧
師
か
ら「
種

を
ま
く
」
と
題
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
述
べ
ら
れ
た
。
種
を
ま
き
、
作

物
が
育
つ
ま
で
時
間
が
か
か
る
の
と
同
じ
よ
う
に
教
育
に
つ
い
て
も
、

し
っ
か
り
と
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
人
を
育
て
る
点
で
は
共
通
し
て

い
る
と
い
っ
た
お
話
が
あ
り
、
八

田
英
二
総
長
・
理
事
長
に
よ
る
挨

拶
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
礼
拝
後
、

当
教
会
に
寄
贈
さ
れ
た
校
祖
新
島

の
遺
髪
に
つ
い
て
の
説
明
と
教
会

再
建
の
歴
史
に
つ
い
て
の
お
話
が

あ
り
、
当
時
再
建
に
奔
走
し
た
片

山
幽
吉
牧
師
の
決
心
に
思
い
を
は

せ
た
。

11
時　
「
同
志
社
創
立
者
新
島
襄
海
外
渡
航
の
地
」
碑
前
祭

函
館
市
大
町
の
「
新
島
襄
海
外
渡
航
之
地
」
碑
の
前
で
式
典
が
執

り
行
わ
れ
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
校
友
、
函
館
市
関
係
者

な
ど
約
40
名
が
参
列
し
た
。
式
典
で
は
、
柳
井
望
法
人
事
務
部
長
に

よ
る
司
会
の
も
と
、
一
同
で
賛
美
歌
を
斉
唱
後
、
八
田
英
二
総
長
・

理
事
長
に
よ
る
式
辞
、
次
に
髙
井
暁
函
館
市
観
光
部
次
長
に
よ
る
ご

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
一
同
でD

oshisha C
ollege Song

を
斉

唱
の
後
、
献
花
が
行
わ
れ
た
。
１

６
０
年
前
に
こ
の
地
か
ら
密
出
国

を
計
っ
た
校
祖
新
島
の
激
動
の
人

生
に
思
い
を
馳
せ
、
同
志
社
の
今

を
託
さ
れ
て
い
る
我
々
ひ
と
り
一

人
が
、
新
島
の
熱
い
志
で
あ
る
２

０
０
年
の
大
計
に
向
け
て
、
一
同

が
決
意
を
新
た
に
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
講
演
会
（
函
館
／
札
幌
）

　
　

 
法
人
部  �

 

法
人
事
務
部　

創
立
１
５
０
周
年
記
念
事
業
事
務
室

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

函館　遺髪

函館　礼拝
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同志社
クローズ・アップ

14
時　
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
講
演
会in

函
館

講
演
①

「
同
志
社
の
志
を
継
ぐ
～
良
心
教
育
と
社
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
」

と
題
し
、
八
田
英
二
総
長
・
理
事
長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。
同

志
社
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
島
襄
が
掲
げ
た
志

と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
同
志
社
が
、
こ
れ
か
ら
社
会
の
中

で
果
た
す
べ
き
役
割
と
は
何
か
、
そ
の
原
点
と
未
来
に
つ
い
て
の
話

が
あ
っ
た
。
１
５
０
周
年
と
い
う
の
は
単
な
る
通
過
点
で
は
な
く
、

過
去
か
ら
の
積
み
重
ね
を
振
り
返
り
、
現
在
の
課
題
を
明
確
化
し
、

そ
し
て
未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
好
機
と
捉
え
た
い
。
節
目
の
年

を
迎
え
る
今
、
創
立
者
新
島
襄
が
、
こ
の
学
校
か
ら
い
か
な
る
日
本

の
未
来
を
描
こ
う
と
し
た
の
か
に
思
い
を
馳
せ
、
教
職
員
が
連
携
を

よ
り
一
層
深
め
て
参
り
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
伝
統
と

信
頼
の
積
み
重
ね
が
、
同
志
社
と
い
う
学
び
舎
の
本
質
で
あ
り
、
新

島
襄
が
理
想
と
し
た
教
育
が
今
日
ま
で
脈
々
と
生
き
て
い
る
こ
と
が

感
じ
ら
れ
る
時
間
と
な
っ
た
。

講
演
②

続
い
て
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
評
論
家
の
保
坂
正
康
氏
に

よ
る
「
近
現
代
史
に
お
け
る
同
志
社
人
脈
を
見
つ
め
て
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
た
。
１
８
７
５
年
に
同
志
社
英
学
校
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
同
志
社
は
、
開
校
し
て
４

年
後
に
第
一
期
卒
業
生
15
人
を
送

り
出
し
て
以
来
、
実
に
35
万
人
を

超
え
る
同
志
社
人
を
輩
出
し
て
き

た
。
そ
の
中
で
も
、
５
つ
の
特
長

に
ジ
ャ
ン
ル
分
け
し
な
が
ら
、
特

筆
す
べ
き
人
物
を
選
び
、
各
人
物

の
点
描
を
辿
り
つ
つ
、
創
立
者
新

島
襄
に
接
し
た
人
物
が
そ
の
生
き

方
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
ら
れ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
い
っ

た
の
か
、
今
に
生
き
る
我
々
は
、
新
島
の
考
え
方
を
知
る
た
め
に
も
、

そ
の
思
い
を
知
り
伝
え
る
こ
と
で
、
同
志
社
の
歴
史
を
紡
い
で
い
く

必
要
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

２
０
２
５
年
6
月
15
日
（
日
）

13
時
20
分　
同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
記
念
講
演
会in

札
幌

同
志
社
創
立
１
５
０
周
年
と
同
志
社
校
友
会
北
海
道
支
部
創
設
１

０
０
周
年
を
記
念
し
て
講
演
会
が
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で

執
り
行
わ
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
冒
頭
、
北
海
道
大
学
混
声
合
唱
団
と
同
志
社
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
会
の
雰
囲
気
は
一
気

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
八
田
英
二
総
長
・
理
事
長
に
よ
る
挨
拶 函館　保阪氏
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の
後
、
２
つ
の
講
演
が
執

り
行
わ
れ
た
。

1
つ
目
は
、
北
海
道
大

学
理
事
・
副
学
長
で
、
最

高
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

責
任
者
の
横
田
篤
氏
に
よ

る
「
北
海
道
大
学
の
サ
ス

テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
追
求
の

歴
史
と
現
在
地
」
と
題
し

た
講
演
で
、
２
０
２
６
年

に
創
基
１
５
０
周
年
を
迎

え
る
北
海
道
大
学
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」「
国
際
性
の
涵
養
」「
全
人
教
育
」「
実
学
の

重
視
」
を
基
本
理
念
と
す
る
北
海
道
大
学
は
、
２
０
１
４
～
２
０
２

６
年
ま
で
近
未
来
戦
略
１
５
０
「
世
界
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
北

海
道
大
学
へ
」
を
か
か
げ
て
お
り
、
２
０
２
２
～
２
０
２
７
年
の
第

４
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
を
牽
引
す
る
た
め
に
２
０
２
１
年
に
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
機
構
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
持

続
可
能
なW

ell-being

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、H

U
 

V
ISIO

N
 2030

を
策
定
し
、
そ
こ
で
は
、
２
０
３
０
年
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
イ
ヤ
ー
と
し
、科
学
技
術
に
お
け
る
教
育
と
研
究
の
卓
越
性（
＝

Excellence

）
と
同
時
に
社
会
課
題
の
解
決
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の

貢
献
（
＝Extension

）

に
注
力
し
て
い
る
こ
と
が

説
明
さ
れ
た
。

２
つ
目
は
、
同
志
社
大

学
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン

タ
ー
社
史
資
料
調
査
員
の

小
枝
弘
和
氏
に
よ
る

「W
illiam

 Sm
ith C

lark

と
新
島
襄
‐
両
者
が
紡
い

だ
北
海
道
と
京
都
の
縁
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

た
。
は
じ
め
に
、
Ｗ
．
Ｓ
ク
ラ
ー
ク
と
新
島
襄
と
の
キ
リ
ス
ト
教
を

介
し
た
関
係
性
に
つ
い
て
、
札
幌
バ
ン
ド
、
札
幌
独
立
基
督
教
会
、

熊
本
バ
ン
ド
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
交
え
、
二
人
の
関
係
性
が
同

志
社
関
係
者
へ
も
広
が
り
、
互
恵
関
係
を
築
い
て
い
く
様
子
が
詳
し

く
示
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
同
志
社
大
学
設
立
運
動
に
札
幌
独
立
基

督
教
会
や
北
海
道
毎
日
新
聞
が
協
力
的
な
対
応
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

札
幌
と
京
都
の
縁
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
べ
き
印
象
深
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
あ
っ
た
。

会
は
、
同
志
社
校
友
会
北
海
道
支
部
長
の
草
野
賀
文
氏
に
よ
る
閉

会
の
挨
拶
に
よ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

札幌　講演

札幌　ジョイントコンサート
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同志社
クローズ・アップ

5
月
10
日
（
土
）、
京
田
辺
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
グ
ビ
ー
場
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
名
門
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・
ラ
グ
ビ
ー
・

ク
ラ
ブ
を
招
き
、
体
育
会
ラ
グ
ビ
ー
部

と
国
際
交
流
試
合
を
行
っ
た
。
リ
ッ
チ

モ
ン
ド
・
ラ
グ
ビ
ー
・
ク
ラ
ブ
は
１
８

６
１
年
に
創
立
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
、
か

つ
て
は
本
学
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
で
、
ラ

グ
ビ
ー
日
本
代
表
で
活
躍
し
、
日
本
代

表
監
督
も
務
め
た
平
尾
誠
二
氏
（
故

人
）
も
同
ク
ラ
ブ
で
プ
レ
ー
し
て
い
た
。

試
合
は
体
格
で
勝
る
リ
ッ
チ
モ
ン

ド
の
選
手
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
本
学

ラ
グ
ビ
ー
部
が
果
敢
に
挑
ん
だ
。
終

始
、
主
導
権
を
握
っ
た
本
学
ラ
グ
ビ
ー

部
が
後
半
に
突
き
放
し
、
42
対
19
で
快

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・
ラ
グ
ビ
ー
・
ク
ラ
ブ　

ラ
グ
ビ
ー
国
際
交
流
試
合

　
　

 
大
学  �

 

ス
ポ
ー
ツ
支
援
課

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten
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勝
し
た
。
試
合
後
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
ア
フ
タ
ー
マ
ッ
チ
・
フ
ァ
ン

ク
シ
ョ
ン
を
行
い
、
交
流
を
深
め
た
。
選
手
た
ち
は
記
念
盾
や
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
の
贈
呈
を
行
い
、
お
互
い
の
健
闘
を
た
た
え
合
っ
た
。
試

合
に
出
場
し
た
ラ
グ
ビ
ー
部
員
た
ち
は
「
体
格
の
大
き
い
選
手
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
」「
走
り
勝
つ
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し
、
今
シ

ー
ズ
ン
の
飛
躍
に
向
け
て
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
た
。

本
学
ラ
グ
ビ
ー
部
と
も
ゆ
か
り
の
深
い
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・
ラ
グ
ビ

ー
・
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
戦
は
、
海
外
チ
ー
ム
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
ま
た
平
尾
氏
に
ま
つ
わ
る
同
志
社
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
歴
史
を

知
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
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同志社
クローズ・アップ

強
み
を
活
か
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
、
居
場
所
づ
く
り

多
く
の
人
が
長
生
き
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
今
、

年
を
と
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
長
寿
の
未
来
に
希
望
が

わ
い
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
老
い
に
は
、
体
力
の
低
下

や
認
知
症
の
リ
ス
ク
と
い
っ
た
シ
ビ
ア
な
側
面
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
最
近
の
加
齢
研
究
で
は
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
日
常
の
満
足
感
は
高

ま
り
、
幸
福
を
感
じ
や
す
く
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
生

の
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
る
中
で
、
生
き
る
喜
び
と
希
望
を

見
出
す
力
が
高
ま
る
こ
と
を
、
高
齢
者
の
生
き
方
か
ら
学
べ
ま
す
。

年
を
と
る
ほ
ど
幸
福
感
が
高
ま
る
傾
向
は
、
エ
イ
ジ
ン
グ
・
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
（
老
い
の
逆
転
現
象
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。
喪
失
が
強
調
さ

れ
が
ち
な
高
齢
期
に
幸
福
感
が
高
ま
る
理
由
は
、
価
値
観
の
転
換
に

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
お
金
や
体
力
な
ど
を
個
人
が
得
る
こ
と
を

重
視
す
る
価
値
観
は
、
い
ず
れ
失
わ
れ
る
た
め
、
老
後
の
不
安
を
強

め
ま
す
。
一
方
で
、
美
し
さ
や
喜
び
と
い
っ
た
感
情
の
豊
か
さ
に
目

を
向
け
る
と
、
ど
ん
な
時
に
も
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
生
き
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
限
界
に
気
づ
く
高
齢
期
だ
か
ら
こ
そ
、「
得
る
（get

）」

か
ら
「
与
え
る
（give

）」
へ
の
価
値
転
換
が
起
こ
り
、
自
分
や
周

囲
の
幸
福
に
向
か
う
力
が

生
ま
れ
る
の
で
す
。
こ
う

し
た
年
を
と
る
こ
と
の
良

さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
広
め

た
い
と
、
私
は
、
臨
床
心

理
学
の
立
場
か
ら
多
領
域

の
専
門
家
や
当
事
者
の

方
々
と
協
力
し
て
、
一
人

ひ
と
り
が
強
み
を
発
揮
し
、

年
を
と
る
喜
び
に
貢
献
し

合
う
社
会
の
実
現
を
め
ざ

多
世
代
で
生
き
が
い
を
創
造
！
「
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
」
の
取
組

　
　

 
女
子
大
学  �

現
代
社
会
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授 

日く
さ
か下　

菜な

穂ほ

子こ

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
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す
実
践
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
心
が
、
生
き
が
い
創
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
」
の
取
組
で
す
。

教
え
合
い
、
学
び
合
い
が
循
環
す
る
も
の
づ
く
り
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
は
、
一
人
ひ
と
り
の
目
標
を
み
ん
な

で
共
有
・
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
強
み
を
活
か
し
て
そ
の
目
標

を
支
え
合
い
、
達
成
し
て
い
く
と
い
う
協
同
・
共
創
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

現
在
、
シ
ニ
ア
か
ら
若
い
世
代
ま

で
数
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、

①
人
生
後
半
を
豊
か
に
生
き
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
長
寿
時
代
の
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
の
教
室
「
生
き
が
い
創
造

教
室
」、
②
高
齢
者
が
教
授
（
プ
ロ

フ
ェ
ッ
サ
ー
）
に
な
っ
て
学
び
合
う

人
生
の
大
学
院
「
ワ
ン
ダ
フ
ル
大
学

院
」、
③
食
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ

る
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
の
社

会
実
装
「
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
」
を

中
心
に
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
は
、
高
齢

者
や
大
学
生
、
地
域
の
人
た
ち
が
食
材
を
持
ち
寄
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
料
理
を
作
っ
て
一
緒
に
食
べ
る
と
い
う
食
空
間
創
出
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
２
０
２
４
年
2
月
に
は
、ゼ
ミ
生
が
中
心
と
な
っ
て「
天

神
橋
筋
商
店
街
の
人
と
作
る
・
水
辺
の
シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
共
通
の
目
標
（
喜
び
）
は
「
美
味
し
い
料
理
を
食
べ

る
こ
と
」
で
す
が
、
多
世
代
グ
ル
ー
プ
で
料
理
を
作
っ
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
、
包
丁
で
野
菜
を
刻
む
の
は
苦
手
だ
け
れ
ど
、
お
米
を

炊
い
た
り
食
器
を
洗
っ
た
り
は
で
き
る
…
と
い
う
よ
う
に
、
で
き
る

こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
（
能
力
の
個
人
差
）
に
気
づ
い
て
、
ど
う
す

れ
ば
そ
の
隙
間
を
埋
め
ら
れ
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
、
自
分
が
貢
献

で
き
る
こ
と
に
意
識
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

シ
ェ
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
ほ
か
に
も
、「
ワ
ン
ダ
フ
ル
大
学
院
」
で

は
京
田
辺
市
や
大
阪
市
、
様
々
な
企
業
等
と
連
携
し
、
高
齢
者
と
大

学
生
が
地
域
の
小
学
生
に
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教
え
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
教
え
合
い
、
学
び

合
い
が
循
環
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
を
通
し
て
、
社
会
全
体
の

価
値
観
を
変
え
る
後
押
し
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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同志社
クローズ・アップ

大
阪
・
関
西
万
博
で
描
く
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ

の
世
界

多
世
代
で
の
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
、
老
い
の
価
値
、
高
齢
者
と

と
も
に
い
る
社
会
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
世
界
の
人
た
ち
に
発
信
し
た

い
！ 

そ
ん
な
思
い
で
、
２
０
２
５
年
5
月
24
日
に
は
、
大
阪
・
関

西
万
博
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
パ
ビ
リ
オ
ン
「
い
の
ち
の
遊
び
場 

ク
ラ
ゲ

館
」
で
多
世
代
共
創
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
工
作
用

モ
ー
タ
ー
と
紙
コ
ッ
プ
、
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
を
使
っ
て
、
来
場
し
た
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
お
絵
描
き
マ
シ
ン
を
手
づ
く
り
し
、
そ
れ
を
大

き
な
模
造
紙
の
上
で
思
い
の
ま
ま
に
走
ら
せ
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば

モ
ー
タ
ー
が
壊
れ
て
動
か
な
く
な
っ
て
も
、
マ
シ
ン
を
捨
て
た
り
交

換
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
リ
ペ
ア
セ
ン
タ
ー
で
修
理
し
て
も
う

一
度
お
絵
描
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
自

身
が
あ
れ
こ
れ
考
え
、
手
を
動
か
し
、
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返

し
な
が
ら
1
枚
の
ア
ー
ト
作
品
を
完
成
さ
せ
る
喜
び
を
感
じ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

今
回
、
運
営
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
4
年
次
生
の
ゼ
ミ
生
20
人
と
、

最
高
年
齢
85
歳
の
シ
ニ
ア
5
人
が
参
加
。
そ
の
ほ
か
、
会
場
に
は
来

ら
れ
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
、
古
い
着
物
や
洋
服
の
端
切
れ
を
美
し

い
リ
ボ
ン
に
リ
メ
イ
ク
し
、
多
世
代
共
創
に
よ
る
再
生
の
象
徴
と
し

て
、
学
生
た
ち
が
会
場
や
マ
シ
ン
に
飾
り
つ
け
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
学
生
が
寄
り
添
い
、
そ
れ
を
シ
ニ
ア
世
代
が

優
し
く
支
え
る
共
創
の
場
が
自
然
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
体
験
し
、
企
画
・
運
営
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
実

感
す
る
中
で
、
そ
こ
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
の
努
力
を
想
像
し
、
感

謝
の
気
持
ち
を
も
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
持
つ
強
み
に

注
目
し
、
お
互
い
に
で
き
る
こ
と
を
求
め
合
っ
て
い
る
世
界
で
す
。

そ
こ
に
は
年
齢
な
ど
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、

地
域
単
位
で
様
々
な
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ワ
ン
ダ
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン
グ

の
理
念
が
広
が
り
、
高
齢
者

は
も
ち
ろ
ん
、
多
世
代
の
人

が
人
生
を
豊
か
に
過
ご
せ
る

よ
う
な
場
が
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
に
生
ま
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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同
志
社
高
校
に
は
三
年
生
の
選
択
科
目
の
一
つ
に
英
語
研
究
と
い

う
科
目
が
あ
る
。
主
に
文
学
や
映
画
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を

学
び
、
作
文
の
構
成
や
発
表
の
や
り
方
を
磨
く
。
年
度
初
め
に
は
英

語
の
歴
史
に
つ
い
て
研
究
す
る
。
最
近
こ
の
授
業
で
英
語
で
俳
句
を

つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。

授
業
で
歴
史
の
話
を
し
、
生
徒
は
気
に
な
る
英
単
語
の
語
源
を

C
ham

bers D
ictionary of Etym

ology (1988) 

な
ど
の
英

語
の
語
源
辞
典
を
使
っ
て
調
べ
授
業
中
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
発

表
を
す
る
。
語
彙
力
の
向
上
と
と
も
に
、
英
語
は
い
ろ
ん
な
言
語
と

繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
。（
実
は

日
本
語
の
親
戚
言
語
に
つ
い
て
も
少
し
触
れ
る
）。
そ
れ
を
終
え
る

と
英
語
の
ス
ペ
ル
と
意
味
が
結
び
つ
い
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
い
く

つ
か
の
パ
タ
ー
ン
を
勉
強
す
る
。
つ
ま
り
同
じ
音
を
持
ち
、
似
た
よ

う
な
意
味
を
持
つ
が
、
擬
音
語
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
パ
タ

ー
ン
を
学
ぶ
。
例
え
ば
、
母
音 -sh

で
終
わ
る
単
語
（crush, 

flash, splash

な
ど
）
は
速
い
又
は
強
い
動
き
を
表
す
傾
向
が
あ

る
。
ま
た
、gl-

で
始
ま
る
単
語(gloss, glad, glare)

は
艶
、
光

を
表
す
傾
向
が
あ
る
。
古
来
の
言
語
でgl-

の
部
分
は
「
光
」
と
い

う
意
味
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
語
は
そ
こ
か
ら
来
て
い
る
語
な
の
か

擬
音
語
か
は
分
か
ら
な
い
。-sh

は
「
突
然
」
と
い
う
意
味
だ
っ
た

語
源
俳
句
時
報Etym

ology and H
aiku P

roject
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う
。Syllable

の
数
え
方
は
実
は
日
本
人
に
と
っ
て
は
簡
単
で
は

な
い
。
母
音
と
い
う
文
字
の
数
で
は
な
く
、
母
音
の
音
の
数
に
な
る
。

い
く
つ
か
の
例
を
考
え
よ
う
。English

と
い
う
単
語
は
い
く
つ

の
音
節
で
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
答
え
は
二
つ
で
あ
る
。
カ
タ
カ

ナ
で
読
め
ば
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
は
六
つ
の
音
節
に
な
る
。
こ
の
講
座

の
受
講
生
は
英
語
の
能
力
や
発
音
が
優
れ
て
お
り
、
カ
タ
カ
ナ
で
は

考
え
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
多
く
の
生
徒
は
「ngl

」
と
い
う

子
音
の
塊
の
中
に
一
音
節
を
入
れ
た
が
る
。Pool

と
い
う
単
語
は
、

母
音
の
「o

」
は
二
つ
書
い
て
あ
る
が
、
音
節
は
一
つ
と
し
て
数
え

ら
れ
る
。A

pple

に
は
母
音
は
二
つ
あ
る
が
「e

」
は
発
音
し
な
い

か
ら
音
節
は
一
つ
と
こ
こ
ま
で
読
ん
だ
人
は
思
う
だ
ろ
う
が
、
母
音

の
音
の
数
を
数
え
る
な
ら
、「pl

」
は
「pull

」
に
聞
こ
え
る
の
で

計
二
音
節
に
な
る
。Place

と
い
う
単
語
は
、同
じ
く
発
音
す
る「a

」

一
つ
と
発
音
し
な
い
「e

」
一
つ
と
「pl

」
で
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
、

同
じ
く
二
音
節
だ
ろ
う
か
。
実
は
最
初
の
「pl

」
は
声
を
出
さ
な
い

か
ら
、English

の
「gl

」
の
部
分
と
同
様
に
音
節
で
は
な
い
の
で
、

place

は
一
音
節
の
単
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。Evening

と
い

う
単
語
の
場
合
、
真
ん
中
の
「e

」
は
普
段
は
発
音
し
な
い
が
発
音

し
て
も
よ
い
の
で
音
節
は
二
つ
も
し
く
は
三
つ
で
あ
る
。
こ
う
い
う

こ
と
を
考
え
な
が
ら
生
徒
は
自
分
の
詩
を
作
る
。Syllables

を
練

習
し
て
い
く
と
、
英
語
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
納
得
で
き
る

か
擬
音
語
だ
っ
た
か
も
分
か
ら
な

い
。
実
は
偶
然
で
あ
る
可
能
性
も

あ
る
。
こ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
を
い

く
つ
か
覚
え
る
こ
と
で
英
語
的
な

「
感
」
が
身
に
付
く
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

英
語
歴
史
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

最
後
に
は
、
言
葉
の
遊
び
で
俳
句

を
通
じ
て
自
己
表
現
を
す
る
と
い

う
楽
し
い
課
題
を
や
る
。
英
語
の

俳
句
作
成
の
目
標
は

新
し
い
知
識
や
感
覚

を
発
揮
す
る
だ
け
で

は
な
い
。
俳
句
の
五

七
五
を
め
ざ
す
の
に

英
語
の
「syllable
」

（
音
節
）
感
覚
を
持

つ
必
要
が
あ
る
。
日

本
語
の
カ
ナ
で
は
各

一
文
字
は
一
音
節
を

表
す
が
、
英
語
は
違
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こ
と
に
も
な
る
。

最
後
に
生
徒
の
作
品
を
紹
介
す
る
。
一
つ
だ
け
留
意
し
て
ほ
し
い

の
は
、
英
語
で
のH

aiku

（
ち
な
み
に
二
音
節
）
は
日
本
語
の
俳

句
と
は
形
式
が
異
な
る
。
日
本
の
俳
句
は
五
七
五
だ
と
い
う
定
型
詩

だ
と
ア
メ
リ
カ
の
授
業
で
は
教
わ
る
が
、H

aiku

は
そ
こ
ま
で
「
五

七
五
」
に
従
う
必
要
は
な
い
。
三
つ
の
短
い
行
で
成
り
立
っ
て
い
れ

ば
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。

生
徒
の
新
鮮
な
世
界
観
を
味
わ
い
、
そ
の
中
の
音
節
が
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
数
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Sum
m

er festival
By the row

s of food stalls
M

y heart dances

hopping children w
ait for

popcorn popping in the pan, they
pop and pop lightly

H
om

ew
ork is haiku

Better than a report for m
e

But it takes m
ore tim

e

M
y spring days are gone

I gaze at the south field now
Longing fills m

y heart.

A
 single red leaf 

floats dow
n w

ith no need to rush
goodbyes can be soft
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同
志
社
香
里
で
は
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
語
学
研
修
を
実
施
し
て
き

た
が
、
近
年
は
英
語
以
外
の
外
国
語
に
関
心
を
持
つ
生
徒
も
増
え
て

き
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
二
〇
二
五
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
二
十

九
日
ま
で
の
春
休
み
期
間
を
利
用
し
、
本
校
と
し
て
初
と
な
る
台
湾

語
学
研
修
が
実
現
し
た
。
参
加
し
た
の
は
中
学
一
年
生
か
ら
高
校
二

年
生
ま
で
の
九
名
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
語
学
研
修
へ
の
参
加
自
体

が
初
め
て
と
い
う
生
徒
や
、
海
外
渡
航
自
体
が
初
と
な
る
生
徒
も
含

ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
個
人
的
に
中
国
語
を
勉
強
し
て
お
り
、
自

分
の
実
力
を
試
し
て
み
た
い
」
と
語
る
生
徒
も
お
り
、
参
加
の
動
機

は
多
様
で
あ
っ
た
。

今
回
の
語
学
研
修
は
、
単
な
る
言
葉
の
習
得
で
は
な
く
、
台
湾
の

歴
史
・
文
化
を
学
び
、
現
地
の
人
々
と
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
企
画
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
渡
航
前
に
は
校
内
で
事
前
学
習
の
機

会
を
設
け
、
台
湾
で
国
際
交
流
に
携
わ
る
講
師
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
招

い
て
、
台
湾
の
歴
史
や
文
化
、
民
族
構
成
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け

た
。
生
徒
た
ち
は
こ
の
学
習
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
学
ん
だ
中
国
語

の
基
本
単
語
を
自
宅
で
復
習
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

山
間
の
街 

九
份

初
日
は
、
新
北
市
の
山
間
部
に
あ
る
九
份
を
訪
問
し
た
。
か
つ
て

金
の
採
掘
で
栄
え
た
こ
の
街
は
、
現
在
で
は
台
湾
を
代
表
す
る
観
光

地
の
一
つ
だ
。
長
い
石
段
を
登
る
と
、
赤
い
提
灯
が
連
な
る
ノ
ス
タ

ル
ジ
ッ
ク
な
街
並
み
が
広
が
り
、
美
し
い
山
の
景
観
と
相
ま
っ
て
印

象
的
な
風
景
を
生
み
出
し
て
い
た
。
生
徒
た
ち
は
ウ
ー
ロ
ン
茶
や
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ
を
味
わ
っ
た
り
、
筆
を
使
っ
た
絵
を
描
い
て
も

ら
っ
た
り
と
、
初
の
台
湾
体
験
に
緊
張
し
な
が
ら
も
楽
し
ん
で
い
た

様
子
で
あ
っ
た
。

台
湾
で
出
会
っ
た
学
び
と
絆 

― 

初
の
語
学
研
修
を
終
え
て
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初
め
て
の
中
国
語
レ
ッ
ス
ン

二
日
目
は
、
淡
江
大
学
が
開
講
す
る
中
国
語
レ
ッ
ス
ン
に
参
加
し

た
。
台
湾
で
は
台
湾
語
や
客
家
語
な
ど
様
々
な
言
語
が
存
在
す
る
が
、

中
国
語
が
主
に
共
通
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
授
業
で
は
、
先

生
は
体
を
使
っ
て
言
葉
を
表
現
し
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
中
国
語
を
習

得
で
き
る
よ
う
に
促
し
、
生
徒
た
ち
は
数
字
、
色
、
食
べ
物
な
ど
の

基
本
語
彙
や
、
店
で
の
注
文
の
仕
方
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
だ
。

現
地
の
大
学
生
と
台
北
市
内
観
光

午
後
は
日
本
語
を
学
ぶ
台
湾
の
大
学
生
が
ガ
イ
ド
役
を
務
め
、
市

内
観
光
に
出
か
け
た
。
地
下
鉄
Ｍ
Ｒ
Ｔ
を
利
用
し
、
中
正
紀
念
堂
や

龍
山
寺
を
訪
問
し
た
。
中
正
紀
念
堂
で
は
、
生
徒
た
ち
は
蒋
介
石
が

生
き
た
年
齢
と
同
じ
数
だ
と
い
わ
れ
る
階
段
を
、
習
っ
た
ば
か
り
の

中
国
語
で
数
え
な
が
ら
登
り
、
歳
の
近
い
大
学
生
の
台
湾
に
関
す
る

話
に
も
興
味
深
く
耳
を
傾
け
た
。
夕
食
後
は
台
北
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
台
北
一
〇
一
か
ら
の
夜
景
を
満
喫
し
、
台
湾
に
つ
い
て
の
理
解
が

深
ま
っ
た
一
日
で
あ
っ
た
。

淡
江
高
級
中
学
と
の
交
流

三
日
目
は
研
修
の
中
心
で
あ
る
淡
江
高
級
中
学
と
の
学
校
交
流
が

行
わ
れ
た
。
淡
水
に
あ
る
こ
の
学
校
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
レ
ス
リ
ー
・
マ

カ
イ
宣
教
師
を
創
設
者
と
す
る
百
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
キ
リ
ス
ト

教
主
義
の
一
貫
校
で
あ
る
。
同
志
社
と
の
関
わ
り
は
と
て
も
古
く
、

一
九
二
〇
年
代
に
は
同
志
社
大
学
を
卒
業
し
た
陳
清
忠
氏
が
、
淡
水

中
学
（
現
・
淡
江
高
級
中
学
）
の
英
語
教
師
と
な
り
、
台
湾
初
の
ラ

グ
ビ
ー
部
と
合
唱
部
を
組
織
し
た
。
当
時
か
ら
残
る
ラ
グ
ビ
ー
場
に

は
そ
の
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

当
日
、
校
門
で
は
本
校
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
名
前
が
書
か
れ
た
カ

ー
ド
を
持
っ
た
淡
江
の
生
徒
た
ち
が
出
迎
え
て
く
れ
、
歓
迎
ム
ー
ド

は
最
高
潮
で
あ
っ
た
。
歓
迎
会
で
は
、
校
長
の
挨
拶
を
日
本
語
学
科

の
生
徒
が
通
訳
し
、
淡
水
名
物
の
阿
給
や
魚
丸
湯
を
一
緒
に
味
わ
っ

た
。
そ
の
後
は
美
術
や
英
語
な
ど
の
授
業
に
参
加
し
、
日
本
語
学
科

の
生
徒
が
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。
先
生
方
も
本
校
生
徒
の

た
め
に
特
別
に
授
業
内
容
を
工
夫
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

最
後
に
は
連
絡
先
を
交
換
し
、
台
湾
に
友
人
が
で
き
た
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
た
。
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
言
葉
や
文
化
を
越
え
た
心

の
通
じ
合
い
を
実
感
で
き
る
貴
重
な
交
流
で
あ
っ
た
。

今
回
の
研
修
を
終
え
た
生
徒
た
ち
は
、
想
像
以
上
の
学
び
と
出
会

い
が
あ
っ
た
と
語
っ
て
い
た
。
中
国
語
に
対
す
る
学
習
意
欲
が
高
ま

っ
た
と
い
う
声
も
多
く
、
次
は
自
ら
の
力
で
台
湾
を
再
訪
し
た
い
と

話
し
て
い
た
。
淡
江
高
級
中
学
と
の
縁
を
今
後
も
大
切
に
し
、
よ
り

深
い
交
流
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
た
。

淡江の校舎

台北１０１
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同志社
クローズ・アップ

「
教
会
学
校
の
キ
ャ
ン
プ
」
の
よ
う
に

５
月
の
連
休
明
け
、
本
校
の
中
１
生
徒
は
全
員
で
丹
波
篠
山
に
向

か
う
。「
中
１
修
養
会
」
を
行
う
た
め
で
あ
る
。
こ
の
行
事
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
刷
新
し
て
今
年
で
２
年
目
と
な
る
。
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
教
会
学
校
の
キ
ャ
ン
プ
」。
教
会
に
通
う
子
ど

も
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ
を
模
し
て
、
皆
で
歌
を
歌
い
、
食
事
を
共
に
し
、

火
を
囲
ん
で
祈
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、「
隣
人
に
な
る
」
と
は
ど

う
い
う
こ
と
か
を
身
に
つ
け
て
い
く
と
い
う
行
事
に
な
っ
て
い
る
。

初
日
は
ク
ラ
ス
タ
イ
ム
の
中
で
、「
な
ん
で
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
の

ゲ
ー
ム
を
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
楽
し
む
。
そ
の
中
で
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

と
の
共
通
点
や
違
い
に
自
然
と
目
を
向
け
て
い
く
。
ま
た
、「
エ
ゴ

エ
イ
ミ
ー
カ
ー
ド
」
と
い
う
名
札
に
、
こ
の
修
養
会
中
に
呼
ん
で
ほ

し
い
名
前
を
記
す
。
自
分
が
ど
の
よ
う
な
人
な
の
か
を
そ
の
名
前
に

込
め
、
期
間
中
そ
の
名
前
で
互
い
に
声
を
か
け
あ
う
。

初
日
の
夜
に
は
、「SLS -Secret Live Service-

」
と
題
し
て
、

歌
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
時
間
を
持
っ
た
。「Secret

」
と
い
う
だ
け
あ

っ
て
、
生
徒
た
ち
に
は
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
そ
の
内
容
は
伏
せ
て
い
た
。

担
任
団
も
含
め
た
教
員
た
ち
の
バ
ン
ド
演
奏
や
讃
美
歌
を
皆
で
楽
し

み
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
心
に
留
め
る
。
ま
る
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー

の
ひ
と
と
き
の
よ
う
だ
。
普
段
教
室
で
目
に
す
る
姿
と
は
違
っ
た
教

員
の
一
面
を
目
に
し
て
、
生
徒
た
ち
も
た
い
そ
う
喜
ん
で
い
た
。

二
日
目
に
は
飯は
ん
盒ご
う
炊す
い
爨さ
ん
に
取
り
組
む
。
初
日
の
ク
ラ
ス
タ
イ
ム
で

偶
然
で
き
た
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
、
一
つ
の
鍋
を
囲
む
。
起
こ
し
た

炎
に
巨
大
な
鍋
を
乗
せ
て
の
ド
タ
バ
タ
の
作
業
で
は
あ
っ
た
が
、
と

て
も
お
い
し
い
カ
レ
ー
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
日
の
夜
に
は
、
ま
た
違
っ
た
炎
と
向
き
合
う
。「C

LS 
-C

andle Light Service-

」、
蝋
燭
の
灯
り
で
行
う
礼
拝
の
時
間

だ
。
こ
こ
で
は
学
年
全
員
が
、
聖
書
の
朗
読
や
讃
美
歌
の
歌
唱
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
静
か
で
神
秘
的
な
礼
拝
の
時
間
を
過

「
中
１
修
養
会
」
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
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ご
す
。
生
徒
た
ち
に
も
「
こ
のC

LS

を
経
て
、
本
当
に
学
年
み
ん

な
が
同
女
の
生
徒
に
な
っ
た
と
言
え
る
ん
だ
よ
」
と
話
し
た
り
す
る
。

と
も
に
同
じ
炎
を
見
つ
め
て
、
学
年
全
員
が
同
女
生
と
な
る
瞬
間
で

あ
る
。

最
終
日
に
は
さ
す
が
に
疲
れ
も
見
え
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
満
足
し
た

表
情
で
学
校
へ
帰
り
着
い
た
。
あ
と
は
最
終
日
の
朝
に
記
し
た
「
自

分
へ
の
手
紙
」
が
届
く
の
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
る
。

Secret Live Service

Candle Light Service
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同志社
クローズ・アップ

中
高
生
が
英
語
で
教
養
を
競
う
総
合
競
技

世
界
50
か
国
以
上
、
約
2
万
人
の
中
高
生
が
参
加
す
る
英
語
の
国

際
大
会
「
ワ
ー
ル
ド
・
ス
カ
ラ
ー
ズ
・
カ
ッ
プ
（The W

orld 
Scholar’s C

up

：W
SC

）」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
英
語

力
を
競
う
大
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
3
人
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
な
り
、

科
学
や
理
科
、
芸
術
、
音
楽
な
ど
特
別
な
6
教
科
に
つ
い
て
、
①
60

分
の
制
限
時
間
で
１
２
０
問
を
解
く
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
、
②
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
作
文
を
完
成
さ
せ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、

③
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
相
手
チ
ー
ム
と
議
論
を
戦
わ
せ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
、

④
正
確
さ
と
と
も
に
解
答
ス
ピ
ー
ド
も
要
求
さ
れ
る
ク
イ
ズ
の
4
種

目
で
教
養
を
競
い
合
い
ま
す
。

国
内
で
は
、
毎
年
Ｇ
Ｗ
期
間
中
に
東
京
、
関
西
、
九
州
の
各
地
区

で
予
選
が
開
催
さ
れ
、上
位
入
賞
チ
ー
ム
に
は
世
界
大
会
（G

lobal 
Round

）
に
出
場
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
世
界
大

会
で
上
位
に
入
る
と
、Yale

大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
で
行
わ
れ
る
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
に
参
加
で
き
ま
す
。
同
志
社
国
際
中
学
・
高
等
学

校
は
２
０
１
６
年
に
初
め
て
Ｗ
Ｓ
Ｃ
に
参
加
し
、
翌
２
０
１
７
年
に

は
世
界
大
会
や
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
に
出
場
、
そ
れ
以
降
も
毎
年
た

く
さ
ん
の
生
徒
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま

す
。
本
校
に
と
っ
て
は
、
先
輩
か
ら
代
々
受
け
継
が
れ
る
伝
統
の
大

会
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２
０
２
５
年
は
5
月
3
・
4
日
に
関
西
ラ
ウ
ン
ド
が
行
わ
れ
、
本

校
か
ら
30
チ
ー
ム
90
人
が
参
加
。
そ
の
う
ち
6
チ
ー
ム
18
人
が
7
月

26
日
か
ら
始
ま
る
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
の
世
界
大
会
に
挑
み
ま
す
。
今

回
は
、
関
西
ラ
ウ
ン
ド
で
チ
ー
ム
総
合
1
位
、
2
位
、
個
人
総
合
1

位
を
獲
得
し
た
生
徒
た
ち
（
高
校
2
年
生
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

Ｗ
Ｓ
Ｃ
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
、
成
長
し
た
こ
と
、
気
づ
い
た
こ
と

な
ど
を
ま
と
め
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
取
材
は
２
０
２
５
年
7
月
。

「
ワ
ー
ル
ド
・
ス
カ
ラ
ー
ズ
・
カ
ッ
プ
２
０
２
５
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生
徒
た
ち

　
　

 
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校  �

英
語
科
教
諭 

サ
イ
モ
ン 

ゴ
ダ
ー
ド 

ウ
ィ
ド
ン

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

89



大
会
レ
ポ
ー
ト
～
関
西
ラ
ウ
ン
ド
を
振
り
返
っ
て
～

【
参
加
の
き
っ
か
け
】

本
校
は
帰
国
子
女
が
多
く
、
な
か
に
は
日
本
の
学
校
生
活
に
馴
れ

る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
が
苦
手
だ
っ
た
り

す
る
生
徒
も
い
ま
す
。「
世
界
大
会
や
国
際
交
流
に
関
心
が
あ
る
」

と
い
う
理
由
だ
け
で
な
く
、「
得
意
の
英
語
力
を
活
か
し
、
主
役
と

し
て
輝
き
た
い
」「
上
位
入
賞
し
て
み
ん
な
か
ら
注
目
さ
れ
た
い
」

な
ど
、
自
分
自
身
の
変
化
を
求
め
て
Ｗ
Ｓ
Ｃ
に
参
加
す
る
生
徒
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
募
集
す
る
と
き
に
、
友
だ
ち

の
長
所
（
記
憶
力
が
良
い
、
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
な
ど
）
を
見
つ
け
て

積
極
的
に
声
を
か
け
た
り
、
放
課
後
や
休
み
の
と
き
に
集
ま
っ
て
一

緒
に
問
題
を
解
い
た
り
、
く
じ
け
そ
う
な
と
き
は
お
互
い
に
励
ま
し

合
っ
た
り
…
、
Ｗ
Ｓ
Ｃ
に
向
け
た
取
組
を
通
し
て
学
校
内
で
仲
間
が

増
え
、
刺
激
を
受
け
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
自
然
に
広
が

っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

【
学
習
の
姿
勢
】

Yale

大
学
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
に
出
場
経
験
が
あ
る
先
輩
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
勉
強
方
法
を
教
え
て
も
ら
う
な
ど
、
チ
ー
ム
に
よ
っ
て

い
ろ
ん
な
工
夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
出
題
さ
れ
る
テ
ー
マ
や
セ
ク
シ
ョ

ン
（
ス
タ
デ
ィ
ー
ガ
イ
ド
）
は
事
前
に
発
表
さ
れ
ま
す
が
、
例
え
ば
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
や
メ
ガ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
占

い
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
エ
ン
ジ
ン
や

モ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
の
設
問
な
ど
、

今
ま
で
触
れ
た
こ
と
が
な
い
問
題
ば

か
り
で
、
こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験

だ
け
で
は
と
て
も
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

メ
ン
バ
ー
同
士
が
協
力
し
、
14
あ
る

セ
ク
シ
ョ
ン
を
6
分
割
し
て
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
に
ま
と
め
、C

hatG
PT

な
ど
新
し
い
技
術
を
使
っ
て
問
題
を

予
想
し
た
り
、
関
連
す
る
英
単
語
を
暗
記
シ
ー
ト
に
書
き
出
し
て
、

通
学
の
行
き
帰
り
に
ひ
た
す
ら
覚
え
た
り
…
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
自
主
的
に
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

【
大
会
の
様
子
】

コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
は
、「
未
来
の
科
学
技
術
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
出
場
チ
ー
ム
の
一

つ
が
書
い
た
、
世
界
を
石
化
し
よ
う
と
す
る
博
士
と
、
そ
れ
を
や
め

さ
せ
よ
う
と
す
る
友
人
がE-m

ail

で
や
り
取
り
し
合
う
と
い
う
、

生
徒
が
好
き
な
ア
ニ
メ
か
ら
発
想
し
た
斬
新
な
エ
ッ
セ
イ
は
印
象
的

で
、
そ
の
若
者
ら
し
い
豊
か
な
感
性
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
、
実
は
関
西
ラ
ウ
ン
ド
が
開
催
さ
れ
る
数
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同志社
クローズ・アップ

日
前
、
私
が
対
戦
相
手
と
な
っ
て
大
会
出
場
予
定
の
生
徒
た
ち
と
模

擬
練
習
を
行
い
、
彼
ら
が
何
も
言
い
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
く
ら
い

に
論
破
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
だ
か
ら
と
い

う
慢
心
、
こ
れ
く
ら
い
で
大
丈
夫
と
い
う
気
の
緩
み
を
引
き
締
め
る

意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
番
で
は
違

う
相
手
と
3
回
連
続
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
必
ず
し
も
そ
の

時
々
の
勝
ち
負
け
が
評
価
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
く
、
デ
ィ
ベ
ー

ト
の
内
容
な
ど
も
総
合
的
に
考
慮
さ
れ
る
た
め
、
ど
ん
な
相
手
と
当

た
っ
て
も
強
い
気
持
ち
で
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実
際
の
大

会
で
は
、
個
人
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
1
位
を
獲
得
す
る
よ
う
な
メ
ン
バ
ー

が
い
る
強
敵
と
初
戦
で
当
た
り
ま
し
た
が
、「
サ
イ
モ
ン
先
生
よ
り

強
い
相
手
は
い
な
い
！
」
と
い
う
意
気
込
み
で
ひ
る
ま
ず
戦
い
抜
き
、

本
校
出
場
チ
ー
ム
が
総
合
優
勝
か
ら
3
位
ま
で
を
獲
得
し
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
得
ら
れ
る
学
び
の
価
値

Ｗ
Ｓ
Ｃ
の
大
会
に
出
場
し
、
結
果
が
出
る
ま
で
、
生
徒
た
ち
は
た

く
さ
ん
の
不
安
や
失
敗
を
乗
り
越
え
て

き
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
か
し

て
負
け
る
か
も
し
れ
な
い
、
恥
を
か
く

か
も
し
れ
な
い
と
、
そ
の
場
で
踏
み
と

ど
ま
っ
て
い
て
は
何
も
始
ま
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
今
回
も
、
昨
年
の
大
会
で
不
本
意
な
成
績
だ
っ
た
本
校
の

チ
ー
ム
が
リ
ベ
ン
ジ
を
期
し
て
再
出
場
し
、
関
西
ラ
ウ
ン
ド
で
見
事

2
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
こ
と
に
関
心
を
持
っ
て
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
。
学
校
で
は
経
験
で
き
な
い
貴
重
な

学
び
が
、
皆
さ
ん
の
成
長
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
、
ソ
ウ
ル
で
の
世
界
大
会
、
そ
し
て
そ
の
後
に
続
く
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
で
の
皆
さ
ん
の
健
闘
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ソ
ウ
ル
大
会
の
結
果
報
告

２
０
２
５
年
7
月
に
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
世
界
大
会
に

は
、
33
か
国
か
ら
約
１
，
１
０
０
人
の
中
高
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
校
か
ら
出
場
し
た
5
チ
ー
ム
の
う
ち
、
4
チ
ー
ム
が
見
事
、

Yale

大
学
（
ア
メ
リ
カ
）
で
開
催

さ
れ
る
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
、
総
合
23
位
、
個
人
17
位

と
い
う
好
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

世
界
の
舞
台
で
堂
々
と
戦
い
抜
い

た
生
徒
た
ち
の
努
力
と
成
長
に
、
心

か
ら
拍
手
を
送
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
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２
０
１
９
年
、
本
校
の
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
実

証
に
基
づ
い
た
革
新
的
な
改
善
を
加
え
、
内
容
を
大
き
く
充
実
さ
せ

ま
し
た
。

恵
ま
れ
た
英
語
環
境
の
中
で
、
日
本
語
を
母
語
と
す
る
児
童
が
第

二
言
語
で
あ
る
英
語
を
通
じ
て
探
究
的
な
学
び
に
挑
戦
す
る
毎
日
は
、

彼
ら
だ
け
で
な
く
教
員
に
と
っ
て
も
新
た
な
挑
戦
と
可
能
性
に
満
ち

て
い
ま
す
。
私
が
目
ざ
す
の
は
、「
英
語
を
教
え
る
こ
と
」
だ
け
で

は
な
く
、「
英
語
で
考
え
る
力
を
育
て
る
こ
と
」
で
す
。

本
校
の
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
は
、
同
志
社
の
原
点
で
あ
る
良

心
教
育
や
三
つ
の
教
育
理
念
―
自
由
主
義
、
国
際
主
義
、
キ
リ
ス

ト
教
主
義
―
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
英
語
を
通
じ
て
世
界

の
課
題
に
向
き
合
い
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
模
索
す
る
姿
勢
は
、

「
良
心
に
従
っ
て
行
動
す
る
力
」
を
育
て
る
良
心
教
育
の
核
心
を
な

し
て
い
ま
す
。
ま
た
言
語
や
文
化
の
壁
を
越
え
て
、
自
ら
の
考
え
を

表
現
し
、
多
様
な
価
値
観
を
尊
重
す
る
力
を
育
む
こ
と
は
、
ま
さ
に

「
国
際
主
義
」
の

実
践
に
他
な
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、

子
ど
も
た
ち
自
身

が
テ
ー
マ
を
選
び
、

主
体
的
に
学
ぶ
姿

勢
は
、「
自
由
に

学
び
、
自
由
に
考

え
る
」
力
を
重
視

す
る
自
由
主
義
の

教
育
精
神
と
も
響

き
合
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
英
語
を
通

し
て
他
者
へ
の
思

い
や
り
や
奉
仕
の

探
究
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
：
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
の
現
場
か
ら

　
　

 
国
際
学
院  �

初
等
部
教
諭 R

ロ

バ

ー

ト

obert K

ケ

ン

ト

ent S

ス

タ

ン

ブ

ル

ズ

TU
M

B
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同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ
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同志社
クローズ・アップ

心
を
育
む
こ
と
は
、「
隣
人
愛
」
や
「
す
べ
て
の
人
に
仕
え
る
」
精

神
を
重
ん
じ
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
理
念
と
も
通
じ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
を
基
盤
と
し
た
リ
テ
ラ
シ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
、
Ｉ
Ｂ
の
探
究
学
習
を
組
み
合
わ
せ
た
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教
室
で
は
、
英
語
を
「
学
ぶ
」
の
で
は
な

く
、「
使
い
な
が
ら
学
ぶ
」
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
学
年
が
進
む
ご
と

に
子
ど
も
た
ち
は
英
語
で
質
問
し
、
議
論
し
、
自
分
の
考
え
を
発
信

す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

こ
の
成
長
の
一
つ
の
節
目
と
な
る
の
が
、
6
年
生
に
よ
る
Ｐ
Ｙ
Ｐ

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
で
す
。
児
童
は
自
ら
選
ん
だ
社
会
的
テ
ー
マ
に
つ

い
て
調
査
し
、
英
語
と
日
本
語
で
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
印
象

的
だ
っ
た
の
は
、
入
学
当
初
は
全
く
英
語
が
話
せ
な
か
っ
た
生
徒
が
、

自
分
の
言
葉
で
し
っ
か
り
と
考
え
を
述
べ
、
他
の
生
徒
か
ら
の
英
語

の
質
問
に
も
対
応
し
て
い
た
姿
で
し
た
。

実
際
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
や
児
童
の
振
り
返
り
の
様
子
は
、
以
下

の
学
校
公
式
動
画
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
：

https://w
w

w
.dia.doshisha.ac.jp/schoollife/m

ovie/
•

２
０
２
５
年
3
月
10
日

�同
志
社
国
際
学
院
初
等
部 2025 PY

P
 E

xhibition – 

折
り

紙 / O
rigam

i

➤
�

英
語
力
の
成
長
と
探
究
プ
ロ
セ
ス
を
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
振

り
返
っ
て
い
ま
す
。

•

２
０
２
５
年
4
月
9
日

�学
生
制
作
のE

xhibition

振
り
返
り
ビ
デ
オ
：「
折
り
紙
」 / 

Student- M
ade E

xhibition R
eflection Video:  ‘ O

rigam
i’

➤
�

探
究
と
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
児
童
自
身
が
英
語

で
振
り
返
る
ビ
デ
オ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
実
践
を
通
し
て
私
が
感
じ
て
い
る
の
は
、「
間
違

い
や
行
き
詰
ま
り
」
こ
そ
が
、学
び
の
本
質
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
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子
ど
も
た
ち
は
、
完
璧
な
文
法
よ
り
も
「
伝
え
た
い
思
い
」
を
優
先

し
な
が
ら
、
言
葉
と
と
も
に
思
考
力
も
育
て
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

英
語
を
通
し
て
異
文
化
に
触
れ
、
世
界
と
つ
な
が
る
経
験
は
、
子
ど

も
た
ち
の
視
野
を
広
げ
、
自
信
と
誇
り
を
育
て
る
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。今

後
の
展
望
と
教
育
的
意
義

近
年
、
日
本
の
初
等
英
語
教
育
に
お
い
て
「
実
用
的
な
言
語
運
用

能
力
」
や
「
探
究
を
通
じ
た
言
語
習
得
」
の
重
要
性
が
注
目
さ
れ
る

中
、
本
校
の
取
り
組
み
は
そ
の
一
つ
の
具
体
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
貢

献
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
校
の
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
は
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
言
語

力
の
育
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
的
な
視
野
と
批
判
的
思
考
力
を
養

う
実
践
と
し
て
、
着
実
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
在

学
中
に
※C

EFR B1

レ
ベ
ル
に
到
達
す
る
児
童
が
大
半
を
占
め
、

英
語
で
自
分
の
意
見
を
表
現
す
る
姿
が
日
常
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
成
長
は
、
単
な
る
語
学
力
の
向
上
を
超
え

た
、
言
語
と
探
究
の
統
合
的
な
学
び
の
結
果
と
捉
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
児
童
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
英
語
教
育
の
在
り
方
を
さ

ら
に
追
究
し
、
体
系
的
な
記
録
や
分
析
を
通
じ
て
、
よ
り
効
果
的
な

教
育
実
践
の
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
個

人
情
報
の
保
護
と
倫
理
的
配
慮
を
十
分
に
行
っ
た
上
で
、
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
成
果
を
、
同
志
社
の
教
育
理
念
を
体
現
し
て
広
く
社
会
に
貢

献
す
る
研
究
と
し
て
発
信
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
校
の
取
り
組
み
は
、
良
心
教
育
お
よ
び
同
志
社
が
掲
げ

る
国
際
主
義
、
自
由
主
義
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
理
念
を
初
等
教
育

段
階
か
ら
具
現
化
す
る
も
の
と
し
て
、
同
志
社
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を

高
め
る
重
要
な
実
践
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

初
等
段
階
か
ら
英
語
で
思
考
す
る
力
を
育
て
る
こ
と
は
、
同
志
社

大
学
に
お
け
る
国
際
的
、
学
際
的
な
学
び
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
を

促
し
、
将
来
の
高
度
な
学
術
的
探
究
や
国
際
的
な
貢
献
の
基
盤
と
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
学
び
の
在
り
方
を
同
志
社
内
の
諸
学
校
や
大
学
部
門
と

も
共
有
し
つ
つ
、
今
後
の
初
等
英
語
教
育
や
探
究
学
習
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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本
校
で
は
創
立
以
来
、
同
志
社
の
基
本
理
念
に
お
い
て
国
際
主
義

に
基
づ
き
、
国
際
人
の
育
成
を
教
育
理
念
の
一
つ
に
掲
げ
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
5
月
に
は
、
創
立
者
・
新
島
襄
が
学
ん
だ
ア
メ
リ
カ
・
ア
ー

モ
ス
ト
大
学
か
ら
同
志
社
大
学
に
来
ら
れ
た
研
究
者
の
ご
家
族
が
約

1
週
間
本
校
に
お
い
て
児
童
と
交
流
を
さ
れ
、
6
月
に
は
、
香
港
Ｇ

Ｔ
カ
レ
ッ
ジ
の
児
童
30
名
が
来
校
し
、
授
業
参
加
を
通
じ
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
実
際
の
交
流
活
動
に
加
え
て
6
年
生
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
台
湾
・
タ
イ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
と
つ
な
が
り
、
季

節
の
過
ご
し
方
や
日
常
生
活
に
つ
い
て
英
語
で
紹
介
し
合
っ
て
い
ま

す
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
子
ど
も
た
ち
は
自
信
を
も
っ
て
積
極
的

に
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
を
見
せ
て
お
り
、
交
流
を
し
て
い
る
学
校
か

ら
は
「
同
志
社
の
子
ど
も
た
ち
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
ま
た
来
た
く
な

る
」
と
の
嬉
し
い
声
も
届
い
て
い
ま
す
。「
英
語
を
使
う
こ
と
」
以

上
に
、
相
手
と
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
に
こ
そ
国
際
交
流
の
意
義
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
思
い
や
り
を
も
っ
て
世
界
と
向
き
合

う
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、
英
語
が
「
教
科
」
で
は
な
く
「
思
い
を
伝

え
る
こ
と
ば
」
と
し
て
根
づ
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

同
志
社
小
学
校
で
は
、
国
際
交
流
の
活
動
を
通
じ
て
英
語
を
学
ぼ

う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
意
欲
を
自
然
な
形
で
育
む
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
世
界
を
学
び
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
々
や
文
化
と
自
然

な
形
で
ふ
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
、
自
国
の
暮
ら
し
や
文
化
、
あ
る
い

は
自
己
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
な
お
す
こ
と
の
で
き
る
幅
広
い
視
野

を
養
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
「
人
ひ
と
り
の
大
切
さ
」
を
基
盤

と
し
て
、
自
分
と
は
異
な
る
意
見
や
少
数
意
見
に
耳
を
傾
け
、
互
い

に
違
う
こ
と
を
認
め
合
え
る
、
真
の
国
際
人
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

国
際
交
流
を
通
じ
て

―
同
志
社
小
学
校
の
取
り
組
み
―
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幼
稚
園
の
生
活

幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
は
、
朝
９
時
過
ぎ
か
ら
、
保
護
者
の
方
と

一
緒
に
登
園
し
ま
す
。
か
ば
ん
等
の
持
ち
物
を
所
定
の
場
所
に
片
づ

け
た
ら
、
各
々
が
園
庭
や
保
育
室
で
自
分
の
好
き
な
遊
び
を
し
始
め

ま
す
。

園
庭
で
は
虫
探
し
や
草
花
摘
み
、
草
花
を
使
っ
た
色
水
遊
び
、
砂

場
で
の
山
づ
く
り
や
ご
ち
そ
う
づ
く
り
、
遊
具
を
使
っ
た
ご
っ
こ
遊

び
な
ど
、
園
庭
の
様
々
な
場
所
で
遊
び
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
ま
た
保

育
室
で
は
、
積
木
に
ま
ま
ご
と
、
空
き
箱
や
段
ボ
ー
ル
等
を
用
い
て

の
製
作
活
動
を
し
、
保
育
室
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
の
中
で
、
友
達

と
密
に
関
わ
り
合
い
、
遊
び
を
展
開
し
ま
す
。
そ
の
あ
と
は
、
各
ク

ラ
ス
に
お
い
て
礼
拝
を
行
い
、
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り
、

絵
画
製
作
を
し
た
り
、
運
動
遊
び
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
ク
ラ
ス
で

の
ま
と
ま
り
の
あ
る
活
動
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遊
び
を
中
心
と

し
た
活
動
の
ど
こ
に
「
教
育
」
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
幼
児
教
育

は
そ
の
成
果
を
数
値
で
表
す
こ
と
が
で
き
ず
、
な
か
な
か
理
解
さ
れ

に
く
い
こ
と
が
現
状
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
幼
児
教
育
実

践
者
に
お
い
て
は
、
こ
の
自
由
に
遊
ん
で
い
る
時
間
も
、
ク
ラ
ス
で

ま
と
ま
り
の
あ
る
活
動
も
す
べ
て
、
保
育
計
画
に
基
づ
き
、
保
育
者

に
よ
る
学
び
の
し
か
け
や
教
育
的
意
図
が
盛
り
込
ま
れ
、
学
校
の
授

業
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
環
境
」（
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
）
を
通
し
て
行
う 

幼
児
教
育

幼
児
期
は
、
知
識
や
技
能
を
一
方
的
に
教
え
ら
れ
て
身
に
付
け
て

い
く
時
期
で
は
な
く
、
生
活
の
中
で
自
分
の
興
味
や
欲
求
に
基
づ
い

た
直
接
的
・
具
体
的
な
体
験
を
通
し
て
、
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い

く
時
期
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
幼
稚
園
で
は
子
ど

も
の
発
達
段
階
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
保
育
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
様
々

毎
日
が
探
求
活
動

～
見
る
、
触
る
、
作
る
、
試
す
、
考
え
る
、
一
日
中
探
求
す
る
子
ど
も
た
ち
～

　
　

 

幼
稚
園  �

園
長 

矢や

田た　

貴き

美み

代よ

同
志
社
ク
ロ
ー
ズ・ア
ッ
プ

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

学校法人 同志社
The Doshisha

同志社国際中学校・高等学校
D O S H I S H A  I N T E R N A T I O N A L  J U N I O R  /  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社中学校・高等学校
D O S H I S H A  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社香里中学校・高等学校
D O S H I S H A  K O R I  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社女子中学校・高等学校
D O S H I S H A  G I R L S ’  J U N I O R  A N D  S E N I O R  H I G H  S C H O O L

同志社小学校
Doshisha Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

97



な
「
環
境
」
を
準
備
し
、
子
ど
も
が
興
味
・
関
心
を
も
つ
よ
う
に
、

目
の
前
の
物
事
に
か
か
わ
り
た
く
な
る
よ
う
に
、
試
し
て
み
た
く
な

る
よ
う
に
、
自
由
な
空
間
の
中
に
教
育
的
意
図
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。「
環
境
」
と
は
物
的
環
境
・
人
的
環
境
・
様
々
な
事
象
を
指
し

ま
す
。
で
す
か
ら
、
保
育
室
の
子
ど
も
の
目
に
つ
き
や
す
い
場
所
に

は
そ
の
季
節
な
ら
で
は
の
動
植
物
を
置
き
、
よ
り
興
味
・
関
心
を
掻

き
立
て
る
こ
と
を
狙
い
、
そ
ば
に
は
図
鑑
や
写
真
な
ど
を
掲
示
し
ま

す
。
時
に
は
地
域
に
出
向
く
こ
と
で
、
園
内
で
は
で
き
な
い
貴
重
な

経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
は
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
共
通

の
感
動
体
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
、
毎
日
、
子
ど
も
た
ち
は
登
園
時
に
花

や
虫
を
見
つ
け
た
り
、
園
庭
で
懸
命
に
虫
探
し
を
し
て
は
、
図
鑑
で

調
べ
た
り
と
、
個
々
の
探
求
活
動
が
始
ま
る
の
で
す
。

〇
〇
博
士
、
〇
〇
名
人
が
た
く
さ
ん
！ 

探
求
し
続
け
る
子
ど
も
た
ち

本
園
に
は
、
虫
博
士
に
物
つ
く
り
名
人
、
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
見

つ
け
名
人
、
ふ
し
ぎ
発
見
名
人
な
ど
、
様
々
な
博
士
や
名
人
が
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
好
き
な
遊
び
を
す
る
時
間
（「
自
由

遊
び
」
や
「
好
き
な
遊
び
」
と
言
い
ま
す
が
、「
探
求
の
時
間
」
と

も
言
え
ま
す
）
は
、
個
々
の
興
味
・
関
心
を
存
分
に
味
わ
い
ま
す
。

年
長
組
は
、
空
き
箱
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
皿
な
ど
、
保
護
者
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
各
家
庭
か
ら
様
々
な
廃
材
を
持
っ
て
き
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
遊
び
に
必
要
な

も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
廃
材
な
ど
を
用
い
て
製
作
を
し
ま
す
。

自
分
た
ち
が
作
っ
た
帽
子
や
剣
、
宝
箱
は
大
切
に
抱
え
な
が
ら
遊

び
、
壊
れ
る
と
修
理
を
し
、
さ
ら
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
改
良
し
、
遊

び
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
こ
の
遊
び
の
中
で
は
、
様
々
な
道
具
や
素
材

年長組　
近くの商店街につばめの巣を見に行く

年長組　
子どもが見つけた花に名称をつけて

年少組保育室　
梅雨の時期の絵本や図鑑を構成

年中組保育室　
飼育しているカブトムシとその成長が
わかる図鑑を構成
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同志社
クローズ・アップ

と
出
会
い
、
物
の
性
質
、
道
具
や
素
材
の
扱
い
方
を
知
り
、
物
を
媒

介
に
友
達
と
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
ご
っ
こ
遊
び
を
通
し
て
協

同
の
学
び
を
体
験
し
ま
す
。
楽
し
い
か
ら
こ
そ
真
剣
で
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ

に
な
っ
た
製
作
物
を
も
大
事
に
扱
い
ま
す
。

「
無
自
覚
な
学
び
」
の
時
期

幼
児
期
の
子
ど
も
た
ち
は
、
発
達
段
階
か
ら
見
る
と
、「
無
自
覚

な
学
び
」
の
時
期
と
言
っ
た
り
、「
学
び
の
芽
生
え
」
の
時
期
と
言
っ

た
り
も
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
と
言
い
ま
す
と
、
子
ど
も
は

学
ぶ
こ
と
を
意
識
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
楽
し
い
こ
と
や

好
き
な
こ
と
に
集
中
す
る
こ
と
を
通
し
て
学
ぶ
時
期
で
す
。特
に
個
々

の
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
探
求
を
し
て
い
る
時
間
、
子
ど
も
た
ち
は

真
剣
で
す
。
楽
し
い
か
ら
少
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
ま
す
し
、
も
っ

と
知
り
た
い
か
ら
図
鑑
を
懸
命
に
見
ま
す
。
も
っ
と
楽
し
く
遊
び
た

い
か
ら
友
達
と
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
く
っ
つ
い
て
遊
び
を
続
け
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
「
無
自
覚
な
学
び
」
と
い
う
幼
児
期
の
特
性
を

大
切
に
し
な
が
ら
保
育
を
展
開
し
、
幼
稚
園
の
３
年
間
で
、
一
人
一

人
が
自
信
を
も
っ
て
「
〇
〇
が
好
き
」、「
〇
〇
が
得
意
」
と
言
え
る

よ
う
、
探
求
の
時
間
を
豊
か
な
時
間
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

世
代
を
超
え
た
同
志
社
の
皆
様
に
も
、
ぜ
ひ
と
も
幼
稚
園
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
子
ど
も
が
真
剣
に
遊
ぶ
姿
を
み
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

年長組　たこやき屋さんごっこ

年長組　ごっこ遊びに必要なも
のを製作し、身に付けて遊ぶ

年長組　「花の日礼拝」で持ち寄った花の花びらが
散ったので、その花びらを使っての色水遊び。すり
鉢とすり棒で花びらをこすると、鮮やかな色水とな
り、「わあ！」と歓声があがる。その姿を年少組が
見て、自分たちも試したくなる。

子どもが登園する前から環
境を準備する。子どもが自
らやりたくなるようなしか
けづくりをする。
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イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
イ
ン

ド
の
原
点
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
多
様
性

の
尊
重
は
、
同
志
社
に

お
い
て
ま
さ
に
草
創
期

か
ら
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
価
値
観
で
あ

り
、
こ
の
精
神
は
、
現

代
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
の
理
念
と

も
深
く
響
き
合
う
も
の

で
す
。

２
０
２
５
年
度
よ
り
、
学
校
法
人
同
志
社
に
お
い
て
新
た
な
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
内
に

新
設
さ
れ
た
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
関
す
る
検
討
部
会
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
法
人
内
の
各
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
な

が
ら
独
自
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
、
同
志
社
の
一
貫
教
育
を
担
う
す
べ
て
の

諸
学
校
が
連
携
し
、「
同
志
社
ら
し
い
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
の
実
現

に
向
け
て
、
法
人
全
体
で
取
り
組
む
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー�

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
関
す
る
検
討
部
会
部
会
長 

�

　

阪さ
か
田た 

真ま

己み

子こ

同
志
社
の
良
心
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

同
志
社
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィマ
イ
ン
ド
の
原
点

新
島
襄
と
と
も
に
同
志
社
の
設
立
に
尽
力
し
た

山
本
覚
馬
は
、
視
覚
障
害
と
肢
体
不
自
由
と
い
う

重
複
障
害
を
抱
え
て
い
た
人
物
で
し
た
。
ま
た
、

新
島
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
八
重
は
、
男
装
し
て
銃
を
手
に
戦
場
を

駆
け
た
先
駆
的
な
女
性
で
あ
り
、
そ
の
生
き
方
は
当
時
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
規
範
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
精
神
を
体
現
し
て
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
同
志
社
英
学
校
の
最
初
の
教
員
２
名
の
う
ち
の
１
人
は
ア
メ

リ
カ
人
宣
教
師
の
Ｊ
．
Ｄ
．
デ
イ
ヴ
ィ
ス
で
あ
り
、
創
立
当
初
か
ら

国
籍
や
文
化
の
異
な
る
者
と
の
協
働
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新

島
と
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
中
で
も
自
由
と
多
様

性
を
重
ん
じ
て
き
た
「
会
衆
派
」
に
属
し
て
い
た
こ
と
も
特
筆
す
べ

き
点
で
す
。

こ
の
よ
う
に
新
島
襄
を
取
り
巻
く
人
物
や
環
境
に
、
同
志
社
の
ダ

同志社の同志社の
　　一貫教育一貫教育

hitohito-Li

全盲の山本覚馬が口述筆記させた建白書
（同志社大学図書館所蔵）
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同志社の同志社の一貫教育一貫教育

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
必
要
な
Ｄ
Ｅ
Ｉ
の
考
え
方

近
年
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
お
い
て
は「
Ｄ
Ｅ
Ｉ（D

iversity, 
Equity, Inclusion

）」
と
い
う
枠
組
み
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
「
Ｄ
」
はD

iversity

（
多
様
性
）
を
指
し
ま
す
。
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
と
は
、
異
な
る
背
景
や
価
値
観
を
も
つ
人
々
が
共
に
存
在

す
る
状
態
の
こ
と
で
す
が
、
た
と
え
ば
「
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
人
が

い
る
よ
ね
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
し
ば
し
ば
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
含
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。多
様
性
を
単
な
る「
状

態
」
と
し
て
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
協

働
で
き
る
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
「
Ｅ
」
はEquity

（
公
正
性
）
で
す
。
こ
れ
は
、
す
べ
て

の
人
が
等
し
く
参
画
す
る
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に

必
要
な
支
援
が
提
供
さ
れ
て
い
る
状
態
を
意
味
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、

図
の
よ
う
に
象
を
見
学
し
た
い
の
に
、
高
い
塀
が
あ
る
た
め
に
背
の

低
い
人
が
象
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
全

員
に
同
じ
高
さ
の
台
を
配
布
す
る
の
は
「
平
等
（equality

）」
で

す
が
、
そ
れ
で
は
ま
だ
小
さ
な
子
ど
も
は
象
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
し
、
背
の
高
い
人
に
台
は
不
要
で
す
。
公
正
（equity

）
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
異
な
る
支
援
を
行
い
、
す
べ
て
の
人
に
公

平
な
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
近
年
で
は
、
こ
う
し
た

個
別
的
な
対
応
に
加
え
、
そ
も
そ
も
誰
も
が
は
じ
め
か
ら
そ
の
場
に
参

加
で
き
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（accessibility

）

の
確
保
が
重
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
例
で
言
え
ば
、

高
い
塀
そ
の
も
の
を
取
り
払
っ
て
柵
に
す
れ
ば
、
背
の
高
い
人
も

低
い
人
も
区
別
な
く
象
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

あ
ら
か
じ
め
誰
に
と
っ
て
も
利
用
し
や
す
い
環
境
を
目
指
す
設
計

思
想
の
こ
と
を
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
呼
び
ま
す
。
こ

の
記
事
の
文
字
フ
ォ
ン
ト
も
見
や
す
く
読
み
間
違
え
に
く
い
Ｕ
Ｄ

フ
ォ
ン
ト
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
）
を
使
用
し
て
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こ
の
よ
う
に
、
同
志
社
は
常

に
時
代
に
先
駆
け
た
取
り
組

み
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
根
底
に
は
、
創
立

以
来
一
貫
し
て
受
け
継
が
れ

て
き
た
「
良
心
に
基
づ
く
教

育
」
と
い
う
理
念
が
脈
々
と

息
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、

同
志
社
が
こ
う
し
た
先
駆
的

な
実
践
を
行
っ
て
き
た
の
は
、「
先
進
的
で
あ
る
こ
と
」
を
目
指
し

て
き
た
か
ら
で
は
な
く
、「
人
一
人
ハ
大
切
ナ
リ
」
と
い
う
精
神
を

基
盤
と
し
、
そ
の
思
い
を
教
育
の
場
で
丁
寧
に
積
み
重
ね
て
き
た
結

果
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
す
。
近
年
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

進
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や
利
益
の
拡
大
、
あ
る
い
は
組
織
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
向
上
の
手
段
と
し
て
語
ら
れ
る
場
面
が
増
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
本
来
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
は
「
人
権
」
の
問

題
で
あ
り
、
そ
の
中
心
に
は
一
人
ひ
と
り
の
存
在
を
か
け
が
え
の
な

い
も
の
と
し
て
捉
え
る
視
点
こ
そ
が
重
要
で
す
。
同
志
社
に
お
け
る

取
り
組
み
も
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
教
育
理
念
の
実
践
の
延
長
線
上

に
あ
っ
た
の
で
す
。

い
ま
す
。

そ
し
て
、「
Ｉ
」
はInclusion

（
包
摂
性
）
で
す
。
制
度
や
環

境
が
整
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
構
成
員
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
は

こ
こ
に
い
て
い
い
」
と
実
感
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
つ
ま
り
、

自
ら
の
存
在
を
肯
定
さ
れ
、自
分
の
ま
ま
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る「
居

場
所
」
が
あ
る
と
思
え
る
こ
と
―
―
そ
れ
が
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の

本
質
で
す
。

同
志
社
ら
し
い
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
は

冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
同
志
社
は
長
い
歴
史
の
中
で
多
様
な

人
々
を
受
け
入
れ
、
共
に
学
ぶ
環
境
を
整
え
て
き
ま
し
た
。
た
と
え

ば
、
英
学
校
開
校
の
翌
年
に
あ
た
る
１
８
７
６
年
に
は
女
子
塾
が
開

設
さ
れ
、
同
志
社
に
お
け
る
女
子
教
育
が
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、

草
創
期
に
学
ん
だ
女
子
生
徒
の
う
ち
３
名
が
、
１
８
７
８
年
に
同
志

社
英
学
校
で
学
ぶ
機
会
を
得
て
い
ま
す
。
同
志
社
に
お
け
る
「
男
女

共
学
」
の
始
ま
り
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
点
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
１
９
４
９
年
に
は
同
志
社
大
学
が
、

国
内
で
初
め
て
点
字
入
試
を
実
施
し
ま
し
た
（
同
年
、
日
本
大
学
や

早
稲
田
大
学
も
実
施
）。「
国
内
で
初
め
て
」
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ

ま
で
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
ほ
ぼ
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
大
学
進
学
へ
の

道
を
、
本
学
が
先
ん
じ
て
切
り
拓
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

点字用タイプライター（同志社大学スチューデント
ダイバーシティ・アクセシビリティ支援室所蔵）
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こ
こ
で
、
同
志
社
大
学
で
20

年
以
上
続
く
「C

hallenged

キ
ャ
ン
プ
」
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。C

hallenged

キ
ャ
ン
プ
は
、
車
椅
子
ユ
ー
ザ

ー
の
学
生
が
ふ
と
漏
ら
し
た

「
海
は
遠
く
か
ら
見
る
も
の
」

と
い
う
言
葉
を
き
っ
か
け
に
、

障
が
い
学
生
支
援
室
（
当
時
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
「
海
に

連
れ
て
行
き
た
い
」
と
企
画
し

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
障
害
学
生
と
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
、
共
に

海
を
眺
め
、
潮
風
を
感
じ
、
共
に
海
水
に
足
を
つ
け
る
―
―
そ
う
し

た
体
験
を
通
じ
て
、「
支
援
す
る
／
支
援
さ
れ
る
」
と
い
う
関
係
性
が
、

「
友
人
」
と
い
う
関
係
へ
と
自
然
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

ま
さ
に
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
体
現
す
る
実
践
で
す
。
学
生
の
何
気

な
い
一
言
に
端
を
発
し
て
始
ま
っ
た
取
り
組
み
が
、
同
志
社
マ
イ
ン

ド
の
継
承
と
し
て
今
な
お
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
同
志
社

の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
本
質
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Learn to Live, Live to Learn

同
志
社
大
学
第
二
代
学
長
Ｄ
・
Ｗ
・

ラ
ー
ネ
ッ
ド
が
愛
誦
し
た
「Learn 
to Live, Live to Learn

（
生
き
る

た
め
に
学
び
、
学
ぶ
た
め
に
生
き
る
）」

と
い
う
言
葉
も
ま
た
、
同
志
社
の
教
育

理
念
を
象
徴
す
る
も
の
で
す
。
同
志
社

で
学
ぶ
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
・
学
生

が
、「
人
一
人
ハ
大
切
ナ
リ
」
の
精
神

の
も
と
、
生
き
る
こ
と
と
学
ぶ
こ
と
を

往
還
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
同
志
社
の
良
心
に
基
づ
い
た
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
マ
イ
ン
ド
を
一
貫
教
育
の
中
で
共
に
育
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2011年Challengedキャンプの様子
（�画像提供：同志社大学スチューデントダイバーシティ 

・アクセシビリティ支援室）

ラーネッド図書館正面玄関より
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現
力
を
育
む
授
業
作
り
を
目
指
し
て
―

発
表
者
：�

佐
川　
淳
（
同
志
社
中
学
校・高
等
学
校
芸
術
科
教
諭
）

発
表
内
容
：�

自
由
選
択
科
目
音
楽
Ⅲ
で
の
実
践
内
容
の
紹
介

第
三
分
科
会

テ
ー
マ
：�

同
志
社
女
子
高
校
の
地
学
教
育

発
表
者
：
北
野
功
治
（
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
理
科
教
諭
）

発
表
内
容
：
高
校
地
学
の
授
業
内
容
を
紹
介
す
る

第
四
分
科
会

テ
ー
マ
：�

１
年
生
か
ら
始
め
る
図
的
表
現
力
の
育
成　
―
図
の
„
価

値
＂
を
も
ち
込
む
姿
を
目
指
し
て
―

発
表
者
：�

南
大
我
（
同
志
社
小
学
校
教
諭
）

発
表
内
容
：
算
数
科
に
お
け
る
図
的
表
現
力
の
育
成
に
つ
い
て

第
五
分
科
会

テ
ー
マ
：�

皆
で
話
そ
う
‼
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
・
難
し
い
こ
と
・
乗
り
越
え
た
い
こ
と

発
表
者
：�

阪
田
真
己
子
（
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
教
授
・
同

学
部
長
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
関
す
る
検
討
部
会

部
会
長
）

発
表
内
容
：�

各
学
校
で
抱
え
て
い
る
課
題
を
共
有
す
る
た
め
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

（
文
責　
同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
所
長　
大
久
保
雅
史
）

同
志
社
研
修
・
交
流
会

6
月
25
日
（
水
）
に
、
授
業
内
容
・
方
法
の
改
善
と
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
教
員
間
で
教
学
上
の
課
題
を
共
有
し
、
解
決
策
を
模

索
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
同
志
社
研
修
・
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

阪
田
部
会
長
に
よ
る
基
調
講
演
『
同
志
社
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

進 

―
本
当
に
大
切
な
こ
と
は
何
か
―
』
に
引
き
続
い
て
、
各
自
希

望
の
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
同
志
社
一
貫
教

育
探
求
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

https://w
w

w
.doshisha-ikkan.info/

第
一
分
科
会

テ
ー
マ
：�

現
代
こ
ど
も
学
科
の
学
修
サ
イ
ク
ル　
―
多
様
性
と
調

和
―

発
表
者
：�

勝
浦
眞
仁
・
吉
永
紀
子
（
同
志
社
女
子
大
学
現
代
社
会

学
部
現
代
子
ど
も
学
科
教
授
）

発
表
内
容
：�

現
代
こ
ど
も
学
科
で
大
切
に
し
て
い
る
学
修
サ
イ
ク
ル

の
模
擬
的
体
験
と
実
践
報
告

第
二
分
科
会

テ
ー
マ
： �

音
楽
Ⅲ
で
取
り
組
む
ジ
ャ
ン
ル
融
合
バ
ン
ド　

―
表

同志社の同志社の一貫教育一貫教育
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2025 年 11 月 29 日（土） 2025 年 11 月 29 日（土） 

同志社創立 150 周年記念日スケジュール同志社創立 150 周年記念日スケジュール

新島襄とJerome D. Davisの教師2名と生徒8名により、1875年11月29日、同志社英
学校は京都の地にて産声をあげました。新島の懇篤なる祈祷とともに出発した同志社は
本年で創立150年を迎えます。現在は2つの大学、4つの中学・高等学校、小学校、国際
学院、幼稚園を擁するわが国屈指の私立総合学園に発展し、学生、生徒、児童、園児の
総数は約43,000名に上ります。また、同窓・卒業生は国内外、各界で目覚ましい活躍を
されています。

同志社は2025年11月29日に創立150周年式などを以下のとおり開催します。ぜひ多く
の皆様と一緒に、同志社の先人たちのお働きに感謝し、同志社人の絆を深める機会とし
たいと思っています。9月中旬に同志社創立150周年記念ホームページに、特設サイトを
設けますので、そちらをご覧下さい。

9：00～9：30　場所：同志社墓地
創立150周年同志社創立記念祈祷会
＊参加無料・申込不要

10：00～13：30　場所：同志社中学校・高等学校（住所：京都市左京区岩倉大鷺町89）
同志社創立150周年記念フェスティバル in IWAKURA
＊参加無料・要申込

（現時点で想定しているプログラム）
①講演会　講師：佐藤 優氏（作家・同志社大学東京特別顧問（担当））
②落語　桂 笑金氏
③チャリティーコンサート
④�子ども・ファミリー向けのワークショップ（同志社大学、同志社女子大学などの

サークルによる）
⑤�同志社内4中学校・高等学校、小学校、国際学院初等部・国際部の資料展示コー

ナー
＊その他、キッチンカーも複数出店予定です。

14：00～16：30　場所：国立京都国際会館（住所：京都市左京区岩倉大鷺町422）
同志社創立150周年記念式など
＊参加無料・要申込

（主な内容）
・同志社創立150周年記念献茶式／裏千家第16代・家元　千 宗室氏
・同志社創立150周年記念式
・創立200周年に向けてのメッセージ（仮題）／同志社総長・理事長　八田 英二
・「同志社ルネサンス」へ（仮題）／同志社大学長　小原 克博
・新島襄に関するアニメーション『二百年の夢を見た。』第1部上映
・書家　川尾 朋子氏による題字制作動画

お問い合せ先：学校法人同志社　創立150周年記念事業事務室
TEL：075-251-2710　E-mail：ji-150th@mail.doshisha.ac.jp
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ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内
ハリス理化学館同志社ギャラリーは、創立者新島襄の志と同志社の歴史等を資料で紹介する展示

施設です。ハリス理化学館は、J.N.ハリスの寄附をもとに1890（明治23）年に竣工し、永らく同志
社における理化学教育の拠点となった建物です。現在、国の重要文化財に指定されています。

第36回企画展 同志社創立150周年・アーモスト大学創立200周年記念特別展示
「未来を切り拓く―アーモスト大学と同志社の交流史―」
An Exchange of Consequence – The History of Amherst College and 
Doshisha

期　　間：2025年10月1日（水）～12月7日（日）
場　　所：2階　企画展示室
共　　催：アーモスト大学・同志社大学

本展は、創立者新島襄が修了したアーモスト大学創立200周年と同志社創立150周年を記念した初の
共催展です。100年以上にわたって教職員、学生や有形無形の事柄の交流によって培われた「国際
主義」を両校所蔵の資料を通じて紹介します。

【常設展】
同志社創立１５０周年記念特別常設展
新島襄　召命と志

期　　間：�第1部　志　 
１０月７日(火)～１１月３０日(日)

　　　　　�第2部　キリスト教　 
１２月２日(火)～２０２６年１月３１日(土)

　　　　　�第3部　起業　 
８月５日(火)〜１０月５日(日)、２０２６年２月３日(火)〜３月２８日(土)

場　　所：�1階 常設展示室 
「同志社のあゆみ」「新島襄の人と思想」

主　　催：同志社大学同志社社史資料センター

新島襄が同志社を結社し、英学校を開校してから１５０年。節目を迎える
今こそ、新島が何を志して、キリスト教の重要性を如何に考え、教育
事業に邁進したのかを資料で振り返ります。

【入 場 料】無料
【開館時間】10：00～17：00（最終入館 16：30まで）
【閉 館 日】�日曜日（企画展開催中を除く）・月曜日・祝日・4月30日～5月2日・夏期休暇中の一定期間・

年末年始
【場　　所】�同志社大学 今出川キャンパス 

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関をご利用ください。

お問合せ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
HP：https://harris.doshisha.ac.jp/
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736

アンドーヴァー神学校時代
の新島襄　1872年
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新島旧邸公開のお知らせ新島旧邸公開のお知らせ

　新島旧邸の敷地には、幕末まで京都大工頭中井家の屋敷があり、明治初年には中井屋
敷を公家華族の高松保実が所有していました。1875（明治8）年11月29日、新島襄は、
この高松邸を賃借して一部を仮校舎とし、生徒8名で同志社英学校を開校しました。翌
年、英学校は薩摩藩邸跡地の専用校舎に移りますが、その後、新島は高松邸の土地を入
手して自宅を1878（明治11）年に建築しました。これが、現在の新島旧邸です。同志社
発祥の地に建つ新島旧邸を、同志社の建学の理念を体感する場として公開しています。

【公開期間】4～7月、9～11月、3月
　　　　　①通常公開　�毎週火・木曜日（祝日は閉館）
　　　　　②特別公開　�毎週土曜日 

春の特別公開（2025年度分は終了） 
第34回企画展開催期間（4月15日～6月15日）の火・木・土曜日 

（終了） 
オープンキャンパス（2025年度分は終了） 
秋の特別公開　10月1～5日 
ホームカミングデー　11月9日 
創立記念日　11月29日 
大学卒業式　2026年3月20～22日

　　　　　※�公開日の詳細はHPをご覧ください。 
https://archives.doshisha.ac.jp/archives/old_mansion/old_mansion.html

【公開時間】10：00～16：00（入館受付は15：30まで）
【見学対象】�①通常公開 

　旧邸周囲から建物内部を見学（建物内部には入場できません）。 
②特別公開 
　旧邸周囲および建物内部（母屋1階と付属屋）に入場できます。 
　※旧邸建物内に一度に入れる人数は20名程度とします。

【入 場 料】無料
【場　　所】�京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町 

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関をご利用ください。
【団体見学申込】�10名以上の団体は、予約が必要です。団体予約は、見学日の1週間前

までに電話・FAX・E-mailにて下記にお申し込みください（電話受付
は10：00～16：30）。※日・月・祝日は閉室

お問合せ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室
HP：https://harris.doshisha.ac.jp/
E-mail：n-kyutei@mail.doshisha.ac.jp
TEL：075－251－2716　FAX：075－251－2736

107



同志社女子大学史料センター 第 29 回企画展同志社女子大学史料センター 第 29 回企画展

同志社女子大学図書館のこれまでとこれから同志社女子大学図書館のこれまでとこれから

同志社女子大学今出川図書館は、1977年にわが国最初の地下式図書館として開館しま
した。そして50年を経た2026年度に、創立150周年を記念してリニューアル・オープン
を迎えます。またそれに先立つ2018年には、京田辺図書館がラーニング・コモンズと一
体化した施設にリニューアルされました。こうした変化を踏まえ、今回の企画展では、
私立の女子教育機関として1876年に設立された本学が、どのように蔵書をコレクション
し図書館の設立に至ったか、改めてその歴史を振り返るとともに、デジタル技術の著し
い発展に直面するなか、本学の図書館が今後どのような展開を志向すべきか問う機会に
したいと考えています。

期　間：2025年11月21日(金)～2026年7月31日(金)
時　間：10：00～16：00
閉室日：�土・日・祝日および2025年12月25日、29日～2026年1月2日 

（ただし、2025年11月22日～24日、2026年4月29日、7月20日は開室しております。）
場　所：�同志社女子大学史料センター 

（今出川キャンパス　ジェームズ館1階展示室）
主　催：同志社女子大学

★公開講演会★
日　時：2026年2月7日(土) 14：00～15：00
講演者：村木美紀准教授（本学学芸学部メディア創造学科）
会　場：同志社女子大学今出川キャンパス
※詳細は決まり次第、同志社女子大学ホームページやチラシなどでお知らせいたします。

お問い合わせ：�同志社女子大学史料センター�
〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入�
TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201�
E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp

今出川図書館（1977年竣工時） 京田辺図書館（聡恵館地下1階～2階）
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同志社校友会からのお知らせ同志社校友会からのお知らせ

1885年「アルムニ会」として発足したのが、同志社校
友会の始まりで、140年の間に約38万人の会員が存在す
るまでになりました。活動の目的は、卒業生の親睦と
同志社の発展に寄与することです。

コロナ禍においてはアルバイトができず経済的に困窮している学生の食生活サポート
を行いました。

2023年度、コロナ前の状態に戻りつつあったため、食支援については、経済支援から
栄養バランスを考えた支援へと切り替え、大学内の食堂で補食として小鉢の提供をしま
した。2024年度からは、2015年以降実施していた100円朝食を再開させ、朝食摂取を通
じて、規則正しい学生生活を送ってもらえるよう支援をしています。

今後も学生に寄り添った支援を実施していく予定です。

 活動の概要 
①卒業生と繋がる同志社校友会
　�2025年7月現在、国内に48の支部、海外に36の支部が存在してい

ます。現地の校友会が卒業生のみならず学生へのサポートも
行っています。

　�連絡先は、二次元コードまたは、■ 同志社校友会 ■ で検索して
ください。

②大学と繋がる同志社校友会
　�同志社大学が掲げるリーダー育成、グローバル化への支援、「同志社大学2025 

ALL DOSHISHA募金」の推進など大学と連携した活動を行っています。

③学生を支える同志社校友会
　�「同志社校友会奨学金」、「同志社スポーツ奨学金」、海外留学生支援として

「グローバル人材育成奨学金」など各種給付型の奨学金制度を通じて学生生活が
充実するようサポートを行っています。

同志社校友会本部事務局　　　　　　　
TEL　075-251-4393　　　　　　　　　
E-mail info00@doshisha-alumni.org
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同志社女子部と同志社同窓会同志社女子部と同志社同窓会

＜同志社女子部の創立＞
同志社は1875年同志社英学校の開校をもって誕生し、創立150

年を迎えました。そして同志社女子部は1876年女子塾の開設を
始まりとして、翌年同志社女学校となり同志社英学校とともに
同志社の歩みを進めてきました。

＜同志社同窓会とは＞
同志社同窓会は1893年に同志社女学校の同窓会として設立されました。それは1876年

の女学校創立より17年後のことで、96名の母校愛あふれる卒業生と有志らによるもので
した。制定された規約の第1条には「会員たるものは相互の交誼を密にし且同志社女学
校の益を図るを目的とする」とあります。

同志社同窓会は女子大学、大学院、女子高校および中学、旧制女専、高女の卒業生・
修了生を会員として、同志社女子大学《Vineの会》と同志社女子中高同窓会「同志社
ゆかり会」もふくめ、同志社女子部全体の同窓会です。

 年間活動と行事・事業 
春（5月）と秋（9月）の幹事会 
7月　�同志社同窓会総会（3年に1度は総会の前日に支部長会開催）
10月 バザー開催 
11月 �全同志社リユニオン（法人同志社、同志社大学、校友会と共催） 

同窓会ルームで催物
12月 ミス・デントン永眠記念墓前礼拝（相国寺 長得院の墓前での礼拝）
2月　新島襄生誕記念会（学校法人同志社、同志社校友会と共催） 
3月　女子高、女子大学卒業生対象入会式
その他、�奨学金贈呈や会報の発行、同窓会館の運営（紫苑会講習としてヨーガ、 

華道、茶道、料理教室を開講）、貸室、女子中高購買・食堂の運営

＊ホームページ https://www.dojo-doso.org
＊E-Mail dojodoso@juno.ocn.ne.jp

陶板レリーフ（同志社女子中高　ガリラヤ食堂　壁面）

同志社同窓会寄贈
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●同志社広報委員会小委員会委員
〇印委員長

〇大学文学部教授 新　　茂之
大学神学部教授 三宅　威仁

大学社会学部教授 松山　一紀
大学法学部教授 望月　詩史

大学経済学部准教授 原田　禎夫
大学商学部教授 髙橋　広行

大学政策学部教授 多田　　実
大学文化情報学部准教授 星　　英仁

大学理工学部教授 近藤　弘一
大学生命医科学部准教授 髙柳　真司

大学スポーツ健康科学部教授 石井好二郎
大学心理学部教授 竹原　卓真

大学グローバル・コミュニケーション学部教授 内田　尚孝
大学グローバル地域文化学部助教 宮嵜　克裕

女子大学学芸学部教授 牛渡　克之
女子大学現代社会学部助教 金　　明柱

女子大学薬学部教授 成橋　和正
女子大学看護学部教授 三橋　美和

女子大学表象文化学部助教 陰山　　涼
女子大学生活科学部准教授 米田　祐子

中学校・高等学校事務長 鎌田　伸一
香里中学校・高等学校事務長 池上　　作
女子中学校・高等学校事務長 磯田　信行
国際中学校・高等学校事務長 貴志　浩行

小学校事務長 川嶋　久佳
国際学院事務長 堀岡　英利

幼稚園教諭 矢田貴美代
法人事務部長 柳井　　望
大学広報部長 朝田　邦裕

法人事務部校友同窓課長 田中　裕一
大学広報部広報課長 中原　伸夫
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）

【訂正】�159 号に誤りがございました。下記のとおり訂正し、お詫びします。�
「特別寄稿」88ページ 2行目　　　×『同志社時報』　　　〇『同志社大学広報』111




